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　　　はじめに




　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。この本の著ちよ者しや、矢野俊策やの・しゆんさくと申します。

　本書は『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』のシリーズ四巻かん目……最終巻となります。そのため、第一～第三巻までの内ない容ようを踏ふまえて書かれている部分が多数存そん在ざいします。できれば既き刊かんを読んでからご覧らんいただくことをおすすめいたします。




　さて、ここからは本書について少し説明を。

　本書はＴＲＰＧ（テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム）のリプレイです。

　ＴＲＰＧとはアナログゲーム（トランプや麻雀マージヤンなどのようにデジタル要よう素そが無いゲーム）の一種。複ふく数すうの参加者による会話によって物語を構こう築ちくしていくゲームです。

　参加者のひとりがホスト役であるゲームマスター（以下ＧＭ）という立場となり、状じよう況きようをセッティングし、他の参加者（プレイヤー）が各自ひとりのキャラクターを作ってＧＭの作った状況の中で好きなように活動していきます。

　こうしてＧＭとプレイヤー双そう方ほうからアイデアを出し、その場にオリジナルの物語を作り上げることがＴＲＰＧの醍だい醐ご味みなのです。

　さらにこの本はＴＲＰＧのひとつ、『ダブルクロス　The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』を扱あつかったものです。

『ＤＸ２』は現げん代だい世界を舞ぶ台たいとしたＴＲＰＧ。見かけは我われ々われの住む世界とまったく変わりませんが、この世界には〝レネゲイド〟と呼よばれる謎なぞのウイルスが存在しています。

　このウイルスは人間にある種の超ちよう能のう力りよくを与あたえ、ただしその理り性せいを徐々に失わせるという特とく徴ちようを持っています。プレイヤーの操あやつるキャラクター……ＰＣもまた、そういった経けい緯いで超能力を持つ存在、オーヴァードと呼ばれる存在なのです。

　ＰＣは、平和に見える世界の裏うら側がわで、同じように超能力を持ち、そして完全に理性を失ってしまったものたちを相手に、誰だれにも知られない戦いを繰くり広げる。それが『ＤＸ２』というゲームです。




　そして、こういったＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物にしたものを〝リプレイ〟と言います。

　そのゲームの雰ふん囲い気きやイメージなどをつかむのには最さい適てきな読み物だと言えるでしょう。




　百聞は一見にしかず。そろそろ本文の方へと移うつりましょう。

　それでは───ようこそ、非ひ日にち常じようの世界へ。







　　　前ぜん巻かんまでのあらすじ




　鳴島市に住む七村紫帆ななむら・しほは数ヶ月前まで普ふ通つうの高校生だった。だが、彼女はとある事じ件けんによりレネゲイドの力を持つ〝賢けん者じやの石〟なるアイテムを体内に吸きゆう収しゆうし、オーヴァードとして目覚めてしまう。

　それから紫帆は〝賢者の石〟を巡めぐるさまざまな事件に立ち会うことになる。自分の石を狙ねらう理性無きオーヴァード……ジャームの撃げき退たい。同じ石を持つ女じよ性せいの救出。石の情じよう報ほうを求める裏うら組そ織しきとの接せつ触しよくなどなど。

　その際さいに紫帆の助けになったのは、同じオーヴァードであるクラスメイト八や重え垣がきミナリ、ミナリの上司である九条柳也くじよう・りゆうや、〝賢者の石〟を研究しているという千城寺薫せんじようじ・かおるの三人。

　彼らは数多くの事件を乗のり越こえていく内に、紫帆が〝賢者の石〟を埋うめ込こまれるために調整された子こ供どもであり、その石には大きな秘ひ密みつが存在することを突つき止とめた。

　さらに、紫帆たちはその〝賢者の石〟に関して〝銀目の鴉からす〟という男が深く関わっていることを知る。彼は紫帆に石を埋め込んだ張ちよう本ほん人にんであり、彼女の命を助けた人物でもある。

　さまざまな不安を抱かかえつつ、紫帆たちは時を過すごす。

　真実を探さぐりながら───。
















　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、世界はすでに変へん貌ぼうしていた───。




　その日。そろそろ冬も訪おとずれてこようという時分、私───矢野俊策やの・しゆんさくはぼんやりと曇くもり空を見上げながらアライブの最終話のシナリオを考えていた。

　個こ人じん的てきな話だが、私は最終回というものが好きだ。

　それまでのストーリーを昇しよう華かし、物語として完成する瞬しゆん間かんは常つねに感かん慨がい深ぶかいものがある。

　もちろん、それが自分の関わったものならばひとしおだ。




　だが───気をつけなければならない。

　物語の最後をどう締しめるかによって、それに参加している人、読んでいる人に与あたえるイメージはがらりと変わってくる。できるならば盛り上げて、かつビシッと締めたいところだ。

　そのために必要なのは───山と谷だ。

　山と谷。……登場キャラクターの前に大きな障害を作り、それを解かい決けつさせることでカタルシスを与える手法。ストーリー構築のテクニックの基き礎そにして王道である。




　心は決まった。まずはＰＣを徹てつ底てい的てきに追い詰めてやることにする。

　数日の後、私はシナリオをひっさげてプレイヤーの前に座すわっていた。

　皆みなの顔を見回してから、いつもの言葉を発する。




矢野（以下：ＧＭ）：それでは『ダブルクロス・リプレイ・アライブ４』第一話のセッションを始めます。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！




　では、ここでセッションに参加するプレイヤーの紹しよう介かいをしておこう。




▼しのとうこ（以下：しの）

『ＤＸ２』のメインイラストレーター。ルールブック、サプリメント、リプレイなど、多くの書しよ籍せきでその精せい緻ちなイラストを見ることができる。

　忙いそがしくともゲームは忘わすれない、ゲーマーの鑑かがみのような人。普ふ段だんは落ち着いたプレイをしているが、ふと奇き妙みようなことを言い始めるクセがある。

　本シリーズでは、高校生から突とつ然ぜんオーヴァードになった少女、七村紫帆を担たん当とうしている。




▼安達洋介あだち・ようすけ（以下：安達）

『ゲーマーズフィールド』誌しにてＴＲＰＧ系けい４コママンガ、〝くいっくすたーと！〟を連れん載さい中のイラストレーター。実じつ際さいのプレイに裏うら打うちされた数々のネタは必見。

　二週間に一度ＴＲＰＧをしないと禁きん断だん症しよう状じようが出るという、ヘビーゲーマーの鑑のような人。とにかくゲームが大好きで仕方がない、というオーラをあたりに発散して皆を楽しくさせる。

　本シリーズでは、〝レネゲイド委員長〟こと八重垣ミナリを担当している。




▼伊藤和幸いとう・かずゆき（以下：伊藤）

　ゲーム制せい作さく会社、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所しよ属ぞくするライターのひとり。シナリオ制作、リプレイ執しつ筆ぴつに加え、小説の執筆までこなすマルチライターである。

　渋しぶい顔と渋い声を駆く使しして渋いロールプレイを行なうのをこよなく愛する男である。……のだが、ふと気を抜ぬくと挙きよ動どう不ふ審しんになったり不ふ可か思し議ぎなことを言い出す一面もある。

　本シリーズではハードボイルドなＵＧＮ鳴島市支し部ぶ長ちよう、九条柳也を担当している。




▼田中信二たなか・しんじ（以下：かわたな）

〝かわいそうな〟田中信二、略りやくして〝かわたな〟と呼ばれる。ゲーム制作会社、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所属するＤＴＰデザイナーであり、ライターでもある。

　数々のリプレイに参加し、主人公をやらせれば社内で右に出るモノはいないという彼だが、本シリーズでは珍ちん妙みようなことを言ってみんなを笑わせることを命題としているように見える。

　本シリーズでは、柳也の友人、〝賢者の石〟の研究家である千城寺薫を担当している。




ＧＭ：じゃあまずは……（数冊さつの本を机つくえの上に出す）。

伊藤：お、『ラディカルドライブ』ってことは……。

ＧＭ：そう、今回からは『ラディカルドライブ』で更こう新しんされたデータを使いまーす！

一同：おおおおおおおおおおおおおお。




『ＤＸ２』のサプリメント、『ラディカルドライブ』ではＤロイスと呼ばれるデータに更新がかかっている。アライブシリーズでは今まで古い方のデータを使用していたが、今回から新しいデータを使おうということになったのである。




伊藤：俺おれの変へん異い種、いろいろ変わったぜ！

かわたな：こっちの特権階級や安達くんの起源種はほとんど変わってないかな。

しの：〝賢者の石〟がより危き険けんになったー！（笑）

ＧＭ：ちなみに今日のセッションのテーマは〝レネゲイド〟となります。ただし───。

しの：ただし？

ＧＭ：このテーマは、今回と次回、両方のテーマになります。

安達：おおっ！　なんか大きい話になりそうな感じですね！

かわたな：二回あわせてひとつの話なのかな。

ＧＭ：何せこの二回で最終回だからね！　こっちも気合い入れるよ！

伊藤：最終回か……。正直、よくここまでたどり着いたよなあ。厳しい戦いばっかだった。

しの：何回も襲われたなあ……。

安達：その分〝賢者の石〟もだいぶ集めたよね。ええと……今四つだったっけ？

しの：うん、全部で七つらしいから後三つ。

かわたな：（うれしそうに）全部集まったらどうなるんだろうねえ（笑）。

安達：楽しそうですね、かわたなさんは（笑）。

伊藤：そりゃあ薫としてはそうだろう。俺としてはなんとかしてこの〝賢者の石〟を作り出したヤツを見つけたいところだけどな。

しの：石かあ。う～ん、わたし石を集めちゃってもいいのかなあ。…………不安だ。キャラとしても、個人的にも不安だ。

安達：何回か暴走もしかけてるしね。もし紫帆が石を集めて、その後暴走でもしたらミナリはどうするかなあ。ＵＧＮ所属として、紫帆の友達として、すっごい悩みそう。

ＧＭ：でも……そういうの好きでしょ、安達くん。

安達：（笑顔で）大好きっす！（笑）。

伊藤：安達さんの趣味はともかく（笑）。ミナリはそういうキャラだよな。俺は大人のキャラなんで、同情はしても最後には切り捨てられるけど、ミナリはできない。

かわたな：紫帆もめいっぱい悩みそうなキャラだよね。

しの：悩むと思います。思い切り。

ＧＭ：是非じっくり悩んでいただきたいところですな。……では、そろそろハンドアウトを。




▼ＰＣ①：七村紫帆用ハンドアウト

ロイス：〝銀目の鴉〟　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：不信感

　前の事件から二ヶ月と少し。学校は卒業シーズンを迎むかえ、皆新しい環かん境きようへの期待をふくらませている。だがそんな雰囲気から、キミだけは取り残されていた。

　少し前からゆっくりと、キミの記き憶おくは戻もどりつつある。〝賢者の石〟のこと、あの研究所のこと、そして〝銀目の鴉〟のこと。

　今日もキミは夢ゆめという形で思い出す。キミの知らなかった、本当の記憶を───。




ＧＭ：というわけで、今回は前の事件から二ヶ月くらいたったところから始まります。その間は特に目立った事件は無かったものと思ってください。

しの：記憶、戻ってきてるんだ……。

ＧＭ：記憶はいっぺんに戻るのではなく、ふとした瞬間に思い出すみたいな感じですかね。

安達：あー、ちょっとずつ思い出すみたいな。

しの：まあ、知らない自分が浮うかんできてるみたいだし、確たしかに日にち常じよう感は無いかも。

ＧＭ：みんなは進級でドキドキしてる。……紫帆も順当に行けば高校二年生になるはず。

安達：テストの結果次第……かな（笑）。

しの：も、問題は無いと思いますよ！　ええ！（笑）




▼ＰＣ②：八重垣ミナリ用ハンドアウト

ロイス：月柄晴久つきえ・はるひさ　　　推奨感情　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：不安

　ＵＧＮ日本支し部ぶ長、霧谷雄吾きりたに・ゆうごからキミたち鳴島市支部に指令が下った。

　内容は月柄晴久なる少年の護ご衛えい。霧谷曰いわく、この少年は紫帆と同じタイプの〝賢者の石〟を持っており、何者かに狙ねらわれているという。

　例の〝賢者の石〟はＵＧＮの中でもトップシークレット。さらに言えば、この気き弱よわそうな少年と彼を狙う輩やからは一連の流れの手がかりになりうる存在。

　気合いを入れて任にん務むに当たる必要がありそうだ。キミはひとり、日本支部へと向かった。




安達：お、新キャラですね。

ＧＭ：そう、超ちよう気弱な高校生ですよ。特徴はすぐ謝あやまる。

かわたな：そんなキャラなのか！（笑）

伊藤：……霧谷雄吾も久ひさしぶりの登場だな。

しの：一巻以来……かな、ひょっとして。

安達：まあ、どっちでもいいです！　護衛任務は超得意なんでがんばりますよ！




▼ＰＣ③：九条柳也用ハンドアウト

ロイス：月柄晴久　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：不安

　霧谷雄吾から月柄晴久という少年の護衛を頼たのまれてから、キミは今までに襲しゆう撃げき者しやが残した痕こん跡せきを調べた。その手口は、キミに覚えのあるものだった。

　強ごう引いんに見えて、もっとも効こう率りつ的てきな選せん択たくをするやり方。目的のために手しゆ段だんを選ばない非情さ。間ま違ちがいなく、あのアキューズだ。……だが、なぜヤツがこの少年を？




伊藤：俺も月柄くんがロイスか。

ＧＭ：アキューズでよかったんだけど、ヤツにはもうロイス固定化しているでしょ、柳也は。

伊藤：そうですね。……ついにヤツとも決着か。

しの：また強くなってそうだなあ……。

安達：大だい丈じよう夫ぶ！　対アキューズ用のエフェクトあるから！　やっと使える（笑）。

かわたな：安達くん、わくわくしてるねえ（笑）。




▼ＰＣ④：千城寺薫用ハンドアウト

ロイス：〝トート〟　　　推奨感情　ポジティブ：好奇心／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

　キミの上司、テレーズ・ブルムから例の研究所───紫帆の〝賢者の石〟を生み出したという研究所についての情報が入った。

　その組織の名はヘルメス。〝賢者の石〟に取り憑つかれ、その真理を知ろうとした錬れん金きん術じゆつ師しを名乗る集しゆう団だん。その構こう成せい人員の多くは鴉からすの暴ぼう走そうによって死し亡ぼうしているが、中心人物であるトートだけが未だに行方ゆくえ不明とのこと。なんとか尻尾しつぽをつかみたいが……？




しの：なんか、不思議な設せつ定ていがいっぱいな感じですね……。

かわたな：ヘルメスとかトートとか、錬金術に関係するような名前ばかりだねえ。

安達：トートは神様の名前でしたっけ？

ＧＭ：エジプトの神様だね。ヘルメス神と同等として見られることも多いけど。

かわたな：有名な『エメラルドタブレット』を作ったのもトートだったよね。

ＧＭ：そうですそうです。……まあ、全部この組織の連中が自じ称しようしてるだけなんだけど（笑）。

しの：あ、自称なんだ（笑）。

ＧＭ：〝賢者の石〟を使ってすごいことをする、という組織だから自称してるだけ（笑）。紫帆の〝賢者の石〟や、数々の事件を生み出したのも彼らなんだけどね。

しの：一連の事件の黒くろ幕まく……っていうことですか。

かわたな：ついに出てきたねえ。





＊　　　＊　　　＊






　ハンドアウトの読み上げ後、キャラクターの成長作業を行なう四人。ほどなくしてその作業も完了した。
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▼ＰＣ①：七村紫帆～しのとうこ

ＧＭ：では順番に成長の報ほう告こくをお願いします。……まずはしのさんから。

しの（以下：紫帆）：あ、はい。……えーと七村紫帆です。とりあえず今回は《主の右みぎ腕うで》のレベルを上げまして、後は【肉体】の能力値ちを上げました。

安達：お。

紫帆：地味ーに使えるんじゃないかと思って。

ＧＭ：基き本ほん能力値を上げるのは重要ですよ。ＨＰやイニシアティブが変わることもあるし。

紫帆：後はこれ以上エフェクトを取ると侵しん蝕しよく率りつのあがり方が怖こわくて。

かわたな：うんうん、そうなるよねえ。

紫帆：…………このままだと柳也さんに追いついちゃうから（笑）。

伊藤：（親指を立てて）追いついても……いいんだぜ！（笑）

紫帆：いやいやいやいや！　わたし〝賢者の石〟もあるんで！　追いつくのは遠えん慮りよします！

伊藤：（妙みように残念そうに）ちっ……。

ＧＭ：なんでそんなにがっかりしてるんだ（笑）。




▼ＰＣ②：八重垣ミナリ～安達洋介

ＧＭ：では次は安達くん……なんだが。

安達（以下：ミナリ）：八重垣ミナリです。……前回経けい験けん点をもらえなかった八重垣ミナリです！　もらえなかったです！（笑）。

かわたな：なんか、やけになってない？（笑）

ミナリ：そんなことないですよ！　確かに私はデータ的に前回から変へん更こうは無いですが……。

紫帆：？

ミナリ：そのぶん人間的成長を遂とげたんです！　そう、心が強くなった！




　なぜか胸むねを張はるプレイヤー。




ＧＭ：……どうつっこんでいいかわからんな（笑）。

ミナリ：いいんですよ！　流してください！（笑）

かわたな：まあ、見えないところが強くなったんでしょう、きっと（笑）。




▼ＰＣ③：九条柳也～伊藤和幸

伊藤（以下：柳也）：ってことで、九条柳也です。俺も前回は経験点を獲かく得とくできなかった。ついでに言えば使用してない経験点も持ってない。

ミナリ：じゃあ、柳也さんも人間的成長を……。

柳也：人間的成長もしない。

ミナリ：しないの!?（笑）

柳也：（心底だるそうに）28歳さいにもなって、そう簡かん単たんに人間的成長なんざしてたまるか。だいたいタバコやめるだけだって死ぬほど大変なんだぞ？

ミナリ：ま、まあ、そうですが……。

柳也：どんどん余よ計けいな縁えんも増ふえてくしな。……まったく。

ＧＭ：……なんか人生語り始めたぞ、おい（笑）。




▼ＰＣ④：千城寺薫～田中信二

かわたな（以下：薫）：千城寺薫でーす。……28歳にして成長期を迎むかえました（笑）。

柳也：おい！（笑）

薫：いやー、前回奇き跡せきのような出目で経験点を手にしたんで。とりあえず《クリスタライズ》と《絶ぜつ対たいの空間》のレベルを上げたよ。

ミナリ：火力アップと防ぼう御ぎよ確かく率りつアップか……。

紫帆：どっちもありがたいなあ。

薫：あとひとつエフェクトが取れるんだけどね。……《猫ねこの道》か《ジェノサイドモード》で迷まよってるんだよ。

ミナリ：ん？《ジェノサイドモード》はトループつぶしだからいいとして……《猫の道》ってどんなエフェクト？

紫帆：シーンから退たい場じようするエフェクトだね。

柳也：退場エフェクト？　なんでそんなもんを？

薫：ほら、捕つかまっても逃にげやすいようにさ。僕がまた敵に捕まるかもしれないだろう？（笑）




　薫が敵に捕まる顚てん末まつは第三巻を参照していただきたい。




柳也：それは……学習してるってことなのか？（笑）

ミナリ：よく捕まるから……《猫の道》？（笑）

薫：ま、悩なやむところだけど《ジェノサイドモード》にしておこう。……もう、そうそう敵には捕まらないだろうし。

柳也：捕まられてたまるかよ！（笑）





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：最後にＰＣ間ロイスを結んでもらおう。順番は紫帆[image: ]ミナリ[image: ]柳也[image: ]薫[image: ]紫帆で。

紫帆：ええと、じゃあわたしから委員長に。……前の事件から二ヶ月半かー。わたしたち、どうやって過すごしてたんだろう？

ミナリ：……普通に学校生活じゃない？

紫帆：こっちは多分前の事件で結構ショック受けてると思うんだ。自分が普通の出自じゃないって知らされたんだし。

薫：ああ、あの実験のことか。確かにショックだろうねえ。

ミナリ：う～ん、普通に慰めるのとかは下手そうだし。……地じ獄ごくのトレーニングとかさせて紛らわさせてる、かな（笑）。

柳也：トレーニングかよ！（笑）

紫帆：じゃあ……ポジティブが〝友ゆう情じよう〟でネガティブが〝厭えん気き〟にします。もういい加減あのトレーニングはやめてほしい（笑）。

ミナリ：では私から店長へ。

柳也：（いぶかしげな顔で）店長？

ミナリ：……柳也さんのことですよ。喫きつ茶さ店てんの店長じゃないですか。

柳也：ああ……。そういや、俺店長だったな（笑）。

ＧＭ：忘れるなよ（笑）。

ミナリ：（ダイスを振ふって）ポジティブが〝尊そん敬けい〟。尊敬するようなできごとありましたっけ？

柳也：無いだろ。

ＧＭ：即そく答とうするな（笑）。

ミナリ：まあ、いざとなれば頼たよりになるし。ポジティブは〝尊敬〟で。ネガティブは……〝憤ふん懣まん〟にします。

柳也：それじゃあ俺から薫だけど……。

薫：どんなものでもＯＫだよー。

柳也：（ダイスを振って）〝庇護〟。……噓うそだろ？（笑）

ＧＭ：まあ、薫に対する感情としてはどうかねえ（笑）。

柳也：（ダイスを振って）〝幸福感〟。（ダイスを振って）〝慈じ愛あい〟。……やめてくれ（笑）。

紫帆：なんでそんなネタっぽいものばっかり（笑）。

柳也：あー、選択するわ。……ポジティブが〝連帯感〟。ネガティブが〝食しよく傷しよう〟あたりが妥だ当とうだな。

薫：最後に僕だね。紫帆くんに対して……ポジティブは〝好奇心〟。これ以外に無い。

紫帆：無いんだ……（笑）。

薫：興きよう味み深ぶかく、キミを見ているよ？（笑）

紫帆：ひい（笑）。

薫：ネガティブは……（ダイス振って）〝嫉しつ妬と〟。

紫帆：……あげませんよ、この〝賢者の石〟（笑）。

薫：まあ嫉妬しよう。彼女の今の立場に。

ミナリ：それ、前巻のボスですよ（笑）。

薫：いや、いろんなトラブルが満まん載さいな彼女に嫉妬してるんだよ（笑）。

柳也：どんな感情だよ（笑）。

ＧＭ：ともあれ、これでロイスも決まったね。……じゃあプレイに移うつろうか。

一同：はーい。







『エメラルドタブレット』　もっとも有名な魔術書のひとつ。錬金術について書かれているという。

《主の右腕》　自身の操る光の精度を上げるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《クリスタライズ》　対象を結晶化して破壊するモルフェウスのエフェクト。

《絶対の空間》　自分の〝領域〟内を支配するオルクスのエフェクト。

《猫の道》　〝領域〟によって囮を作り、その場から逃げ出すオルクスのエフェクト。

《ジェノサイドモード》　武器を変化させて多人数を倒すモルフェウスのエフェクト。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆見えない、壁かべ


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　少し暖あたたかい風が吹ふく。冬の厳きびしい寒さを超こえて、春の訪おとずれを感じさせる風が。

　教室の中はいつもと変わらぬ平へい穏おんな風景。

　だが───紫帆はその中に入はいり込こめなかった。なんの理由も無いのに。




ＧＭ：では紫帆のオープニングから。……前の事じ件けん、年末の事件から約二ヶ月。ほぼなんの事件も無く、紫帆は平穏な日々を過すごしている。

紫帆：ほぼ？

ＧＭ：生活としては平穏そのものなんだけど……、昔の記き憶おくが蘇よみがえってくるから。友達と話してて、ふと例の研究所のことを思い出したりね。知ち冬ふゆとこんな話したなあ、とか。

柳也：……知冬って誰だれだっけ？

ミナリ：彼女ですよ。ほら、セント・ジョージ城じように巻まき込まれた女の子。

柳也：あ、思い出した（笑）。

ＧＭ：そんな思い出し方かよ（笑）。




　謎なぞの城、セント・ジョージ城出しゆつ現げんの顚てん末まつは第三巻かん『因いん果がの鏡』をご覧らんください。




薫：いやあ、みんなにも受け入れられてよかったよ。

柳也：受け入れてねーよ！（笑）

紫帆：面おも白しろかったのは事実ですけど（笑）。

ＧＭ：シーンを戻もどそう（笑）。……で、シーンは教室。今は休み時間で、クラスのみんなは来年の話をしている。

ミナリ：進級近いから、クラス替がえの話とかかな。

柳也：ちょっと早いが受験の話とかもしてるだろうな。

ＧＭ：そうそう、みんな期待と不安が入り交じった感じで話している。

紫帆：……でも、わたしだけはそんな中に入っていけない。




　古びた映えい画がを見ているような気分で、紫帆はみんなを眺ながめていた。

　日にち常じようと非ひ日常が入れ替わったかのような、奇き妙みような感覚。

　向こう側には入り込めないという、奇妙な確かく信しん。




ＧＭ：もちろん、クラスメイトはそんなことには気がつかない。……それに学期がそろそろ終わると言うことはテスト前でもあるので。何でも屋をやっている紫帆のもとにはいろんな人が来るわけだ。というわけで男子生徒が声をかける。「おーい、七村ー」

紫帆：……ん？　なに？

ＧＭ：「あのよ、次のテストなんだけど誰だれか古文のノートを……」

紫帆：……昆こん布ぶ？

ＧＭ：「こ、昆布じゃねえよ！」（笑）

薫：昆布のノート！　な、なんかパリパリした……（笑）。

ＧＭ：「古文だよ、古文！　……あんまりちゃんとノート取ってなくてよ。誰かに貸かしてもらいたいんだけど、当てはねえか？」

紫帆：うーん……、最近だと誰が一番科目をメモしてるかなあ……。

ＧＭ：では彼は意外そうな顔になって言う。「……その辺チェックしてねえのか？」

紫帆：あ……。ご、ごめん、そうだね、昼休みまでに探さがしておくよ。

ミナリ：（男子生徒になって）……ちっ、使えねえなコイツ（笑）。

ＧＭ：そんなこと言わないよ（笑）。「あー、それなら頼たのむ」と言い残して彼は去る。そうすると次の生徒が、「紫帆ー、助けてー」と言ってきたり。

紫帆：あ、うん。……なに？




　結局、その日は頼み事をうまく解かい決けつできずに一日を過ごした。

　軽い自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりながら、紫帆は自室に帰り、ベッドの上に身を投げ出す。




紫帆：うーん……、なんかよくないなあ……。

ＧＭ：すると三さぶ郎ろうが出てくる。「……おい、なんだ今日は。調子でもおかしいのか？」

紫帆：うーん、体調は委員長のおかげで絶ぜつ好こう調ちようなんだけど……。ちょっと最近昔の記憶に引ひっ張ぱられてねー。そのこと考えてるだけで、割わりと疲つかれてるのかも。

ＧＭ：「記憶、ねえ……？」三郎はため息をつく。「ま、疲れてるんならしょうがねえけど。……ただ、あんまりぼんやりしてると何かあった時に困こまるぞ？」

紫帆：……うん。

ＧＭ：三郎は答える紫帆の顔を見て、ダメかもな、というような顔を浮うかべて消える。

紫帆：む……。なんかイヤな顔をしてた。

薫：ホントに三郎くんは紫帆くんをむかつかせるのがうまいねえ（笑）。

紫帆：そういうところばっかり上手なんだから……。とりあえず寝ねちゃおう。

ＧＭ：了りよう解かい。では、パチリと電気が消えて───。




　闇やみに閉とざされた部屋の中で、紫帆の脳のう裏りに何かが浮かんでくる。

　彼女の知らない、彼女の記憶。

　それが夢ゆめという形となって再さい生せいされるのは、毎夜のことだった。




ＧＭ：今日の夢に映うつし出だされるのは、前回登場した研究所。

紫帆：あの……〝賢けん者じやの石〟を研究してた？

ＧＭ：そう。ただ、前と違ちがうのは今この研究所は襲しゆう撃げきを受けており、緊きん急きゆうを告げるレッドアラートがなりっぱなしであること。どこからか鈍にぶい震しん動どうも伝わってくる。

紫帆：……え？

ＧＭ：そして紫帆はぼんやりと、これが研究所崩ほう壊かい時の記憶であることがわかる。

ミナリ：〝銀目の鴉からす〟が崩壊させた時の……。

ＧＭ：そう。そして紫帆はその光景を───実験槽そうの中から見ている。

紫帆：え!?　……ミーがですか!?（笑）

ＧＭ：ミーがです。

柳也：……どんなやりとりだよ……（笑）。

ＧＭ：身動きの取れない紫帆の周りで研究員たちが逃にげまどう。そして、そのうちに部屋には誰もいなくなる。

紫帆：え……？　ちょ、ちょっと待って！　わたしは!?

ＧＭ：ひとり取り残されるよ。そしてさすがに紫帆も慌あわて始めた時。実験槽が音を立てて破は壊かいされる。そこに立っているのは───。




　人にあるまじき銀色の目が、幼おさない紫帆を静かに見下ろしていた。

〝銀目の鴉〟。紫帆と同じ、実験体であったオーヴァード。




紫帆：……鴉。

ＧＭ：この時点では彼の名前を知らなかっただろうけどね。ともあれ、紫帆は拘こう束そくを解とかれる。……だが、腰こしが抜ぬけたのか体力が無いのか、なぜか立ち上がれない。

紫帆：じゃあよたよたと鴉の方に転がり出て倒たおれる。それで……。

ＧＭ：鴉はじっと紫帆を見下ろして───。

紫帆：……拾えよ。




　なぜかドスの聞いた声で言うしのさん。




ＧＭ：…………。

一同：…………。

紫帆：あ！　なんとなく思いついちゃっただけで！　スルーしてください！　スルー！

ミナリ：……ビックリしすぎて何も反応できなかった……（笑）。

柳也：心しん臓ぞう止まるかと思ったぞ（笑）。

紫帆：とにかくスルーしてください！　ね！　……で、ど、どうなったんですか？　わたし！　力なく鴉を見上げてますよ！（笑）

ＧＭ：ええと、鴉はそんな紫帆を猫ねこでもつかむようにひょいっと持ち上げて、感かん情じようの読めないような目で見る。すると……紫帆の口からこんな言葉が出る。




「わたし……、おうちに帰れないの？」




紫帆：……それ、前にわたしが死んだときに言った……。

ＧＭ：そう。その言葉を聞くと、鴉は何かを考かんがえ込こむように紫帆の顔を見る。そして一言。




「───大だい丈じよう夫ぶだ」

　機械を思わせるような声色で、銀目の男はそうつぶやいた。

　そしてコートの裾すそをひるがえし、紫帆を包つつみ込む。どこか暖かい、闇の中へ───。




ＧＭ：……と、夢の中の紫帆の視し界かいが暗転したところで現実の紫帆が目を覚ます。

紫帆：うー、またかー。……今、何時ですか？

ＧＭ：まだ深夜だね。寝ね入いってから数時間というところだ。

紫帆：こんなのばっかりだから疲つかれるんだよなー……。

ＧＭ：と、部屋の中に誰かがいる気配が。

紫帆：ん～、また三郎？（横を向く）




　何気なく横を向いた紫帆は、人間にはあるまじき銀色の瞳と目があった。

　なぜか───〝銀目の鴉〟が部屋にいた。




紫帆：うおおおおおおおおおっっっ!?

ミナリ：気がついたら鴉が部屋に……、それはビビる……（笑）。

紫帆：ビビるよぉっ！（笑）

ＧＭ：（無む視しして）では、そこでシーンが終わります。

紫帆：えぇっ!?　ノーリアクション!?（笑）







◆Opening 02◆臆おく病びような少年


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　紫帆があまりの驚おどろきに声を上げていたころ。

　ミナリはひとり、日本支し部ぶのオフィスに来ていた。

　日本支部長、霧谷雄吾より直々の依い頼らいがあるとのことだが───。




ＧＭ：では次のオープニングはミナリ。時じ刻こくは紫帆が「うおおおっ！」って言ってたころ（笑）。

ミナリ：了解、深夜のＵＧＮ日本支部ですね（笑）。

紫帆：ううう、ビックリしたから……（笑）。

ＧＭ：というわけで日本支部、支部長室。広く落ち着いた外がい装そうの部屋の奥おく、大きな机つくえの向こう側に霧谷が座すわってる。

ミナリ：では前に立って言います。……鳴島支部所しよ属ぞく八重垣ミナリ、参りました。

ＧＭ：「ご苦労様です。電話などで話すには微び妙みような内ない容ようだったんで来てもらいました」

ミナリ：は……。それでご用よう件けんはどのようなことでしょう？

ＧＭ：「実はですね……」と言って霧谷はミナリのハンドアウトにあることを話す。

柳也：（ハンドアウトを見て）月柄晴久ってヤツが紫帆と同じ〝賢者の石〟を持ってるのか。

ミナリ：……なぜこのタイミングで急に〝賢者の石〟保持者が見つかったのでしょうか。

ＧＭ：「それは……我われ々われＵＧＮが彼を捕ほ捉そくしていなかったからです」

ミナリ：……というと？

ＧＭ：「彼は数年前にオーヴァードとして覚かく醒せいしていたらしいのですが、それから今の今まで自分がオーヴァードであることを隠かくし通してきたのです」

ミナリ：す、数年間も？

ＧＭ：「そうです。……会えばわかりますが、彼は極きよく端たんに気の弱い少年です。自分の身に起きた異い状じようを他人に知られることが怖こわかったのでしょう」

ミナリ：……その彼が、どうして自分からＵＧＮに保ほ護ごを？

ＧＭ：「〝賢者の石〟を入手したからです。……それ以来、彼は何者かに命を狙ねらわれています。その件で保護を求めに来たわけです」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「そして……上との相談もあり、この件はあなたがたに任まかせることになりました」

紫帆：上……？

薫：テレーズちゃんだろうねえ。ああ見えても彼女はＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいのひとりだから。

ミナリ：私たちが任務に当たる理由を聞かせていただいてよろしいでしょうか？

ＧＭ：「理由はふたつです。ひとつは情じよう報ほうの統とう制せい。……紫帆さんの持つ〝賢者の石〟に関する情報はＵＧＮの中でも最高に近い機き密みつです。あまり多くの人員を割さくわけにはいきません。そしてもうひとつは……敵てきの存そん在ざいをつかむためです」

ミナリ：……囮おとりになれ、と？

ＧＭ：霧谷は静かにうなずく。「徐じよ々じよに情報が集まりつつあるとはいえ、我々は例の石についてほとんど何も知りません。そこに、新しい石とそれを狙う敵が出てきたのです。……これは重要な手がかりになり得ます」

紫帆：…………。

ＧＭ：「また、紫帆さんにしかつかめない情報があるかもしれません。そういった意味でも、あなたたちに任せる意味はあると判はん断だんしました」

ミナリ：……危き険けん性せいは高いですが。

ＧＭ：「それも承しよう知ちです。……一いち応おう、こちらからある程てい度どの人員を鳴島市の方に送ります。私が信しん頼らいするメンバーだけを」

ミナリ：じ、人員……（そわそわしはじめる）。

ＧＭ：「ど、どうしたんですか？」

ミナリ：いえ、ついにその、なんというか私にも部下が……（笑）。

柳也：そんなところに反はん応のうしてたのかよ！（笑）

ミナリ：だって後から派は遣けんされてきたはずの薫さんは私よりも偉えらそうですし（笑）。

ＧＭ：ともあれ霧谷は「では───月柄くんを呼よびましょう」と言って、部下に連れん絡らくを取る。そしてしばしの後───。




　連れてこられた少年は、いかにも気弱そうな、線の細い少年だった。

　前まえ髪がみは目を隠かくすくらいに伸のび、猫ねこ背ぜ気味にこちらの様子をうかがっている。

　ふと、左耳についている白いピアスが目についた。




ＧＭ：というわけで月柄くんが連れてこられる。

ミナリ：うーん……。

柳也：どうした？

ミナリ：いや、どういう第一印象で会ったら面白いかなと思いまして。きっとこの子は敵なのか死ぬのかどっちかだろうから……。




　初めからなにを言うのか。




柳也：いきなり何言ってんだよ！（笑）

ミナリ：いやあ、このタイミングで出てくる新キャラだからそんなところかなあと（笑）。

紫帆：ほ、ほら、助けられるＮＰＣかもしれないじゃない……（笑）。

ミナリ：あ、じゃあ優やさしげにいこう。……八重垣です。よろしく、と手をさしのべる。

ＧＭ：「ど、どうも……。月柄です」びくびくと触ふれる程てい度どに握あく手しゆする月柄くん。

[image: ]

ミナリ：ＵＧＮを頼たよってきてくれてありがとう。あなたみたいなケースは初めてじゃないし、責せき任にんを持って保護します。

ＧＭ：「あ……、その……、す、すいません」

柳也：なぜ謝あやまる（笑）。

ミナリ：心中では困こまったなーと思いつつ。……じゃあ早速移い動どうしましょう。こちらも早めに安全を確かく保ほしておきたいので。

ＧＭ：「あ、はい。……すいません」と言う月柄くん。ちなみに目は合わせずにあちこちを見回し、左手は耳についている白いピアスをいじっている。

紫帆：……ん？

ミナリ：そのピアスが〝賢者の石〟？

ＧＭ：いや、〝賢者の石〟は右みぎ腕うでの中なか程ほどに埋うまっているとのことだ。ピアスは関係ないよ。

ミナリ：ふうん……？

ＧＭ：ともあれ、霧谷が最後にこう言う。「それでは、彼のことをよろしくお願いします」

ミナリ：わかりました。お任せください。

ＧＭ：というところでシーンを切ろう。







◆Opening 03◆初めての体験


ScenePlayer ─── 九条柳也






　その日は、柳也にとって平へい凡ぼんな一日になるはずだった。

　喫きつ茶さ店てんのカウンターの内側に座すわり、タバコをふかす。

　だがそこにやってきた連中に、柳也の平穏は乱みだされることになるのだ───。




ＧＭ：次は柳也のオープニング。場所は喫きつ茶さペリゴール。

柳也：おう。どんなシーンだ？

ＧＭ：さっきミナリのシーンで説明した霧谷の部下エージェントたちが先に鳴島市にやってくるシーン。半分だけね。

柳也：え……。

ミナリ：ああ、半分は先に入って、半分は後から私と一いつ緒しよに来るんですね。

ＧＭ：そうそう、そういう感じ。というわけで五名くらいのスーツ姿すがたのエージェントたちが喫茶ペリゴールに集まって、柳也に霧谷からの指令を伝える。

柳也：…………。

ＧＭ：で、指し揮き権けんを柳也に預あずける旨むねを。

柳也：……お、おう（そわそわ）。

薫：どうしたんだい？　なんかそわそわしてるけど。

柳也：いや……、その……、俺が指揮権ってことは、こいつら俺の部下なわけだよな？

ミナリ：そうなりますね。

柳也：そうだよなぁ……。

紫帆：……？

ＧＭ：ともあれ、エージェントたちは真面目な顔で「……というわけで日本支部長霧谷雄吾の命令により、我々十名、九条柳也支部長の下でしばらくお世話になります」

柳也：あー、お、おう。

ＧＭ：「護ご衛えい対象である月柄晴久は明朝、八重垣ミナリさんと共に到とう着ちやくする予定です」

柳也：そ、そうか…………。

ＧＭ：「……あの、何かありますか？　先ほどから様子がおかしいように見えますが……」

柳也：うん、もう…………どうすればいいんだろうね？（笑）




　なんとも困った顔で言う伊藤くん。




紫帆：え……、え？（笑）

柳也：もう適てき当とうにやってくれって感じなんだけど（笑）。

薫：どうしたの、さっきから（笑）。

柳也：いやー、その…………。

ミナリ：その？

柳也：…………部下とか言われてもさー。どう扱あつかっていいかわかんないんだけど（笑）。

一同：ええええええええええっ!?（笑）

紫帆：そんなところに引っかかってたの!?

柳也：俺に部下って言われても、困るんだよー。

ミナリ：っていうか、柳也さん前は戦せん闘とう部隊に所属してたじゃないですか！　その時に部下がついたことくらいあるでしょう！

柳也：いやー、その時はひとりで好き放題してたんじゃないかなあ（笑）。

ＧＭ：そ、そうなのか……。

柳也：あー、もう！　……はやくミナリ帰って来いよ！　俺に部下なんて無理だよ！（笑）

紫帆：逆ぎやくギレした！（笑）

薫：というより八つ当たりっぽいねぇ（笑）。

ミナリ：こんなところに弱点があったとは……（笑）。

ＧＭ：あまりに意外すぎるぞ（笑）。まあ、爆ばく発はつしそうな柳也を意図的に無む視ししつつ、エージェントたちは報ほう告こくを続ける。

柳也：お、おう。

ＧＭ：月柄晴久が保護された状じよう況きようや、彼から聞き出した状況、そしてＵＧＮが交戦した情報。

柳也：もう交戦したのか。

ＧＭ：一回だけ。……そして、そのやり口に柳也はイヤってほど覚えがあるわけですが。

柳也：（ハンドアウトを見て）アキューズか。……となると、一いつ般ぱん人じんをジャーム化させて使ったり、周囲の被ひ害がいを考えなかったりするわけか？

ＧＭ：その通り。彼本人は姿を現あらわしたわけじゃないけど、ほぼ[image: ]％ヤツだろうね。……ちなみに襲撃間隔もかなり早い。前に紫帆が襲われた時よりも気合い入れて襲撃している感じもするね。

柳也：む……？

ミナリ：ちょっと待ってください。それは───アキューズが月柄くんに対して本気を出しているってこと？

ＧＭ：そう。

柳也：……よく、月柄は逃にげられたな。そんなモードのヤツから。

ミナリ：あの、彼が？　アキューズから？

薫：不思議だねえ。

ＧＭ：その辺はあとでじっくりと確かめてくれ。……ともあれ、そんな報告を終えた後にエージェントは言う。「では、九条支部長。指し示じをお願いします」

柳也：あ？　あ、うーん、まあ……なんだろなぁ。

ミナリ：またこのモードになった（笑）。

柳也：えー…………まあ、適当に（笑）。

ＧＭ：「……は？」

柳也：あ、いや、……とりあえず鳴島市内の情報を集めてくれ。あとはそうだな……、アキューズ───犯はん人にんとおぼしきヤツを見つけても手を出すな。

ＧＭ：「手を出さない、ですか？」

柳也：そうだ。うかつに手を出せばやられるだけだからな。

ＧＭ：エージェントたちはその言葉に真しん剣けんにうなずく。「了解しました。それではまず、情報収しゆう集しゆうの活動を開始します」

柳也：ま、頼むぜ。…………はぁ、やれやれ。

紫帆：疲れ切ってますね（笑）。

柳也：こんなことになるとはなあ。

ＧＭ：それはこっちのセリフだ（笑）。では、ここでシーンを切ろう。
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◆Opening 04◆現げん代だいの錬れん金きん術じゆつ師し


ScenePlayer ─── 千城寺薫






　その城はオーストリア西部の山やま奥おくに存在する。

　付近の住民でもおいそれとは近ちか寄よらないイバラの城。人はその城をこう呼よぶ。

　───セント・ジョージ城、と。




ＧＭ：ではオープニング最後は薫のシーン。

薫：あのさ、ちょっと聞きたいんだけど。僕のハンドアウト読むに、〝テレーズちゃんからヘルメスの情報を聞く〟っていうオープニングでいいんだよね。

ＧＭ：え？　そうですね。そういうシーンになりますが。

薫：ハンドアウトには場所は書いてないね。

ＧＭ：か、書いてないですね。

薫：…………。

ＧＭ：…………。

薫：（笑顔で）好きにしていいかい？（笑）

柳也：また変なことするつもりかよ（笑）。

薫：いや、何を言うんだ。これは必要なことなんだよ。今日のセッションに際さいして既き刊かんを読み直したんだけど───薫のオープニングはいつもひどくて（笑）。




　自分で言わないでいただきたい。




薫：僕が勝手に演えん出しゆつを始めて、シーンを勝手に終わらせようとして、慌ててＧＭが必要な情報を渡わたしてくれるんだよ。いつも。だから最後までその伝でん統とうは守っていこうと（笑）。

紫帆：守るんですか！（笑）

薫：というわけで、こんな情じよう景けいが広がります。




　全体をイバラに覆おおわれた白はく亜あの城。

　その門をくぐると、左手のコンサートホールから音楽が聞こえてくる。

　庭園を横切り、同じようにイバラに囲まれたコンサートホールに入る。

　無人のホールでは……仮面をつけたオーケストラメンバーが無心に演えん奏そうをしていた。




薫：ちなみに指し揮き棒ぼう振ふってるのは僕。演奏してるのは〝セント・ジョージ管かん弦げん楽がく団だん〟。

一同：…………。

ミナリ：か、仮面？

柳也：なんで、そんなもんかぶってるんだ……？

薫：いや、特に意味は無いけど。

一同：無いのかああああああああああああっ！（笑）

ＧＭ：……ええと、ここにテレーズを出さなきゃいけないんだが（笑）。

薫：あー、それじゃあ無人じゃなくてテレーズちゃんだけが客席にいるということで。

紫帆：うわー、ある意味拷ごう問もん……（笑）。

ＧＭ：じゃあテレーズはげんなりした顔で、とてもやる気の無い拍はく手しゆをする（笑）。

薫：（大おお仰ぎようにお辞じ儀ぎをして）……アンコールは？

ＧＭ：「いや、いいから。頼むからやめて。というか、その……後ろの人たちは？」

薫：彼らはセント・ジョージ管弦楽団と言いまして、このセント・ジョージ城の付近に住んでいる方々です。

柳也：住民かよ！（笑）

薫：住民の皆みなさんです。……演奏終わったから仮面を外して、「あー、終わった終わった」と言って帰ってますよ（笑）。

ミナリ：ホントに普ふ通つうの人たち!?

紫帆：仮面に意味は!?

薫：ほら、不気味だから（笑）。

柳也：なんだ、その理由は！

薫：いや、僕だってちゃんと考えてるんだよ。だいたいオーケストラにしようと思ったのも、今回が最さい終しゆう巻かんだって聞いたから荘そう厳ごんな音楽で盛もり上げようと……。

一同：メタなこと言うなああああああああああああああっ！（笑）




　ひどい騒さわぎであった。




ＧＭ：もういいや（笑）。……じゃあ、管弦楽団のみなさんが撤てつ退たいしてからテレーズが喋しやべる。

柳也：強引にヤツらを消したな（笑）。

ＧＭ：テレーズは咳せき払ばらいをする。「紫帆の〝賢者の石〟について情報を入手したから来たのよ。……いい？　ここからは仕事の話だからね」

薫：大だい丈じよう夫ぶ。ちゃーんと真面目に聞きますよ？

ＧＭ：「…………」ちょっとジト目で見るテレーズ。「……例の石、あれを作った連中の概がい要ようがわかったわ」

薫：あの七つの〝賢者の石〟を？

ＧＭ：「そう。……彼らはそれを〝銀なる石〟と呼よんでいたようだけどね」

紫帆：〝銀なる石〟……。

ＧＭ：「その石を作った連中はヘルメス。〝賢者の石〟を調べることに取とり憑つかれた研究者たちが集まった組そ織しき。彼らは錬れん金きん術じゆつ師しを自じ称しようしていたらしいわね」

薫：錬金術師？　金を作ることなんてたいしたことないでしょう。ほーら、ここにインゴットが。……と言って、《黄金錬れん成せい》で作った金を出す。

柳也：……レアメタルをなんだと思ってるんだ（笑）。

ミナリ：というか見る人が見たら卒倒しそうですね（笑）。

ＧＭ：テレーズは薫の行動を意図的に無視する（笑）。「錬金術の目的は金を作るだけじゃないわ。いろいろと流りゆう派ははあったみたいだけど、〝賢者の石〟を使って完全なるもの、永えい遠えんなるものを作り出すって一いつ派ぱがあるの」

薫：なるほどねえ。……言葉だけを取りあげてみれば、確かにその研究者たちも同じことをしている。それで錬金術師なのか。

ＧＭ：「そういうこと。……ＵＧＮやファルスハーツ、その他いろんな組織から〝賢者の石〟の研究に魅みせられたものたちが集まってできた組織、それがヘルメスというわけ」

薫：でも、そのヘルメスは〝銀目の鴉〟によって崩ほう壊かいしたのでしょう？

ＧＭ：「そう。……ただし中心人物だけは未だに行方ゆくえ不明」

薫：中心人物？

ＧＭ：「トートと呼よばれるヘルメスの創そう始し者しや。彼だけは鴉の襲撃後、一切の行方がわからないのよ」

薫：……ふうむ？

ＧＭ：「で、ここからが本題なんだけど」ちょっと声のトーンを変えるテレーズ。「ついこの間日本支部に保護された月柄晴久って子がいるんだけど」

薫：（真面目な顔で）机つくえ春はる雨さめくんですか。

ＧＭ：「ツキエハルヒサ、よ。……ねえ、なんでフランス人の私があなたに日本語教えてるのかしら？」（笑）

薫：僕だってヨーロッパ人だ！　どこの国かは知らんが！（笑）

柳也：いや、お前は思いきり日本人だろ。ただセント・ジョージ城を生み出しただけで（笑）。

薫：そういやそうだね（笑）。

ＧＭ：話戻もどしますよ（笑）。「で、その子が例の石、〝銀なる石〟を手に入れたらしいの。……一ヶ月前くらいに」

ミナリ：一ヶ月前!?

紫帆：そんなに最近なんだ……。

薫：もしかして……、行方不明のトートがまだ何かを企たくらんでいて、その少年に〝賢者の石〟を与あたえたとか？

ＧＭ：「あくまで可か能のう性せいがあるだけだけどね。……だから、薫にはその子がどうやって〝賢者の石〟を入手したかを調べて欲ほしいの」

薫：なあるほど。それは興きよう味み深ぶかい。

ＧＭ：「で、その月柄くんはこれから鳴島市で預あずかることになるから。薫もそこに合流して」

薫：了解了解。……ところで。

ＧＭ：「なに？」

薫：明らかに鳴島市に留とどまってた方がいいのに、なんで僕はこんなヨーロッパの奥地にいるんでしょう？（笑）

ＧＭ：「知らないわよ！」（笑）

柳也：自分で言うな！（笑）

薫：じゃあ、また戻りますかね。……今度は管弦楽団も一緒に。

紫帆：来るの!?　なんで!?

薫：ほら、面白いから（笑）。

ＧＭ：「あー、まあ来てくれるならいいわ」（笑）

薫：はいはい、りょ～かい。

ＧＭ：じゃあそこでシーンを切ろうか。……あー、やっぱりひどいことになった（笑）。







《黄金錬成》　物質を金に変化させるモルフェウスのエフェクト。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆訪おとずれた鴉からす


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　時計の針はりが進む音が妙みように気になる。背せ中なかの汗あせが流れていく感覚が気持ち悪い。

　目の前にいる〝銀目の鴉〟を前にして、紫帆は恐おそろしいほどの緊きん張ちよう感に襲おそわれていた。

　……一体、この間まの悪さをどうすればよいのか。




ＧＭ：ミドルフェイズに入ります。さっき紫帆が絶ぜつ叫きようをあげた直後のシーンから（笑）。

紫帆：だって怖こわいんだもん！

ＧＭ：時じ刻こくは深夜。紫帆がふと目を覚ますと部屋の中に〝銀目の鴉〟がいる、という状じよう況きよう。

柳也：おっもしれえなあ（笑）。

紫帆：と、とりあえず部屋の隅すみに飛とび退のこう。で、ガタガタしながら様子を見る。

ＧＭ：向こうは黙だまって紫帆を見てる。

紫帆：…………。

ＧＭ：「…………」

紫帆：え、えっと……。

ＧＭ：「…………」

紫帆：鴉……、さん、ですか？

ＧＭ：黙ってうなずく。

柳也：おい、なんだこの空間（笑）。

紫帆：こ、こ、困こまったなあ（笑）。

ミナリ：三郎は？　出てこないんですか？

ＧＭ：今のところ出てこないねえ。

紫帆：えーと、とりあえず話しかけよう。……そ、その、な、なんのようですか～？

ＧＭ：「…………」わずかだけ考える鴉。で、「話を……しにきた」。

紫帆：はあ……。

ＧＭ：「…………」

紫帆：…………だ、ダメだ！　間が持たない。とりあえず電気をつけよう。

ＧＭ：そうすると開けっ放しの窓まどが見える。……閉しめたはずの。

紫帆：ここから入ってきたのか……。

ＧＭ：鴉は何も答えない。

紫帆：とりあえず、席をすすめたり、買ってあったお菓か子しをすすめたりして間を取ってみる。

ＧＭ：鴉は何も答えない（笑）。

紫帆：うう……。なんかわたしも委員長に早く帰ってきて欲ほしくなってきた……（笑）。

柳也：痛いた々いたしすぎだな、この空間は（笑）。

ＧＭ：なんというかまったく表ひよう情じようの変わらない顔で紫帆をじっと見ているわけだが。ついにぼそりと口を開く。「今日は───何をしていた？」

紫帆：……え？　え？　ええええええええええええええっ!?（笑）

ＧＭ：しかも言った後にちょっと考える。どうやら聞きたいことが違ちがったらしい。

柳也：なんか……ほほえましいやりとりに見えてきたんだが……（笑）。

薫：娘と交流しようとするお父さんみたいだねえ（笑）。

紫帆：いや！　ちょっと待って！　前、豪ごう華か客船で会った時はこんな風だったっけ!?

ミナリ：うーん……、ちゃんと喋しやべってたと思うけど……。

柳也：でも、俺おれはそんなに印象変わらないぞ（笑）。

薫：前から不必要なことは喋らないって感じだったからねえ。

紫帆：ま、まあ、確たしかに……。

ＧＭ：で、鴉は言い直す。「お前は……いつも、何をしている？」

紫帆：ええと……何をって、もしかして学校のこととかですか？

ＧＭ：（黙ってうなずく）

紫帆：……思考がまったく読めない（笑）。えーと、それじゃあ……。




　───その間五分。

　必死に間を持たせようと自分の話をする紫帆。そして話題を提供するために頭をひねる他のプレイヤー。そしてまったく反応しない鴉。

　沈黙という名の地獄が、そこにあった（笑）。




紫帆：た、助けてー助けてー！　やっぱり間が持たない～！（笑）

ミナリ：そんなこと言っても……（笑）。

紫帆：うう、この際さい薫さんでもいいから……。

薫：そこまで追い詰つめられているのか（笑）。

ＧＭ：まあ、ひとしきりそんな話をした後に鴉はまたぼそりと、「…………楽しいか？」と言う。

紫帆：え……？

ＧＭ：どうやら、今話したことは楽しいのか、と言っているらしい。

紫帆：あ、はい、学校は楽しい、ですよ？　……もしかして、わたしの話つまらないですか？

ＧＭ：「…………いや」

柳也：つまらないのか、面白いのかどっちなんだ（笑）。

紫帆：うう……、どうして三郎がこの人に似にてるのか分からなくなってきた……（笑）。

ミナリ：っていうか三郎のことを聞けばいいんじゃないの？

紫帆：そうだ！　それがあった！（笑）……ええと、その、三郎って言ってもわかんないと思うけど、あなたに似た手のひらくらいの大きさの人（？）のことは知ってますか？

ＧＭ：「……知らない」

紫帆：その……あなたの姿すがたにとてもよく似ているんですけど。

ＧＭ：「……似てるのか？」

紫帆：…………。（頭を抱かかえて）なんか、全然似てない気がしてきた（笑）。

柳也：向こうはよく喋るうるさいヤツだからな（笑）。

薫：この鴉を見てると似てるとは言いにくいねえ（笑）。

紫帆：すいません、似てないです……（笑）。

ＧＭ：「そうか」

紫帆：うう……。何が言いたいんだ、わたし。

ＧＭ：「だが……」

紫帆：ん？

ＧＭ：「…………まあいい」（笑）

紫帆：って、全然よくな─────────────い！（笑）




　空気に耐たえきれずに切れる紫帆。……珍めずらしい。
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紫帆：あー、もー（笑）。結局一体何しに来たんですか！

ＧＭ：「様子を見に来た」

紫帆：わたしのですか!?

ＧＭ：（黙ってうなずく）

紫帆：なんで……急にそんなことを？

ＧＭ：鴉は目を細める。感かん情じようの読めない銀色の目が紫帆を見つめる。そして静かに言う。




「もう少しで、すべてに決着がつく」




ＧＭ：そう言った後、「また来る」と言って鴉は窓から外に出ていく。

紫帆：…………き、緊張した～（笑）。

ＧＭ：で、鴉がいなくなると三郎が出てくる。「……やっと帰ったか」

紫帆：三郎！　どうしていつも肝かん心じんなときに出てきてくれないのよ！

ＧＭ：「まあ、その、なんだ……」三郎はばつの悪そうな顔をする。「あいつの前に出るの何かいやなんだよ。苦手っていうか、なんというか」

紫帆：そりゃ、いろいろあるんだろうけどさ。もうちょっと助け船を出してくれたって……。

ＧＭ：「それに、ヤツはお前を観察してた感じだったからな」

紫帆：観察？

ＧＭ：「あくまでそういう雰ふん囲い気きがあったってことさ」と言う三郎。「ま、気をつけとけよ。何考えてんだかわかんねえヤツだからな。敵てきかもしれねえ」

紫帆：……敵味方以前の問題で、文化の違ちがいがありすぎるよ（笑）。

ＧＭ：では、紫帆がそんな引きつった笑みを浮うかべていると、携けい帯たい端たん末まつが着信を告げる。

紫帆：……ん？




　端末には明日ペリゴールに来るように、というメールが送られてきていた。

　発信者の名前に見覚えは無いが、ＵＧＮ関係者ということはわかる。

　どうやら明日も忙いそがしくなりそうだ。紫帆はため息をついた。

「…………寝ねよ」

　今起きたことを記き憶おくの底に押おしやって、紫帆はベッドに潜もぐり込こみ、強引に目をつぶる。

　幸い、睡すい魔まはすぐに襲おそってきた───。







◆Middle 02◆気弱な少年


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　次の日、喫きつ茶さペリゴールの中には珍めずらしく多数の姿があった。

　柳也、ミナリ、薫、紫帆。そしてＵＧＮから派は遣けんされたエージェントたちと月柄晴久。

　どこかものものしい空気が漂ただよう中、ミナリは怯おびえた表情を浮うかべる少年を見ていた。




ＧＭ：では次のシーン。……ミナリがペリゴールに戻もどってくるシーンだね。

ミナリ：あ、ペリゴールに戻るまでに月柄くんからいくつか話を聞きたいんだけど、いい？

ＧＭ：どんな話？

ミナリ：今までのざっとした経けい緯い。〝賢けん者じやの石〟をどうやって手に入れたとか、手に入れるまでどうしていたのかとか、出身地は変な研究所じゃないかとか（笑）。

紫帆：研究所って（笑）。

ミナリ：ほら、紫帆と同じ研究所にいた可か能のう性せいは確かく認にんしておかないと。

ＧＭ：まあ、それはないよ。……とりあえず、シーン外なんでざっと説明するが。

ミナリ：はい。

ＧＭ：月柄晴久くんは、数年前にオーヴァードになった少年。きっかけは交通事じ故こに遭あいかけたことらしい。ちなみにこの事故はまったくの偶ぐう然ぜんから起きたものだとのこと。

柳也：ふむふむ。

ＧＭ：オーヴァードになってからは、なるべく人を避さけて生活してきた。もともとひとり暮ぐらしだったから、誰だれにもオーヴァードだってことは明かさずに生活できてはいたみたい。

薫：ＵＧＮも捕ほ捉そくできなかった……ってことは隠おん密みつ能のう力りよくとかは優ゆう秀しゆうなんだろうねえ。

ＧＭ：多分ね。そんな彼が〝賢者の石〟を入手したのは一ヶ月前なんだけど……。どうも、彼はその辺覚えてないらしいんだよ。

柳也：覚えて……ない!?

ＧＭ：そう。その日、生活用品の買い出しのために家を出たところまでは覚えてるんだが、彼が気がつくと家で寝ていて、腕うでには〝賢者の石〟が埋うめ込こまれていたらしい。

ミナリ：…………。

紫帆：なんとなく、シチュエーションがわたしに似てる気がする……。

ＧＭ：で、二週間ほど前にアキューズに襲われて命からがら逃とう走そう。ＵＧＮに保ほ護ごを求めた。

柳也：ふうむ、なるほどな。

ＧＭ：という感じで、シーンは喫茶ペリゴール。店内にはキミたち四人と派遣されてきたエージェントたち、それに月柄くんがいる。

ミナリ：では、柳也さんに報ほう告こくを。……月柄くんを連れてきました。

ＧＭ：「あ、あの、えーと……すいません」

柳也：なんでいきなり謝あやまるんだ（笑）。

ミナリ：……ちょっとため息をついて詰つめ寄よろう。

ＧＭ：「ひぃっ！」

紫帆：ビビってる！（笑）

ミナリ：（指を立てて）キミ、男の子なんだから、もう少しふてぶてしくしないとダメよ。怖いのはわかるけど。

ＧＭ：「は、はい。……すいません」

ミナリ：……ダメかな、これは（笑）。

柳也：俺は月柄のことは確認するくらいで、ミナリの報告を聞いておく。

ミナリ：後は紫帆と面通しさせておくくらいかなあ。

紫帆：そだね。何か話が合うかもしれないし。

ミナリ：うん。というわけで紫帆のところに連れて行く。……月柄くん、こちらが七村紫帆さん。キミと同じ〝賢者の石〟の所有者よ。

紫帆：よろしく。

ＧＭ：「同じ、石が……？」と驚おどろいたような表情で紫帆を見る月柄くん。

紫帆：うん、わたしも似たような経緯でね。

ＧＭ：「同じ石を持つ人がいるって話は聞いてたけど……同年代だなんて、心強いです」

柳也：……なんか、ずいぶん態たい度ど違ちがうな。

薫：まあ、同族意い識しきみたいなものもあるんだろう。

紫帆：あ、そうだ。これだけは聞いておきたい。……あのさ、〝賢者の石〟を手に入れてから変なのに取とり憑つかれてたりしない？

ＧＭ：「……変なの？」目をぱちくりとさせる。

紫帆：説明しにくいから本物を出そう。三郎を呼よぶ。……こういうのなんだけど。

ＧＭ：「こ、これは……」目を丸くする月柄。本気で驚いているように見えるね。逆ぎやくに三郎は面めん倒どうそうな顔をしている。

紫帆：三郎の意見は無む視ししよう（笑）。……わたしの〝賢者の石〟にくっついてきた意識体とか、なんかそんなものなんだけど。

ＧＭ：「…………」紫帆の言葉も聞かず、月柄くんの目は三郎に釘くぎ付づけだ。

ミナリ：これも予想外の反はん応のうね……（笑）。

紫帆：ま、まあ三郎について何も知らなさそうなのは確かかな（笑）。

ＧＭ：そして彼は白いピアスを触さわりながらぼそりとつぶやく。「……すばらしい」

紫帆：……ん？

ミナリ：今、何か？

ＧＭ：「え？　……いや、別に、何も……」

柳也：……やっぱ、コイツにも何かあるみたいだな。

ＧＭ：…………。

薫：さて、じゃあ僕もそろそろ登場しようか。……そんな会話をしているところに、バーンと入ってくるよー。お久しぶりー。

紫帆：（いやそうな声で）うわあ、帰ってきたー（笑）。

ＧＭ：ちなみに、その後ろから疲つかれた顔のテレーズが入ってくる（笑）。

柳也：また来たのかよ、薫……。

薫：何を言うんだ。僕の興きよう味みが尽つきるまではここに居い続けるつもりさ。ところでそちらにいるのが今回護ご衛えいをする彼かな？

紫帆：はい、月柄くんです。

ＧＭ：「月柄……晴久です。よろしくお願いします……」と、半分三郎に意識を奪うばわれつつ挨あい拶さつする月柄くん。

薫：はい、よろしく。……と、挨拶もそこそこなんだけど、ちょっと席を外してもらっていいかな？　他のエージェントさんたちも。

柳也：ん？　なんでだ？

薫：いくつか情じよう報ほうを持ってきたんだけどね。あんまり多くの人に聞かれたくないんだよ。……ってテレーズちゃんに言われてさあ。

ＧＭ：「あったりまえでしょ」とうめくテレーズ。

柳也：そういうことなら上の階に行ってもらうか。……ちと二階で待機していてくれや。

ＧＭ：では、エージェントや月柄くんはぞろぞろ上に行く。

薫：じゃあ、それを確認してから話すよ。実は───。




　ヘルメスのこと、トートのこと、〝銀なる石〟のこと。

　テレーズから聞いた話を、薫は身み振ぶり手振りをふんだんに交えて説明した。




薫：……というわけで、真相まであと一歩ってところまでは来たんだよ。

柳也：ヘルメスに、トートか……。

紫帆：わたしはそれを覚えているんですか？

ＧＭ：うっすら聞いたことがあるくらいかな。実験体だった紫帆には、組そ織しきの名前も研究員の名前も知らせる必要は無いしね。

柳也：確認だが……そのヘルメスだかトートだかってヤツが、俺が探さがしてた仇かたきだな？

ＧＭ：その通り。柳也の家族はヘルメスによって襲しゆう撃げきを受け、そして槙まき絵えは拉ら致ち、殺害された。プロジェクトの重じゆう要よう性せいから言っても、これを指し示じしたのはトートで間ま違ちがいない。

柳也：なるほどな……。これはちと気合いを入れねえとな。

ミナリ：……槙絵ちゃんの仇、ですもんね。

薫：ともあれ、ヘルメスやトートに関する情報をもう少し集めたいんだよね。そのためにもあの月柄くんから何か引き出せないかと思ってさ。

柳也：そうだな。……鴉の動向もわからんしな。

紫帆：え、えーと、鴉は……。

ミナリ：どうしたの？

紫帆：…………き、昨日来た。

柳也：……あ？

紫帆：いや……、だから、昨日の深夜に突とつ然ぜんわたしの部屋に現あらわれて。結局、わたしの学校の話とかを聞いて帰っちゃった……。

ミナリ：……なに、それ。

紫帆：わたしに聞かれても……。あ、でも「もう少しで決着がつく」みたいなことは言ってた。

柳也：う～ん、どっちにしても意味がわからないな。

ＧＭ：「なんらかの活動を続けていることは確たしかでしょうね」とテレーズも言う。「アキューズとまだ繫つながっているのならば、今回の一件けんにも絡からんでいるのかもしれない」

薫：前回、アキューズを紫帆くんの〝賢者の石〟の中に送おくり込こんできたのも彼だろうからねえ。……正直に言えば、僕たちも状況が動くのを望んでいたりもするけど。

ミナリ：……確かに。なるべく早く事じ態たいを解かい決けつしたいところですからね。

柳也：ま、最悪の結果さえ引き当てなきゃいいがな。

紫帆：…………。

ＧＭ：では、そんなところでこのシーン最後のイベントを起こそう。上からエージェントのひとりが駆かけ下おりてくる。

ミナリ：どうしました？

ＧＭ：「緊きん急きゆう事態です！　最後発のエージェントが月柄晴久を狙ねらう輩やからと交戦に入った模も様よう！」

ミナリ：襲しゆう撃げき者しやの外見は!?

ＧＭ：「戦せん闘とうスーツの上からコート、ドレッドヘアの瘦そう身しんの男です！」

柳也：アキューズか……。場所は？

ＧＭ：「鳴島市郊こう外がい、埠ふ頭とう付近！」

柳也：言ったとおり、手を出すな！　逃にげに徹てつしろ！　すぐに行く！　……指示を出しながら、走って出て行くぜ。

ＧＭ：了りよう解かい。それじゃあ一度シーンを切ろう。







◆Middle 03◆鋼はがねの体


ScenePlayer ─── 九条柳也






　柳也が駆かけつけたとき、倉庫街はその三分の一が壊かい滅めつしていた。

　雷いかずちを帯びた剣けんが、槍やりが、斧おのが、周囲に破は壊かいを振ふりまいている。

　その中心には何度となく顔を合わせてきた男、アキューズがいる───はずだった。




ＧＭ：というわけで次のシーンはアキューズとの接せつ触しよく現げん場ばに行くシーン。登場するのは？

柳也：（周りを見て）とりあえず俺おれだけ……かな。

ＧＭ：キミの部下であるエージェントたちは？

柳也：（途と端たんにイヤな顔になる）

ＧＭ：そんな顔をしてもわからん（笑）。

柳也：ぶ、部下って言われても……。

ミナリ：いや、「俺ひとりで行く」って言えばいいじゃないですか（笑）。

柳也：お、おう。じゃあそれで（笑）。

ＧＭ：了解（笑）。では柳也が埠頭の倉庫街に到とう着ちやくすると、あたりはすでにがれきだらけ。

柳也：うお！　容よう赦しやなさすぎだな！　とりあえず《ワーディング》は張はっておこう。

ＧＭ：もうもうと煙けむりをあげる向こうから、傷きずだらけのエージェントがこちらに向かって走ってくる。で、柳也を見ると「し、支し部ぶ長ちよう！」と。

柳也：……（またイヤな顔になる）。

ミナリ：なんで部下が出てくる度たびにフリーズするんですか！（笑）

柳也：どう扱あつかっていいかわかんないんだよ！　とりあえず下がれ！　下がってくれ！（笑）




　必死の叫さけびであった。




ＧＭ：じゃあ部下のエージェントはひとつうなずくと、走ってその場を去る（笑）。

柳也：はぁ、やれやれ。

ＧＭ：それと入れ替かわるように煙の向こうからガシャリ、ガシャリ、と……。

柳也：ガシャリィ!?　待て！　アキューズだろ？　そんな音なのか！

ＧＭ：その通り。煙の向こうからアキューズが現あらわれる。ただしその姿は───。




　暗い殺気をたたえた眼め、鉄面皮のような顔は確かにアキューズのそれだ。

　だが戦闘スーツから露ろ出しゆつしている両りよう腕うでや首、肩かたは完全に機械化しており、なによりもその右手には銀色の光を放つ〝賢者の石〟が埋うまっていた。




柳也：な、なんだとおおおおおおっ!?

紫帆：〝賢者の石〟っ!?

ＧＭ：柳也にはわかるが、これはフルボーグだ。……前までは生身だったけどね、こいつ。

柳也：待て待て待て待て！　フ、フルボーグだと!?

ＧＭ：そして現われたアキューズは───問答無用に攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。

柳也：おおおおおおおい！　ちょ、ちょっと待て、こら！　お前、ホントにアキューズか!?

ＧＭ：「……まさか俺の顔を忘わすれてはいまい、〝ヴォイドスナップ〟」

紫帆：あ、しゃべった。

柳也：本物らしいな……。っていうか、なんなんだよお前！　急にそんな姿になりやがって！

ＧＭ：「急ではない。七村紫帆の〝賢者の石〟の中に入るため、この体に換装した」

柳也：どういうことだ？

薫：アキューズが〝賢者の石〟を持ってるってことは、そのフルボーグはあれだよね？　ファルスハーツが開発した〝賢者の石〟対応型のフルボーグ。

ＧＭ：そうそう、スティングが使ってたやつと同型のものだ。

ミナリ：前回のセッションで紫帆の石の中に入って来たかったから？　わざわざ〝賢者の石〟を埋め込むためだけに機械の体に？

紫帆：え!?　仕事をこなすためだけに、そこまでやるの……？

ＧＭ：そういうヤツなんですよ。

柳也：（突然に）…………いや、ねえだろ！

ミナリ：ど、どうしたんですか一体？

柳也：なんでいきなりパワーアップしてんだよ！　元からあんなにパワフルだったのに、パワードアキューズとかになってんじゃねえよ！（笑）

紫帆：柳也さんがキレた───っ！（笑）

ミナリ：しかも意味不明に逆ギレした！（笑）

薫：気持ちはよぉくわかるけどねえ（笑）。

柳也：……だいたい、お前こんなところで暴あばれ回って何してやがる！

ＧＭ：アキューズは表情を変えずに答える。「……ターゲットを狙ねらっている」

柳也：月柄……晴久か？

ＧＭ：（黙ってうなずく）

柳也：マジかよ……。ホントにアイツがターゲットなのか……。

ミナリ：どうしたんですか？

柳也：正直何かの間ま違ちがいだと思ってたんだよ。アキューズが、あんなヘタレを逃のがすなんてことは。しかもパワーアップしてまで。……おい、そこまでして月柄に逃にげられたのかよ。

ＧＭ：「そうだ、ヤツには逃げられた。……お前たちがヤツをどう評ひよう価かしているかは知らないが、俺にとっては全力で追い詰つめなければならない相手だ」

柳也：……狙っている理由は〝賢者の石〟、か？

ＧＭ：「仕事の詳しよう細さいだ。お前には教えられん」

柳也：もちろん退く気もないな？

ＧＭ：「当然」と言ってからアキューズも聞く。「月柄晴久はお前たちの元にいるな？」

柳也：隠かくしてもしょうがねえな。……その通りだ。

ＧＭ：「ふん、やはりＵＧＮはお前たちを頼たよったか。……だが、都合がいい。仕事のついでに、目的のひとつを片かた付づけられる」じわり、と殺気を強めるアキューズ。

柳也：前に言ってた、お前が見つけた〝目的〟ってやつか？

ＧＭ：「そうだ。……これが終われば、俺は自分の目的に従したがって生きる」

柳也：いやーな感じしかしねえな、お前のその言い方は。

ＧＭ：「なんとでも言うがいい」

柳也：最後に聞くが……お前、鴉の依い頼らいで動いているのか？

ＧＭ：「答えることはできない」

柳也：ちっ、このワーカホリック野や郎ろうが。

ＧＭ：「ふん」そして対たい峙じしているアキューズは懐ふところから黒いカード状のものを出す。「お前たちが相手であれば、手を変えよう」

柳也：げ、それは……。

ＧＭ：柳也も前に見たことあるね。カードは見る見るうちにジャームの姿になる。

ミナリ：く……、コイツのこれだけは許ゆるせない。

ＧＭ：ジャームは目の前にいる柳也に襲おそいかかってくる。同時に一歩下がるアキューズ。

柳也：逃げるつもりか。……っても今のヤツにひとりで向かってもやられるだけだな。

ＧＭ：では柳也がジャームを叩たたき伏ふせてる間にアキューズは消えるよ。

柳也：仕方がねえ。ジャームを倒たおした後に、ミナリに連れん絡らくは入れておく。

ＧＭ：了解。……では、これでシーンを切ろう。





＊　　　＊　　　＊






柳也：アキューズがパワーアップしてたー！

紫帆：しかも〝賢者の石〟付き。

薫：悪あく夢むのようだねえ。

ミナリ：前回紫帆の石に入ってきたときに、もしかしたら〝賢者の石〟を手に入れたのかなと思いはしましたが。まさかフルボーグとは。

ＧＭ：アイツは〝賢者の石〟の適てき合ごう体じゃないから本来は石を埋め込めない。だが、第二巻に出てきたフルボーグなら、それが可能なわけだ。そのために作られたわけだしね。

紫帆：確かにブラックドッグだし。入手はできるけど。

柳也：意外すぎた……。

薫：でも大丈夫なのかねえ？　スティングはアレのせいでひどい目にあってたけど。

ＧＭ：石の人格にアクセスしなければ大丈夫。さらに言えば、前の持ち主を人格崩壊させてから石を奪えば問題が起きる確率も減る。

ミナリ：ところで、これで〝賢者の石〟がほぼ全部出てきたことになりますよね。

紫帆：あれ、そうだっけ。

ミナリ：紫帆、まひろさん、槙絵ちゃん、拓たく真まくんで四つ。月柄くん、アキューズで六つ。後は鴉にひとつ。全部で七つ。

ＧＭ：ふっふっふ、話はここからだよ。とりあえずは次のシーンに行こうか。







《ワーディング》　特殊な物質を散布し、非オーヴァードを無力化するエフェクト。

フルボーグ　脳以外のすべてを機械に換装した肉体のこと。

スティング　第二巻『追憶の宴』に登場した悪役。同じく〝賢者の石〟装備のフルボーグを使用していた。











◆Middle 04◆怪かい奇き！　セント・ジョージ研究所！


ScenePlayer ─── 千城寺薫






　鳴島市、海かい浜ひん公園の側に古びた洋館が建っている。あたりをイバラで覆おおわれ、不気味な雰ふん囲い気きを漂ただよわせているその館の表札にはこう書かれていた。

　セント・ジョージラボラトリ研究所、と───。




ミナリ：そろそろ情じよう報ほう収しゆう集しゆうしたいですね。気になることが多くなってきた。

紫帆：鴉、月柄くん、アキューズ、ヘルメス……。確たしかにたくさんあるなあ……。

薫：じゃあ、先に僕から情報収集のシーンをもらっていいかな？　やりたいことがあるんで。

ＧＭ：やりたいこと？　……なんか、イヤな予感がする……（笑）。

薫：実は……〝賢けん者じやの石〟研究機関、セント・ジョージラボというものが鳴島市にありまして。

ＧＭ：待て！　待って！　そんなもんがあるのか！（笑）

薫：（あっさりと）つい先日建てたんだよ。百年前に建てたような古い洋館なんだけどさ。

ＧＭ：ちなみにどのへんに作ったんです？（ＭＡＰを見せながら）

薫：うーん、まひろさんの花屋のお隣となりに（笑）。

柳也：おい！　営えい業ぎよう妨ぼう害がいじゃねえのか！（笑）

ＧＭ：えー、じゃあ海浜公園の真向かいに古びた洋館ができました（笑）。

薫：というわけで、誰だれか招しよう待たいしたいな。せっかく建てたんだし。……紫帆くんとかどうだい？　ほら、僕がろくでもないことを言い出して紫帆くんが巻まき込こまれるのは伝でん統とうだから（笑）。

柳也：理由になってないぞ（笑）。

紫帆：ま、まあいいですよ。わたしも情報収集したいですし……。

ＧＭ：ではシーンは紫帆がまひろの花屋に寄よって、その隣にある洋館に驚おどろいているところから。むしろ、いつの間にか出しゆつ現げんした洋館にまひろが驚いているかも（笑）。

紫帆：じゃあ、まひろさんとわたしが同じように口を開けて洋館を見上げている（笑）。

薫：で、僕が館の扉とびらを開けて出てくるよ。……ようこそいらっしゃい！　セント・ジョージラボに！（にこやかな笑顔で）

紫帆：うわあ、笑顔がまぶしい……（笑）。……じゃあまひろさん、ちょっと行ってきます。

ＧＭ：「うん……。が、がんばってね」

薫：ちなみに中の研究員は全員仮か面めんをつけてるから。

紫帆：えええええええええっ！　なんで！（笑）

薫：雰囲気出し。……まあまあ、そんなことは気にせずに座すわって。

紫帆：は、はい。

[image: ]

薫：じゃあ、僕がヘルメスについて調べたんだけど……。と判はん定ていをしていいかい？

ＧＭ：了りよう解かい。ヘルメスについてなら、〈知ち識しき：レネゲイド〉あたりで。

薫：（ダイスを振ふって）……おおクリティカル。達成値ち19。なかなかだね。

ＧＭ：では……ヘルメスは〝賢者の石〟の魅み力りよくに取り憑つかれた研究者の集しゆう団だん。

紫帆：……なんでそこに薫さんがいないんだろう（笑）。

薫：うんうん、今存続してたら僕は所属してたかもねえ（笑）。

ＧＭ：規き模ぼはそれなりに大きくて、例の研究所ひとつの中に〝賢者の石〟が十以上集められていたらしい。……紫帆の持つような〝銀なる石〟も、そうでないものも含ふくめてね。

薫：それだけでも驚おどろきだねえ。

ＧＭ：そういった研究を他の組織と取引することによって、崩ほう壊かい直前はそれなりに力を持っていた。……私し設せつ軍隊を作って、石の適てき合ごう体と思われる少女を拉ら致ちする程てい度どには。

紫帆：それって……槙絵ちゃんのこと？

ＧＭ：その通り。そのヘルメスの最終目的が、「〝賢者の石〟の分ぶん割かつと統とう合ごうによる成長の観かん測そく」。……プロジェクト名、アルス・マグナ。

ミナリ：どういう意味なんですか？

ＧＭ：アルス・マグナの意味は〝大いなるワザ〟。錬れん金きん術じゆつの最終目標を表わす言葉で───大ざっぱに言えば〝完全なるものの創そう造ぞう〟。

紫帆：つまり、七つの〝賢者の石〟を統合して何かを作り上げようとしていた……？

ＧＭ：ある程てい度どの内ない容ようもわかるよ。どうやら、セント・ジョージラボは優ゆう秀しゆうらしい（笑）。

紫帆：おお。

薫：達成値よかったからねえ。

ＧＭ：まず、ヘルメスの最終目的はオーヴァードの進化。

柳也：進化？　なんだか曖あい昧まいだな。

ＧＭ：目標はあるんだよ。……プライメイト・オーヴァードっていう。




　プライメイト・オーヴァード。

　自身のレネゲイドのみならず他者のレネゲイドに干かん渉しようできるオーヴァードのこと。

　オーヴァードがさらに進化した姿だとも言われる。『ブレイクアップ』に初めて登場した概念であり、まだその存在は確認されていない。




ＧＭ：オーヴァードに対しては絶対的な存在になるだろうね。他者のレネゲイドを外から操れるんだから。一般人に戻すことも、ジャームにすることも自由自在だ。

ミナリ：それがヘルメスの言う完全なるもの……。

ＧＭ：そう。ヘルメスはそれを〝賢者の石〟によって作り上げようとした。「〝賢者の石〟は適てき合ごう者しやのストレスによって成長する」という特とく性せいを利用してね。

柳也：適合者にストレスをかけ続けでもしたのか？

ＧＭ：うーん、半分あたりだけど半分ははずれかな。〝賢者の石〟は最終段だん階かいまで成長すると、他者のレネゲイドに干渉が可能となり、それを持つものはプライメイト・オーヴァードとなるという理論がある。……だけど、ここにひとつ重大な問題点があった。

紫帆：…………。

ＧＭ：〝賢者の石〟が成長しきるまでストレスをかけると、母体であるオーヴァードの方が耐たえきれずにジャーム化する、という事じ態たいだ。

紫帆：え……、でもそれだと分割しても問題解かい決けつしないんじゃ？

ＧＭ：そうだね、ただ分割しても意味は無い。……だけど、それを最初からひとつに統合することを前ぜん提ていにしていたら？

薫：分割して、それぞれを別の適合者に植え付けてストレスをかけ、最後に統合させてプライメイトを作る……。確かに理にかなっているねえ。

ミナリ：単たん純じゆんに考えれば、かけるストレスは二分の一、三分の一になるわけですからね。

ＧＭ：さらに最後に統合する人間を別の人間にしておけば、分割した石の持ち主にストレスはかけ放題。〝賢者の石〟さえ回かい収しゆうできれば、何度でも実験を繰くり返かえすことも可能。

柳也：……ひでえ話だ。

薫：僕は興きよう味み深ぶかいけどねえ。で、その〝石を統合する役目〟が紫帆くんだったわけだね。

紫帆：…………。

薫：しかし彼らは紫帆くんを万能の存在にして……なにをしたかったんだろう？　今の記録だって、いろいろ重要な部分が抜ぬけている感じがするんだけどねえ。

ＧＭ：そこは想そう像ぞうするしかないね。ヘルメスの記録はそこまでしか残っていない。なぜならば、鴉が彼らを根ね絶だやしにしているから。

ミナリ：根絶やし？

ＧＭ：そう。彼は研究所を崩壊させた後、世界中を巡めぐってヘルメスに関係する組織や人間を殺して回っていた。……前にミナリが所属していた犯はん罪ざい組織なんかもそう。

ミナリ：…………。

薫：なるほど、それで彼はＵＧＮにもＦＨにも所属しないオーヴァードとして、あちこちで名前が知られたわけだ。

ＧＭ：そういうこと。そして確かく認にんされているヘルメス最後の生き残りが、トートと呼よばれる男。ヘルメスの中心人物。鴉が彼を追っていることは確実だね。

柳也：まあ、根絶やしにしたいなら中心人物を叩たたかないことにはな。

紫帆：……でも、鴉がやったのはわたしの部屋に来たことだけ（笑）。

柳也：そーなんだよなー。一体何がしたいんだ、アイツは（笑）。

薫：そういう意味でももっと調べた方がいいねえ。というか、あんな登場をされたらちょっと気になる（笑）。

紫帆：ちょっとどころじゃないですよ！（笑）

薫：じゃあ、ここのデータベースを使って調べてみるかい？　最近の鴉の行動について。

ＧＭ：それは可能だね。技ぎ能のうは〈情報：裏うら社会〉あたりで。

紫帆：それなら判定を。……ええと、達成値７。

ＧＭ：最近鳴島市でちょこちょこ目もく撃げき情報があるらしいよ。

紫帆：……え？

ＧＭ：隣の花屋とかに来てたらしい。簡かん単たんに買い物して帰ったって。

紫帆：ええええええええええっ！（笑）

ミナリ：な、なにしに来たんだろう……（笑）。

薫：ずいぶんお茶目になってる気がするねえ（笑）。

柳也：……あれ？　まひろってもう〝賢者の石〟がらみの記き憶おく無いんだよな？

ＧＭ：うん。鴉のことももう覚えてないよ、彼女は。

柳也：だとすると、それを確認しに来たとかか……？

ＧＭ：少なくとも戦せん闘とうをしかけたり、拉致したりって感じではないね。普通に来て、買い物をして去っていった。

紫帆：本当に様子見、なのかなあ……。

薫：一いち応おう彼にも話を聞いてみようか。……三郎くんにも。

紫帆：あ、はい。でも……きっとわからないと思いますよ。……と三郎を呼よび出します。

ＧＭ：「わかってるならわざわざ呼び出すなよ……」とブツブツ言いながら三郎が出てくる。

紫帆：じゃあやっぱりわからないの？　鴉が何をしたいのか。

ＧＭ：三郎は肩かたをすくめる。「さっぱりだ」

薫：ヘルメスのこともわからないのかい？

ＧＭ：「そっちは多少聞いたこともあるけどな。今お前たちが調べた以上のことは知らねえ。……というか、話を聞いてて俺の中の断だん片ぺん的てきな情報がやっと繫つながったくらいだ」

薫：ふむ、まあここは裏が取れたというところで我が慢まんしておこうか。

紫帆：あ、そうだ！　ひとつ言いたかったことがあるんだ！

ＧＭ：「な、なんだよ」

紫帆：昨日鴉がわたしの部屋に来た時！　どうして出てきてくれなかったの！　おかげで死ぬほど気まずい空間だったんだから！

柳也：ツッコむのはそっちかよ（笑）。

ＧＭ：「俺が出て行ってどうするってんだよ！　和なごやかな空気になんてならねえだろうに！」

紫帆：それでもわたしひとりよりはマシでしょ！

薫：そこについては同意だねえ。一対一よりはよっぽどマシだ（笑）。

ＧＭ：「う……」ちょっと三郎がひるむ。

紫帆：む……、じゃあ三郎には鴉の前に出たくない理由があるの？

ＧＭ：三郎はそっぽを向く。「……ま、まあな」

ミナリ：あるんだ。

紫帆：どんな理由？

ＧＭ：「アイツからは姿すがたを隠かくさなきゃいけない気がするんだよ」ぶっきらぼうに言う三郎。

紫帆：…………は？

ＧＭ：「原げん因いんは知らねえよ！　ただ、ヤツに見つかっちゃいけないって気がするんだよ！」

薫：衝しよう動どう的てきにそう思うのかい？

ＧＭ：「ま、まあそんなところだが」

薫：ふーむ、面白そうな反はん応のうだけど、調べている暇ひまはちょっと無いかもねえ。

紫帆：そう言えば、結局三郎ってなんなのかよく分かってないんですよね……。

ＧＭ：「……なんだっていいだろ、別に」

紫帆：まあ、そうなんだけど。

薫：ともあれ、もう少し調ちよう査さを進めたいところだね。

ＧＭ：では、そんなところでシーンを切ろう。







◆Middle 05◆重い空気


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　悟さとられないように、ミナリはそっとため息をつく。

　この数時間の間、そんな行こう為いをもう何回繰くり返してきただろうか。

　喫きつ茶さペリゴールの二階。護ご衛えい対象、月柄晴久との待機中。

　謝あやまってばかりの少年に、ミナリは重い疲ひ労ろうを感じつつあった。




ミナリ：えー、前のシーンのあらすじ。鳴島市にセント・ジョージラボが唐とう突とつに誕たん生じよう（笑）。

柳也：いきなりなんなんだ（笑）。

ミナリ：いや、まとめておこうかと思いまして。

紫帆：全然まとまってないよ（笑）。

ＧＭ：まあ小話はこれくらいで。……次のシーンはミナリだけど。

ミナリ：私は月柄くんの護衛中だから、彼と会話しつつ情報収集をしたいです。特に、月柄くん自身のことはもうちょっと調査しておきたい。

ＧＭ：了解。じゃあシーンはペリゴールの二階部分かな。

ミナリ：アキューズが来るんだったらギラギラと敵対的なロールプレイをしたいところですけどね！（笑）

柳也：なんか、ミナリはアキューズを見るとギラつきたがるよなあ。

ＧＭ：さっきアキューズが出てきたシーンに登場すればよかったのに。

ミナリ：いや、それはほら、……ふたりの時間を邪じや魔ましちゃまずいというか（笑）。

柳也：勘かん弁べんしてくれ（笑）。

ＧＭ：そろそろシーン始めるか（笑）。……ではあまり広くもない部屋の隅すみっこで、月柄くんはうつむいて座っている。

ミナリ：声をかけよう。……荷物は整理できた？

ＧＭ：「あ、はい、大だい丈じよう夫ぶです。その……すいません」

ミナリ：はぁ。また謝られた。ばれないようにため息をつきつつ、月柄くんに関する資し料りようをチェックします。

ＧＭ：では〈情報：ＵＧＮ〉か〈情報：警けい察さつ〉あたりで判定できるよ。

ミナリ：あ、じゃあ〈情報：警察〉で。久ひさしぶりに刑けい事じの山さんに連れん絡らくを取ったということにします。（ダイスを振って）……達成値は６。

ＧＭ：山さん、久しぶりだな（笑）。では、彼のメールには以下のようなことが書いてある。

ミナリ：ふむふむ。

ＧＭ：月柄晴久は鳴島市から県ふたつくらい離はなれた場所に住んでいた少年。家族構こう成せいなどにも異い常じようはなし。学校の関係で両親と離れてひとり暮ぐらし。

ミナリ：その辺は聞いてた話と同じですね。

ＧＭ：性せい格かくは非ひ常じように臆おく病びようで、他人を怖こわがる傾けい向こうにある。だからこそオーヴァードであることを隠して生活できたんだが。……で、ここで山さんはひとつ意見を挟はさむ。

ミナリ：む。

ＧＭ：臆病で他人を怖がる彼が、襲おそわれたからといってすぐに他人に保ほ護ごを求めるのか。……っていうところに彼は違い和わ感かんを感じているらしいね。

ミナリ：う～ん……。心には留とどめておきます。山さんは数々の少年少女を補ほ導どうしてきたプロフェッショナルですからね。

ＧＭ：え!?　少年課だったのか!?　刑事課だと思ってたぞ!?

ミナリ：（真面目な顔で）少年課にいたこともあったんですよ。でも、自分の子こ供どものことはよく分かってないという悲しい設定もあります。ちなみに奥おくさんと子供とは別べつ居きよ中。

ＧＭ：いや、山さんの物語はいいんだが（笑）。達成値６だとわかることはそんなものだ。

ミナリ：なるほど。……月柄くんは何してます？

ＧＭ：うずくまってるだけかな。たまに白いピアスをいじっている。

ミナリ：一応つっこんでおくか。……そのピアス、似に合あってるわね。

ＧＭ：「え、あ、はい。……すいません」

ミナリ：いや、ほめてるのよ（笑）。

ＧＭ：「あの、はい、すいません……」

ミナリ：うう、会話にならない（笑）。

柳也：あー、俺も登場。多少怪我けがをして帰ってくる。……お前ら、何やってんだ？

ミナリ：日常会話ですよ。とりあえず柳也さん、手当を。

柳也：おう。……ところで、月柄くんよ。

ＧＭ：「は、はい？」

柳也：こういうヤツに見覚えはないか？　……と言ってアキューズの外見の説明をする。もちろん、フルボーグ化した後のほうな。

ＧＭ：「あ、あります。確かボクを襲おそってきたのがその人で……」

柳也：ってことは間ま違ちがいないか。

ミナリ：やっぱり、アキューズだったんですね？

柳也：あー、そうだ。しっかりパワーアップしてやがったけどな。……と、ミナリにも説明を。

ミナリ：…………フルボーグに〝賢者の石〟ですか。

柳也：どうやって入手したのかは知らないけどな。案外、ファルスハーツあたりからぶんどってきたのかもしれないぜ。

薫：普通に考えられそうだねえ（笑）。

柳也：で、もう一回月柄に話を振ふるぜ。……ちなみにアイツからはどうやって逃にげたんだ？　俺の知ってる限かぎり、素人しろうとが逃げ切れるような相手じゃねえぞ？

ＧＭ：「そ、それは……その、ひ、ひ、必死で……」

ミナリ：……まあ、具体的なことを聞いても覚えてなさそうですね（笑）。

ＧＭ：「とにかく……、その、一いつ生しよう懸けん命めい隠かくれてました。……すいません」

柳也：隠れたぁ？　……そっち方面に強いのか？

ミナリ：そういえば、月柄くんのシンドロームは？

ＧＭ：ああ、それはＵＧＮが調べている。エグザイル／オルクスだそうだ。

ミナリ：確かに逃にげたり隠れたりは得意そうですね（ため息まじりに）。

柳也：ちなみにＧＭ。ＵＧＮはアキューズについて何かつかんでないのか？

ＧＭ：それは〈情報：ＵＧＮ〉で判定してもらおう。その結果次第かな。

柳也：ＯＫ。なら判定を……よっと、達成値は10だ。

ＧＭ：えーと、二週間前に月柄の前に現あらわれたのが最初で、それから彼を追っているらしい。で、アキューズの追いかけ方から考えるに、ヤツは月柄くんの〝賢者の石〟を狙ねらっている感じじゃないね。

柳也：何っ!?

ＧＭ：彼の身み柄がらそのものか、もしくは違う何かを狙ってる感じがする。

柳也：おいおいおい、〝賢者の石〟じゃねえのかよ。まーたわかんなくなってきたぞ。

ＧＭ：さらに、アキューズが現われた場所では必ず失踪事件が起きている。ヤツにジャームの材料としてさらわれているのだろう。

ミナリ：それだけは止めないと……。

ＧＭ：付け加えておくと、あまりシーン数をかけるとアキューズの戦力が増えるからね。で、最後に。部下のエージェントがアキューズの現げん在ざいのアジトをつかんでくる。

紫帆：おお、優秀だ。

ミナリ：これでいつでも襲しゆう撃げきをかけに行けますね。……あいつのやり方は許ゆるせません。なるべく早く叩たたきましょう。

柳也：焦あせるのはよくねえぜ。……まあ、時間をかけられないのは同意だが。

ミナリ：…………。

柳也：しかし、襲撃をかけられるとアキューズの厄やつ介かいさが身に染しみるな。……さあて、ここからどうするか。




　つぶやきながら柳也は紫し煙えんを吐はき出だす。

　目の前にいる気弱な少年と、先ほど出会った鉄面皮のエージェント。

　このふたりをつなげる線がどうしてもぼやけて見える。

　───部屋には重い空気が立ちこめていた。







◆Middle 06◆心のイバラ


ScenePlayer ─── 千城寺薫






　ぱらぱらと雨の降ふる直前に、薫と紫帆はペリゴールの扉とびらを開けた。

　中には柳也とミナリ、そして月柄晴久の三人。

　護衛対象である彼の顔を見て、薫がうれしそうな笑顔を見せた。




ＧＭ：では次のシーン。

ミナリ：そろそろ情報交こう換かんでしょうか？

柳也：そうだなあ。アキューズにどうアプローチかけるかも相談したいところだからな。

薫：じゃあ、僕らがペリゴールに帰ってくる感じで。

紫帆：わたし、すごく疲つかれた顔で帰ってくると思う。……ただいまー。ふらふらふらー。

薫：はっはっは、何を消しよう耗もうしているんだい？（笑）

ミナリ：お帰りなさい。そちらの首しゆ尾びは？

紫帆：ああ、まさかこの街にセント・ジョージ出しゆつ張ちよう所じよができるなんて……（笑）。

柳也：いやいや、その首尾じゃねえだろ。気持ちはわかるけど（笑）。

薫：ちなみにこの場所に月柄くんはいる？

ＧＭ：いるよ。あいかわらず端はしっこでじっとしてるけど。

薫：じゃあ後でやりたいことがあるから。予約だけしておこう（笑）。

柳也：なんだ予約って（笑）。

薫：まあ、先に情報交換だけはしておこうよ。こっちからはヘルメスについてわかったことを話すよ。アルス・マグナとかね。

柳也：こっちはアキューズの話とかだな。〝賢者の石〟が狙ねらいじゃねえってことなんだが。

ミナリ：素す直なおに考えれば、ここにいる月柄くんがヘルメスの関係者……というか中心人物のトートなんですが。だからアキューズが狙っている。

柳也：しかし、なんの確かく証しようも無いからな。

紫帆：鴉もなんのために動いているのかさっぱりだしね。……まひろさんの花屋で買い物とか、ホントにわからない（笑）。

柳也：マジでアキューズとは関係無いのかもな。たまたま同時期にこの街に来たとか。

ミナリ：それは……考えられますね。さすがアキューズに関してはナンバーワンの柳也さん。

柳也：どれだけアキューズマニアなんだ、俺は！（笑）

薫：まあまあ。……それじゃ、もう少し情報を増ふやしてみようか。

紫帆：え？

柳也：ああ、さっき言ってたやりたいことってヤツか？

薫：そう。……久しぶりに、心しん霊れい治ち療りようをしてみようと思ってね！

紫帆：心霊治療って……あれ？（いやそうな顔）

薫：そう、あれ（笑顔）。




　薫の心霊治療で紫帆がどんな目にあったかは、第二巻かん『追つい憶おくの宴うたげ』を参照のこと。




ＧＭ：つまり、《サイコメトリー》を使おうってことですか？

薫：そうそう。月柄くんにね。

柳也：なるほど、悪くない手だな。

紫帆：またファンブルしなければね……（笑）。

ミナリ：薫さんの《サイコメトリー》はダイスの数が少ないのが厳きびしいですからね。

薫：まー、やる価か値ちはあるでしょ。……というわけで月柄くん、月柄くん。

ＧＭ：「は、はい、なんでしょう？」ビクッと顔を上げる月柄。

薫：（笑顔で）黙だまってこの椅い子すに座ってくれないか？　キミにいいことをしてあげよう。

紫帆：うわぁ、怪あやしい……（笑）。

ミナリ：この怪しさは筋すじ金がね入りね（笑）。

ＧＭ：しかし断ことわり切れない月柄くんは椅子に座ってしまうわけだが（笑）。

薫：よーし。じゃあ、《サイコメトリー》＋《錬れん成せいの掟おきて》で判定を。……ん～、達成値７。前の通り、僕の手からイバラが出て彼の頭の中に吸すい込こまれていくよ（笑）。

ＧＭ：「なんですかなんですか！　やめてくださいやめてください！」と騒さわぐ月柄くん。

紫帆：……あー、月柄くんの気持ちよくわかるなあ（笑）。

薫：痛いたくないよー。……というところでわかることはあるかい？

ＧＭ：達成値７だと基き本ほん的てきにもう調べたことしかわからない。どうやって〝賢者の石〟を入手したかは彼自身も覚えてないしね。……ただし、ひとつだけわかることがある。

薫：それは？

ＧＭ：ひとつひとつの行動に対して、奇き妙みようなほどの強きよう迫はく観念を感じる。もっと有り体ていに言えば、この月柄晴久という少年には強い暗あん示じがかけられている感じがする。

柳也：む、重要な情報だな。

ＧＭ：なぜそんなものが、誰だれにかけられているかは今の達成値じゃわからないけど。

薫：ふむ、こんなものですかねえ。……じゃあイバラを抜ぬきます。

ＧＭ：月柄くんはショックで気き絶ぜつする。ガクリ（笑）。

ミナリ：ああっ！　月柄くん！（笑）

紫帆：ショック強かったのか……（笑）。

薫：はっはっは、ともあれ判はん明めいしたことをみんなに話そう。どうやら何かしらの暗示を受けているらしいよ、彼は。

ミナリ：暗示……。

紫帆：…………。

柳也：思うんだが、コイツは完全な被ひ害がい者しやなんじゃねえか？　何かに利用されているだけで。

ミナリ：多分……そうでしょうね。

柳也：厄介だな。敵てきとしても味方としても扱あつかいにくいぞ。

紫帆：見み捨すてるわけにもいかないしね……。

ミナリ：事じ件けん解決のためにも、犠牲者を増やさないためにも、なるべく早くアキューズのアジトに襲撃をかけるべきだ、と思っているのですが月柄くんは……。

薫：うーん、ひとりで放っておくわけにもいかないしねえ。

紫帆：あの新しいエージェントさんたちに任まかせるのは？

柳也：……厳しいな。月柄はアキューズからも逃にげ切ったオーヴァードだ。奴やつらだと逃げられる可か能のう性せいもある。

ミナリ：となると……彼の監かん視しとアキューズのアジトに行くメンバーを分けますか？

柳也：それも厳しいだろ。アキューズのアジトに行くのなら、万全の状じよう態たいで行かないと殲せん滅めつされるだけだぞ。

紫帆：じゃあ……？

薫：全員でアキューズのアジトに行きつつ月柄くんも連れて行く、とかかな？

柳也：俺はそれがマシな手だと思ってる。

ミナリ：……正直、危き険けん度どは高いと思いますが。

紫帆：それでもやらないと事態が解決しないのか……。

ＧＭ：……確認しておくよ。情報収集は終わってないけど、それでもアキューズの元に行く？

一同：…………。

ミナリ：それでも行きたいです。ヤツを放っておくと犠牲者が増えますから。

柳也：賛成だ。向こうの戦力がそろう前になんとかしてえ。

薫：僕はどちらでも。みんなの意見に従うよ。

紫帆：わたしも同じです。

ＧＭ：了解。……では次のシーンはアジトに突入するシーンだ。







《サイコメトリー》　物体から記憶を引き出すモルフェウスのエフェクト。

《錬成の掟》　物質変化の精度を上げるモルフェウスのエフェクト。











◆Middle 07◆暗くら闇やみの中


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　鳴島市郊こう外がい、廃はいビルの地下駐ちゆう車しや場じよう。アキューズがアジトとして選んだ場所。

　入り口は黒々とした穴あなを見せ、中からどこか生ぬるい風を運んでくる。

　ミナリは知らず拳こぶしを握にぎる。不安と、そして緊きん張ちようから。




ＧＭ：ではキミたち四人＋月柄でやってきたのは鳴島市の郊外、とある廃ビル。ここの使われていない地下駐車場が現げん在ざいのアキューズのアジト。

ミナリ：……どことなく、ダンジョンっぽいですね。

ＧＭ：ちなみに他のエージェントは？

ミナリ：連れてはいきません。矢野さんのＧＭだからなぁ……。

ＧＭ：俺はそんなにひどいか？　……ひどいな（笑）。

紫帆：ともかく、責せき任にんもって月柄くんを連れて行きます。

ミナリ：最悪、私がかばう方向で。

薫：ま、本当に最悪のパターンなのは彼がアキューズの暗あん示じを受けていることだけどねえ。

柳也：そんときゃしょうがねえよ。一いち応おう可か能のう性せいとしては薄うすいからな。

ミナリ：今は時間をかける方が厳きびしいです。……アキューズの犠ぎ牲せいは放っておけば確かく実じつに増ふえていく。向こうの戦力も増えて、倒すのも難しくなります。

紫帆：そうだね。

ＧＭ：では、キミたちは地下駐車場に降おりていく。……と同時にひどい死し臭しゆうが。

ミナリ：う……、いきなりイヤな展てん開かいに……。周囲を確かく認にんしながら先に進みます。

ＧＭ：では───。




　無人の地下駐車場を、警けい戒かいしながら進む五人。

　駐車場からは血のにおいがしない場所は無く、暗くら闇やみとあいまって異い世せ界かいのように感じる。




ＧＭ：地下駐車場、地下二階中央部。……そこに、数え切れないほどのジャームの死体が転がっている。周りには動くものの気配は無い。

柳也：…………死体、だと？

ＧＭ：そう、死体。

ミナリ：え？　手て駒ごまとしてジャームを増やすのがアキューズのやり方じゃ……？

薫：ちょっとジャームの傷きずを確認していいかい？　彼ら、どういう傷で死んでる？

ＧＭ：こいつらだけで戦い合ってた感じだね。共食いのような感じで死んでる。

紫帆：え？　な、なにがここで？

ミナリ：ジャームを制せい御ぎよできなかったとか？　……いや、まさかあのアキューズがそんなミスをしないだろうし。

ＧＭ：では……〈情報：ＵＧＮ〉、〈情報：軍事〉あたりで判はん定ていをしてもらおうか。

一同：（ダイスを振ふる）

柳也：……俺が一番達成値ち高いみたいだな。16だ。

ＧＭ：いい数字だね。では、柳也にはこの惨さん状じようがある種の訓練に見えた。

柳也：訓練だと!?　もしかして、手駒をさらに選別したってことか!?

ＧＭ：そう。殺し合いをさせて、生き残ったものを選別するっていうベタな方法でね。

ミナリ：……少数精せい鋭えいで来るつもりか……。

柳也：マジのマジで本気モードだな。選別は終わってる雰ふん囲い気きか？

ＧＭ：いや。時間をかければいくらでも敵が強くなるよ。

柳也：どんだけ犠牲を出すつもりなんだ、アイツは……！

ＧＭ：……ではここで唐突に背後に気配が生まれる。

柳也：ちっ、来たか！

紫帆：慌あわてて後ろを向く！

ＧＭ：そこには二体の巨きよ大だいなジャームを連れたアキューズの姿すがたがある。右手をこちらに向け、その周囲には雷いかずちをまとった各種白兵武ぶ器きが浮ういている。そして彼はちらりと月柄を見て、「……まさか、共に来るとはな……」

ミナリ：無言で月柄くんの前に出ます。

柳也：同じく。……コイツを確かく保ほする前に、やることがあるだろう？　アキューズ。

ＧＭ：「欲ほしければ倒たおしていけ、ということか。……わかりやすい構こう図ずにはなったな」

柳也：こういうのが俺たちらしいだろうが。

ＧＭ：「それは否定しない」とアキューズは答える。……で、ここでイベントが。

ミナリ：イベント？

ＧＭ：情報収集の進行度合いによってイベントが変化するんだ、このシナリオ。この段階でアキューズのところに来た場合……、月柄くんがキミたちとアキューズから逃げようとする。

紫帆：ええっ!?

柳也：ちょっ……、このタイミングで逃げるだと!?

ＧＭ：逃げるよ。……ミナリの後ろで怯えた顔をする月柄。彼を睨むアキューズ。月柄の顔はどんどんと恐怖の色が濃くなり───ある一点を超えた瞬間に彼は背を向けて走り出す。

ミナリ：追います！

ＧＭ：ミナリが追いかける。だが───なぜか手を伸ばしても脚を進めても彼に届かない。

ミナリ：えっ!?

ＧＭ：月柄は《猫の道》を使用！　……達成値は24！

紫帆：退場エフェクト！

薫：あ～、そういえば隠密や逃走は大得意なんだっけねえ……。

ＧＭ：月柄はそのまま地下駐車場の闇の中に消えていく。ちょっとイリーガルな処理だけど、《猫の道》のリアクションに成功したキャラクターだけが彼を追いかけて次のシーンに最初から登場できる。

柳也：なるほど、そういう処理か。

ＧＭ：で、アキューズも当然彼を追う。……〝賢者の石〟を使用。達成値36。

柳也：石の力かよ！

ＧＭ：当然装備してるんだから使うさ。アキューズの右手にはまっている石が輝いたかと思うと、ヤツが急加速をして月柄の後を追う。

薫：これで全員失敗っていう事態だけは避けないといけなくなったねえ。

ＧＭ：《猫の道》のリアクションは〈知覚〉か〈追跡〉ね。

柳也：お！　〈知覚〉なら紫帆がいけるんじゃねえか？

紫帆：ごめん、《水晶の眼》はメジャーアクション専用だから使えない……。

ミナリ：あー、それは厳しい。

紫帆：アキューズと同じように、わたしも石を使うしか無いかな？

柳也：……一応俺たちも判定は試みてみるが、石は使ってもらった方がいいな。

紫帆：うん、わかった。

ＧＭ：ではそれぞれ判定をしてもらおう！

ミナリ：……あー、ダメです。13で失敗。

薫：僕は９で失敗だ。

柳也：俺も12で失敗。……紫帆以外は全滅か。

紫帆：わたしは〝賢者の石〟を使って……28で成功！

一同：よし！

紫帆：侵蝕率は３点上がりました。……少なくてラッキーだった。

ＧＭ：石も使ったし、三郎が登場するか。出現して月柄の方向を指さす。「あっちだ！」

紫帆：ひとつうなずいて走り始めます！




　逃げ出した月柄を追って、紫帆は一足早く駆けだした。

　行く先には闇がわだかまり、まるで彼女を待ちかまえているように見える。

　いやなイメージを振り払い、紫帆は前に進む。







《水晶の眼》　光を屈折させて、視界外のものを見るエンジェルハィロゥのエフェクト。











◆Middle 08◆仮か面めんの下


ScenePlayer ─── 七村紫帆






「待って！　月柄くん！」

　闇の中を走る背中に、紫帆は声をかける。

　ミナリたちと別れてしばしの後。紫帆は地下駐車場のどことも知れぬ場所を走っていた。

　ふとそこで、月柄晴久が振り返る。その、顔は───。




ＧＭ：では次のシーン。月柄を追っていけたのは紫帆だけだね？

薫：残念ながら僕たちは全員失敗したからねえ。

柳也：アキューズのヤツは追っていったがな。

ＧＭ：了解。では紫帆以外の三人はこっちが許可を出すまで登場は不可となります。……で、紫帆は月柄を追ってしばし、地下駐車場内を走っている。徐々に距離は詰まってきているね。横には三郎の姿もある。

紫帆：あ、ちょっとだけ心強い。……アキューズは？

ＧＭ：紫帆の少し後ろにピタリとつけてきているよ。

紫帆：そっちも気になるけど、まずは月柄くんに声をかけよう。……待って！

ＧＭ：声に反応して足を止める月柄。「ボク、は……？」とうめく声が。

紫帆：つ、月柄くん？

ＧＭ：「紫帆……さん？」と彼は振り向く。そこには───。




　なんとも奇妙な光景がそこにあった。

　月柄晴久の顔はいつもと同じ。どこか怯えたような、弱々しい表情を見せている。

　───ただし、口元だけが笑みの形にいびつに歪んでいる。




紫帆：口だけ……笑っている？

ＧＭ：そう。その奇妙な表情のまま、月柄は片手でピアスをいじりながら紫帆を見る。……彼の変化にアキューズも止まり、三郎は険しい顔になる。「……おい、こいつは……」

紫帆：ちょっと、ただごとじゃなさそうだね……。

ＧＭ：そして月柄は言う。「来てくれたんですね……。都合よく、石の持ち主だけが」

紫帆：石の、持ち主？

ＧＭ：言葉と同時に月柄くんのピアスがぼんやりと、規則的に明滅を始める。……その光に紫帆は覚えがある。

紫帆：ホントにイヤな予感がしてきた。それってもしかして、前巻に出てきた……？

ＧＭ：その通り。三郎が言う。「おい！　ありゃ〝ゴースト〟の光だ！　この間お前の〝賢者の石〟を乗っ取ろうとしたヤツだ！」

紫帆：やっぱり！　でもなんで月柄くんが！

ＧＭ：月柄はいびつな表情で言う。「最終的には神となるべきそちらの体に移ろうと思ってたんですよ。もちろん、戦闘力の高そうなもう片方の人経由でもいいんですけれど」

柳也：アキューズのことか。

ＧＭ：ちなみにアキューズはその言葉をまったく気にせずに前に出ようとする。合わせるようにピアスの光が月柄の右手に移っていく。

紫帆：ま、待って！　アキューズに言う！　あの光に近づかないで！　アレは〝賢者の石〟ごと所有者の人格を書き換えるプログラムなの！　うかつに近づけば乗っ取られる！

ＧＭ：アキューズはまったく動じずに返す。「……問題無い。あの光に触れる前にヤツを捕獲する」

紫帆：そ、そういう問題なのかな……。

柳也：ってかヤバイぞ！　月柄の雰囲気に飲まれてたが、アキューズが月柄を捕獲したらミッションは失敗になる！

紫帆：あ……！

ミナリ：でも、月柄くんは何者かに……十中八九トートに操られています。彼を我々で保護するのもまた危険性が高いのでは？

紫帆：だからといって見逃すわけにはいかないよ。誰かに操られたとしても、月柄くん本人は被害者なんだから。

柳也：……アキューズは必要でないものはバッサリ切るからな。月柄を殺しかねん。

紫帆：確かにありそう……。

ミナリ：なんとかアキューズより先に月柄くんを確保したいところね。

紫帆：うん。

ＧＭ：では───ちょっとここで判定の説明に移ろうか。

紫帆：はーい。

ＧＭ：判定は二段構えの構造になっている。まず、月柄を確保しに行くんだったら彼の攻撃を〈回避〉で避けなければならない。

紫帆：これは……大丈夫かな。

ＧＭ：攻撃を避けることができたら、アキューズと紫帆のどちらが先に月柄を確保するかの勝負になる。これは〈運動〉同士の対決になるわけだけど、この際にひとつポイントがある。

薫：ほうほう？

ＧＭ：アキューズは月柄よりも、彼のピアスを狙って行動する。優先順位があるってこと。ピアス、月柄の順番でね。……で、紫帆にも優先順位を決めて欲しい。

紫帆：優先順位？

ＧＭ：もし紫帆がピアスを優先する場合、判定は通常どおり行なう。対決に勝った方がピアスも月柄も確保する。だがもし月柄自身を優先する場合、相手の達成値を10上回らない限り、ピアスを確保できない。……これはアキューズも同じ条件だけどね。

紫帆：え……？

薫：つまりこういうことかな？　まず、対決を行なう。対決に勝利した方が優先するものを確保する。そして10以上の差で勝利したなら、もう片方も入手できる。

ＧＭ：そういうこと。裏返せば、優先順位が違えば相手の達成値より多少低くてもそちらだけは確保できるってこと。……さあ、どうする？

ミナリ：これは……悩みますね。

柳也：そうだな。うまくいけば、ピアスも月柄も確保できるが失敗したときのリスクが高い。

薫：あのピアスはいかにも怪しいからねえ。入手できるにこしたことは無いけれど。

紫帆：でも、月柄くんも〝賢者の石〟を持っているから、アキューズに確保されて無事に済むとも思えない……。

一同：…………。

柳也：これはどっちがいいと言えねえな。紫帆に任そう。判定ができるのはお前だけだ。

紫帆：…………じゃあ、月柄くん自身を優先します。やっぱり、彼はただの被害者だと思うから。できれば助けてあげたいし。

ミナリ：そう、ね。

ＧＭ：了解。……では、紫帆とアキューズがほぼ同タイミングで月柄へと駆け出し、彼がそれを迎え撃つ。まずは〈回避〉判定からだ。月柄の命中は12。

紫帆：それなら……！《ゆらめき》＋《全知の欠片》で22！

ＧＭ：アキューズも達成値21で問題なくクリア。月柄の動きはまったくふたりを追えていない。まずいと思った月柄がふたりから距離を離そうとするけど───。

紫帆：もう一歩踏み込んで月柄くんに手を伸ばす！

ＧＭ：同じようにアキューズも月柄に手を伸ばす。……では、〈運動〉の判定だ！

紫帆：まだ侵蝕率に余裕ある！　……〝賢者の石〟を使用！

ＧＭ：アキューズも同じように石を使う！




　ふたりの瞳が銀に染まる。そして───。




紫帆：……達成値27！

ＧＭ：こちらは22だ。

柳也：ってことは……。

ミナリ：月柄くんは確保できましたが、ピアスは持って行かれた……ということですね。

紫帆：引き分け、かぁ。

一同：…………。

ＧＭ：了解。では、アキューズと紫帆が同時に月柄に手を伸ばす。一いつ瞬しゆん早く、紫帆の手が歪ゆがんだ笑みを浮うかべたままの月柄の手をつかみ……。

紫帆：自分の方に引ひき寄よせます。

ＧＭ：だがその時、アキューズの手は月柄の耳にあるピアスをもぎとる。……そしてそのまま紫帆から距離を離す。同時に糸が切れたかのように意い識しきを失う月柄。

紫帆：お……？　あわてて抱かかえます。

ＧＭ：というところで他のみんなも登場可能になるよ。

柳也：もちろん即登場だ！

ミナリ・薫：同じく！

ＧＭ：アキューズはやってきた柳也たちを見ながら紫帆に言う。「あわよくばその少年の石を、と思ったが無理だったか」

ミナリ：紫帆に聞きます。……一体何があったの？

紫帆：……とりあえず現状を話します。ピアスのことも含めて。

薫：月柄くんの豹変、そしてピアス、ねえ？

柳也：アキューズを睨んで言うぜ。……てめえ、月柄を確保したらどうするつもりだ？

ＧＭ：「〝賢者の石〟を得るために殺すつもりだった」……表情も変えずに言うアキューズ。「殺しておけば、石の回かい収しゆうは楽だからな」

ミナリ：くっ……！

柳也：で、それより優先したのがそのピアスってことか。……てことは、そいつがトートにつながる手がかりってわけか？

ＧＭ：アキューズは首を横に振る。「手がかりではない。……これが、トート自身だ」

紫帆：え？

一同：ええええええええええええっ!?

ミナリ：い、ＥＸレネゲイド？　トートはそのピアスが本体ってこと!?

紫帆：あ……、もしかして……、エグザイルの？

ＧＭ：よくわかったな。《物ぶつ質しつ変化》という無機物に身を変えるエフェクトを使っている。これと《融ゆう合ごう》、《ナーブジャック》を使用し続けるのが月柄晴久への暗示の正体だ。

薫：なるほど。エグザイル／オルクスは彼自身じゃなくて、トートの能のう力りよくだったんだね。

ＧＭ：そういうこと。……よく見ればアキューズの手にあるピアスは、不ふ規き則そくに明めい滅めつしている。

ミナリ：見ようと思えば……生物的、なのかも。

ＧＭ：そしてアキューズはキミたちを見て言う。「俺はトートを確保した。お前たちはその少年を守った。……お互たがいの仕事は一応これで終わりだな」

柳也：おいおい、まさかそのままトンズラってわけじゃねえだろうな？

薫：月柄くんの護ご衛えいは終わったけれど、僕の仕事にはそのトート氏から情報を訊きき出すことも含ふくまれているんだよねえ。

ミナリ：一連の事じ件けんの首しゆ謀ぼう者しや、訊くことは無数にある。

柳也：それによ。……そいつが俺の仇かたきなんだろうが。

ＧＭ：「…………」

柳也：槙絵の───俺の家族の仇なんだろ、そいつが。

ＧＭ：「……そうだ。指し示じをしたのはこのトートだ」

柳也：だったらやっぱり放ってはおけねえ。……仇を討うったからってアイツが戻もどってくるわけじゃねえが、けじめはつける。

ＧＭ：「…………」アキューズは黙ってキミたちを見て───そして薄く笑う。




　僅かに口元をつり上げる程てい度どの笑み。

　だが───その笑みは柳也たちを凍こおり付つかせるのに十分な殺意に満ちていた。




ミナリ：わ、笑った……。今まで一切表情変えなかったのに。

薫：しかし、なんともイヤな予感のするタイミングで笑うねえ。

ＧＭ：「ならば───俺と戦え」

柳也：なに？

ＧＭ：「戦え、と言ったのだ。……お前たちはコイツが必要なのだろう？」とピアスを見せる。「コレが欲しければ、俺と戦え」

薫：…………今ココで、すぐにかい？

ＧＭ：「その少年を連れたまま戦いはできまい。一度本ほん拠きよ地ちに帰り、もう一度ここへ来い」

ミナリ：どういうつもり？　その間にトートを別の人間が確保するとでも言うの？

ＧＭ：「そんなことはしない。コイツは人質としてここにいてもらう」と、ピアスを掲かかげるアキューズ。「知っているだろう、〝ヴォイドスナップ〟。俺は……」

柳也：噓うそはつかない、だろ。……だがなぜだ？　なぜそんな約束をする？　お前にとって、この行こう為いは無意味だろう。

ＧＭ：「意味は───ある」ゆっくりと、アキューズは喋しやべる。「依頼ではない、自分自身の目的に向かうための意味が」

柳也：……前に言っていたやつか。

ＧＭ：「そうだ」そう言って、アキューズは沈黙する。

薫：これ以上は喋ってくれないみたいだねえ。

ＧＭ：三郎が口を挟はさむ。「どうすんだ？　ここでコイツと戦うこともできるぞ」

柳也：確たしかにできるな。……だが、今戦えば間違いなくヤツは月柄を巻まき添ぞえにする。

ミナリ：しない理由がないですからね。

紫帆：それはちょっと……。

ＧＭ：「お前はアイツを助けたいってのか？」と三郎が紫帆に。

紫帆：うん。……だって、話を聞く限かぎり月柄くん自身は操られていただけだし。

ＧＭ：「ふうん……」

ミナリ：私も同意見ね。……まず月柄くんの安全を確保するのがよいと思います。

柳也：ああ。……いろいろ気になりはするが、一度引くぞ。




　戦いに戻ることを約束し、四人は地下駐車場を後にする。

　ただひとり、アキューズだけを闇に残して。

　暗い殺意を放ち、戦いを待ち望み。

　鋼の体を持つ男は、じっと四人を待つ───。







《融合》　対象と融合し、自分の力を与えるエグザイルのエフェクト。

《ナーブジャック》　対象の精神を支配するオルクスのエフェクト。











◆Middle 09◆その時の、選せん択たく


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　夕ゆう暮ぐれの光があたりを照らす中、紫帆たちはペリゴールへと戻ってきた。

　派は遣けんされてきたエージェントたちに月柄を預あずけ、またきびすを返す。

　だがその時だ。───唐突に〝彼〟が現あらわれたのは。




ＧＭ：では次のシーン。

柳也：月柄はペリゴールに預けていくぜ。

薫：そうだね。一応、僕らの他にも今は戦力がいるからねえ。

ＧＭ：じゃあシーンはペリゴール。キミたちが戻ってきたのを確認して、エージェントたちが出てくる。「ど、どうなったんですか!?　状況は!?」

柳也：（ぶっきらぼうに）ミナリ、説明。

ミナリ：まだ苦手なんですか（笑）。というわけで大体のところを説明して、月柄くんを預かってくれるように頼たのみます。

ＧＭ：了解。ではミナリの話を聞いて、エージェントたちが月柄を預かる。

ミナリ：これで……後はアキューズと決着をつけるだけですね。

柳也：面めん倒どうな作業だが、避さけて通れる道でもないからな。

ＧＭ：ではその時、声がかけられる。「…………行くのか？」なんの気配もなくそこに黒ずくめの男が立っている。……〝銀目の鴉からす〟だ。

紫帆：あ……。

ＧＭ：鴉は淡たん々たんと言う。「なぜ、お前たちはアキューズと戦う。その理由は？」

紫帆：戦う、理由？

薫：アキューズの味方をするためにやってきた、というわけではなさそうですね。

ミナリ：まさか……今の質問をするためだけにわざわざここに？

ＧＭ：「…………」黙ったまま肯こう定ていする鴉。彼は静かに銀色の目で紫帆たちを見る。

柳也：俺は肩をすくめて言うぜ。……俺にとっては、戦わない理由の方が少ない。

ＧＭ：「なぜ？」

柳也：あの場所には、家族の仇がいる。この数年間の決着点があの場所にあるんだからな。……もっとも、復ふく讐しゆうの意味はだいぶ変わっちまったがね。

ミナリ：…………。

柳也：加えて言うなら、アキューズとの決着もつけたい。アイツの目的ってのも興きよう味みがある。……これだけ理由があれば十分だろ。

ＧＭ：「確かに。お前には戦う理由がある」

薫：柳也くんほど立りつ派ぱじゃないけど、僕も理由はあるよ。僕は研究者だからね。〝賢者の石〟の真実を知るトートには興味があるのさ。それが我わが上司に頼たのまれた仕事でもあるしねえ。

ＧＭ：「研究者として、……それがお前の理由か」

ミナリ：だとすれば、私にも理由があります。私はＵＧＮです。この世界を、日にち常じようを混乱に陥おとしいれるアキューズやトートは放っておけません。

ＧＭ：「世界の……守しゆ護ご者しやとしてか」

ミナリ：胸むねを張はってうなずきます。

ＧＭ：「では……」




　鴉は紫帆に視し線せんを落とし、問うた。静かに、心をえぐるような言葉で。

「なぜ───お前は戦う？」




紫帆：な、なぜって……、その……。

柳也：……実は、紫帆は他の連中より戦う理由が薄いんだよな。

紫帆：…………。

ミナリ：今までは否いや応おうなくまきこまれてきたわけですしね。

紫帆：いや、それでも、ほらトートはなんとかしなきゃいけないし……。

ＧＭ：「それはこちらが解かい決けつする。それが理由なら、お前は戦いに行く理由が無い」

薫：確かに〝銀目の鴉〟はヘルメスを根こん絶ぜつするために活動しているらしいからねえ。その言葉に噓は無いと思うよ。

紫帆：う……。

柳也：実じつ際さい、お前は無理して来る必要はねえ。……実は、さっきからそう考えてたんだが。先にコイツから言われるとはなあ。

ＧＭ：「トートがいなくなれば、もうヘルメスが動くことは無い。だから───お前が行く必要は無い」

紫帆：……いや、でも……。

ＧＭ：「…………」

紫帆：でも───行かなきゃ。わたしに関わりのある事件なんだし。

ＧＭ：「…………」鴉はただ静かに紫帆を見る。

紫帆：わたしは〝何でも屋〟だもん。みんなの力になりたい。だから……放っておきっぱなしにはできない……です。

ＧＭ：「……そうか」と鴉はうなずく。どうやらもう聞くことは無いようだ。

紫帆：じゃあ、わたしからもひとつ聞いていいですか？

ＧＭ：「なんだ」

紫帆：どうして、わたしを助けたんですか？　あの時、あの路ろ地じ裏うらで、あの怪かい物ぶつから。

ＧＭ：「…………」鴉は黙って紫帆の顔を見る。

紫帆：…………。

ＧＭ：「……覚えていないのか」と鴉はつぶやく。

紫帆：覚え……？

ＧＭ：「お前を殺したのは自分だ」

紫帆：……え!?

ＧＭ：「あの時、お前を殺した化け物は漆黒の化け物だ。……その後お前を襲おそってきた双ふた子ごの化け物とは違う」

ミナリ：そ、そういえば……。

ＧＭ：「あの時、あの場所で、自分は違うジャームと戦っていた。……お前と同じ〝賢者の石〟、〝銀なる石〟の持ち主のひとりだ」

柳也：あの場所に、もうひとり石の持ち主がいたってのか。

ＧＭ：鴉はうなずく。「だが、その戦いで傷を負い……自分は半はん暴ぼう走そう状態になった。その結果、居い合あわせたお前を───殺した」

紫帆：それでわたしを……助けた？

ＧＭ：「そうだ。…………ただの罪つみ滅ほろぼしにすぎない」

紫帆：…………。

ミナリ：……本当にそれだけ？

紫帆：え？

ミナリ：だって、ただ居合わせた人間に〝賢者の石〟まで使うなんて。ただ暴走するか、ジャーム化するかのどちらかなのに。

薫：そうだねえ。紫帆くんだから助けた、と考える方が自然だよね。

ミナリ：鴉は研究所にいた面めん子つを助けることを基き本ほん方ほう針しんにしている節がある。だから……紫帆だってわかったから助けたんじゃない？

紫帆：…………。

ＧＭ：鴉は否定はしない。

薫：う[image: ][image: ][image: ][image: ]ん、だとすると……。

柳也：どうした？

薫：あ、いや、ちょっと確認したいことができたんだけどね。後でいいよ。

柳也：……？

紫帆：でもそんなことを聞かされると、黙っちゃうなあ。……助けてくれたのも、殺したのも同じ人だったなんて。

ＧＭ：「お前が気に病む必要はない。むしろ恨んでも不思議はない」と鴉は言うが。

紫帆：それも難しいよ……。

ＧＭ：「……ところで、その少年はどうするつもりだ？」と後ろの月柄を見て鴉は言う。

ミナリ：どうって……？

ＧＭ：「彼はトートによって強引に〝賢者の石〟を移い植しよくされた少年だ。あまりその石を放置しておくと危険だ」

紫帆：あ、そっか。

ＧＭ：「なるべく早く〝賢者の石〟を取り外すべきだ。……お前か、自分が」

薫：あれ、どっちでもいいの？　鴉は石を集めてるから「自分が抜ぬく」と言うのかと思ってた。

ＧＭ：どっちでもいい。ただ、紫帆が石を抜くと衝しよう動どう判定が起きるから、侵蝕率が上がるけど。

紫帆：うーん、それは怖こわいなあ。さっき石も使っちゃったし。

柳也：だが、鴉に渡わたしてもいいのか？　……正直、よくわからないんだが。

薫：いいかどうかはわからないね。面白そうだとは思うけど（笑）。

柳也：またお前はそんなかよ（笑）。

ミナリ：個こ人じん的てきには信用できそうですが……。紫帆の侵蝕率もありますし。

紫帆：うーん……、わたしが確保するのはやっぱり厳しいかな。

ミナリ：あなたはさっき二回も〝賢者の石〟の能力を解かい放ほうしたでしょ？　これ以上は危険。

紫帆：そうだね……。じゃあ、鴉にやってもらうことにします。

ＧＭ：了解。それでは鴉が月柄の〝賢者の石〟に手をかざし、いつも紫帆がやっている手順をあっさりやってのけて吸きゆう収しゆうする。まあ、鴉は石をひとつに統とう合ごうはできないんで、同じく左腕に移植されるだけなんだが。

薫：ああ、統合は紫帆くんの能力だけだっけ。

ミナリ：月柄くんは？

ＧＭ：特に変化はない。普ふ通つうに呼こ吸きゆうもしているし。

紫帆：とりあえず一安心、かな。

柳也：よし！　じゃ、改めてアキューズのところへ行くぜ。……そこでまた、聞けなかった話も聞けるだろうしな！

ミナリ：……はい、この間の決着もつけましょう。

紫帆：がんばろう、うん。

薫：…………あ～、柳也くんたちが少し離はなれるまで、僕はこの場に残るよ。

柳也：む？

薫：で、最後に鴉に対して一応聞いておく。……まあ、全然見当はずれかもしれないけど。

ＧＭ：は、はぁ。

薫：ところで───あなたは、いつまで保つんですか？

ＧＭ：…………っ！




　正直に告白する。このとき、ＧＭである私は本当に絶ぜつ句くしてしまったのだ。

　……あまりに図星をつかれて。




薫：やっぱり……間ま違ちがってた？

ＧＭ：あ、いや、それは、ええと……。

薫：な、なに？　どうしたの？　間違ってたならそれでいいんだけど……？

ＧＭ：……そのまったく逆ぎやくで……っていうか、なんでそんなこと分かるんですか!?　ここではその情報出すつもりなかったのに！

ミナリ：じゃあ……今の薫さんの発言は的確だったってこと!?

ＧＭ：……あまりに驚いたんでつい言っちゃったけど、薫の推測の通りだよ。

紫帆：えええええええええええっ!?

柳也：マジかよ……。

ＧＭ：それは俺も言いたい（笑）。どうしてこんなことわかったんですか？

薫：いやー、話の流れを考えるとそれしかないかなあと思って。

一同：…………。




　あまりにも的てき確かくな先読みに啞あ然ぜんとする一同。




ＧＭ：じゃ、じゃあ鴉はさすがに少し驚おどろいた顔をして薫を見る。……その表情から、薫は自分の想そう像ぞうが間違っていないことを理解できる。

薫：でも、答える気は無い？

ＧＭ：「…………」

薫：（肩をすくめて）なるほど、あなたはそういう人だ。……いや失礼。やっぱりこの話はここで出すべきじゃなかった。

ＧＭ：「いや……いい」かろうじて鴉はそう言う。

薫：僕は彼に一礼して柳也くんたちを追いかけます。

ＧＭ：了解。では───。




　そうして紫帆たちは再び地下駐車場へ、闇の中へと向かう。

　銀目の男は、去りゆく彼らを見ていた。

　戦いにおもむく彼らを、ずっと───。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆ひとつの決着


ScenePlayer ─── 九条柳也






　再ふたたび訪おとずれた地下駐ちゆう車しや場じようはがらりと様相を変えていた。

　うずたかく積み上がっていたジャームの死体はすでに無く、むせかえるようだった血のにおいも消え去っている。

　ぼんやりとした明かりの下もと、柳也たちを待っているのはミラーシェードの男、アキューズ。




ＧＭ：ではクライマックスだ。侵しん蝕しよく率りつは……ミナリだけひとりであがってる感じか。

柳也：俺は珍めずらしくまともな出目だからな！

薫：いつもの柳也くんらしからぬ感じだねえ。

ミナリ：……ちゃんと帰ってきてくださいよ。死なないでくださいね。

柳也：待て！　なんで出目がいいと死ななきゃならんのだ！（笑）

ＧＭ：ともかく（笑）。例の地下駐車場に帰ってくると、あたりの様子が一変している。

紫帆：お？

ＧＭ：ジャームの死体は綺き麗れいになくなっており、だだっ広い空間の中央にはアキューズが巨きよ大だいなジャーム二体を連れて控ひかえている。その目の前には見知らぬ男がひとり。

ミナリ：見知らぬ男？

ＧＭ：そう。髪かみの毛けがぼさぼさで少し太った初老の男だん性せい。髪の毛には白いものがだいぶまじっており、ぎりぎりと歯を食いしばって、忌いま々いましそうにアキューズを見ている。

柳也：……もしかして、こいつがトートか。

ＧＭ：そしてアキューズがキミたちを見て「全員で来たな。……ありがたい」

ミナリ：無言でナイフを抜ぬいて構かまえます。

柳也：ミナリの前に出て、それを制せいする。……いきなり戦いに入るほど余よ裕ゆうがないわけじゃないだろう？　少し話くらいはさせろ。お前から聞いておきたいこともある。

ＧＭ：「……いいだろう、〝ヴォイドスナップ〟。聞きたいことがあれば答えてやろう」

柳也：まず……そこの男はトートか？　と言ってアキューズの前にいる男に目をやる。

ＧＭ：「そうだ、こいつがトート。……七つの〝銀なる石〟を生みだし、七村紫帆に実験を施ほどこし、お前の妹を殺した張ちよう本ほん人にんがこいつだ」

薫：で、キミの仕事はこの男を殺すこと？

ＧＭ：「確かく保ほすること、だ。……俺はこの男にはもう用は無い」

紫帆：え……？　無いの？

ＧＭ：「無い。……〝銀目の鴉〟は近くまで来ている。もうこの男は逃にげられん」と言うとトートはさらにギリリと歯をかむ。逃げられないことは彼にもわかっているらしい。

ミナリ：ちょっと───トートと話させてもらっていいですか。

柳也：ああ、俺は構かまわねえ。

ミナリ：低い声で聞きます。……お前が、お前が錬金術の最終目標とか、アルス・マグナなんていうわけのわからないもののために紫帆やまひろさんを苦しめたのか。

ＧＭ：トートの肩かたがびくりと震ふるえる。「わけのわからぬ……わけのわからぬものだと？」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「アルス・マグナは神を作る計画！　神のすべてを解とき明あかす計画！　世界を、人間を進化させる計画だ！　それを個こ人じんの狭きよう量りようで否ひ定ていするだと!?　恥はじを知れっ!?」

柳也：……なんというかわかりやすいヤツだな。

紫帆：わたしも聞きます。……それで世界に被ひ害がいが出て、もしかしたら崩ほう壊かいするかも知れないんですよ!?

ＧＭ：トートはまったく動じずに言う。「それがなんだと言うのだ？　……進化に犠ぎ牲せいはつきもの！　もし進化のために世界崩壊が必要ならば、世界こそ崩壊するべきなのだ！」

薫：……これはまた。

ＧＭ：（無む視しして）「そして私はそれを観かん測そくする！　観測はデータを生み、我われ々われ自身に還かん元げんされる！　そして我々は神への第一歩を踏ふみ出すことになるだろう！」




　トートの張はり上げる声が地下駐車場にこだまする。

　訪おとずれるであろう未来を夢ゆめ見みて、老研究者は陶とう然ぜんとした表ひよう情じようを浮うかべる。

　だが───そこに刃やいばのような言葉が突つき刺ささる。




柳也：はっ、くだらねえ。

ＧＭ：「な……！　なんと言った！」

柳也：とんだお笑いぐさだ、って言ったんだよ。……神だの進化だのと大たい層そうに言ったところで、結局のところお前は失敗してここまで落ちてきたんだろうが。

ＧＭ：「かっ、こっ、の……っ！」トートは怒いかりの余あまり顔を紅潮させている。

柳也：本当にくだらねえ。……俺はお前らに妹を、家族を奪うばわれた。仇かたきに会ったらどんな目にあわせてやろうかと思っていたが───お前を見ていたらそんな気も失うせたぜ。

ＧＭ：「な、何を言う！　このヘルメスの長、トートに向かって───」

柳也：（遮さえぎって）邪じや魔まだ、失せろ。




　パキィン！　柳也が指をはじく。

　一いつ瞬しゆんの後、トートは重力弾だんによって壁かべに飛ばされ、簡かん単たんに気き絶ぜつした。




ミナリ：戻もどってきた……。

柳也：あ？

ミナリ：いつもの柳也さんが戻ってきた！　ロールプレイがかっこよくて、ダイス目が超ちよう悪わるい柳也さんが戻ってきた！（笑）

柳也：お前、どういう目で俺を見てるんだよ！（笑）

薫：でも、いいのかい？　トートは……。

柳也：いいさ、メインゲストをこれ以上待たせるわけにもいかないだろ？　……なあ、アキューズ。お前は俺たちが目的だろう？

ＧＭ：その言葉にアキューズが柳也をじろりと見る。そして───。




　アキューズの口元が再びゆがむ。殺意に満ちた笑みに、暗い歓かん喜きによる笑みに。




ＧＭ：「その通りだ、〝ヴォイドスナップ〟。俺はお前たちと戦い、勝つためにここにいる」

柳也：それが……お前の〝目的〟か？

ＧＭ：「そう、単たん純じゆんな話だ。……俺は自分がどこまで戦えるかを知りたい」

ミナリ：そのために戦う、と？

ＧＭ：彼はうなずく。「お前たちと戦い、〝銀目の鴉〟という存そん在ざいを知ったときに気づいた。……仕事を理由にしていても、俺はただ戦いを求めているだけなのだと」

柳也：はっ、ワーカホリック野や郎ろうだと思っていたが、バトルジャンキーだったってわけか。

ＧＭ：「そういうことだ。……話が早い」

柳也：いいぜ、じゃあ願いを叶かなえてやるよ。




　そう言って柳也も笑う。どう猛もうな、アキューズと同じく殺気に満ちた笑みに。




柳也：お前とはずいぶんと長い付き合いになったが、これで最後だ。

ＧＭ：「惜おしくはあるが、しかたがあるまい」

ミナリ：手は、抜ぬきません。……あなたのやっていることは許ゆるせない。

紫帆：わたしも。どんな理由があっても、普ふ通つうの人を巻まき込こむあなたは放っておけない！

薫：〝銀目の鴉〟の話、聞かせてもらいたいですからね。

ＧＭ：「それでいい。一度は俺を退しりぞけたお前たちだ。……手を抜くな、命を賭かけろ。その上で───たたきつぶしてやる」

柳也：……いい覚かく悟ごだ。行くぜ、アキューズ！

ＧＭ：では戦せん闘とうだ！　敵てきはアキューズとジャーム二体！




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：衝しよう動どう判はん定ていは行なったね？　セットアップから。アキューズとジャーム二体は《ヴァイタルアップ》。

紫帆：ジャームは両方とも同じデータですか？

ＧＭ：いや、別々。片かた方ほうの体は白くて、片方は黒い。便べん宜ぎ上、白い方をアルファ、黒い方をベータと呼よぼう。

ミナリ：了りよう解かいです。私は侵蝕率[image: ]％を超こえたんで《フルインストール》。

柳也：《灰はい色いろの庭》を使いたいが……そっちのイニシアティブを教えてくれ。

ＧＭ：アキューズ、アルファが18、ベータが12。

柳也：なら、ベータにかける。高重力をかけてヤツのイニシアティブを６下げるぜ。

ＧＭ：了解。で、こっちの行動が先か。……まずはアルファがマイナーで近づく。同時に額ひたいに第三の眼めがギラリと光る！　Ｄロイスの邪じや眼がん持ちのバロールだ。

柳也：新型のＤロイス持ちかよ！

ＧＭ：使いたかったからな！《黒き明かり》＋《絶ぜつ対たいの孤こ独どく》＋《魔ま神じんの心しん臓ぞう》その他でミナリを攻こう撃げき。真っ赤な眼がミナリの方をギョロリと睨にらむ。

ミナリ：ダイスペナルティ系か……。どれくらいペナルティが来ますか？

ＧＭ：いろいろあるんだけどこのラウンド中21個このダイスペナルティ。ついでに次のリアクションは不ふ可か。その代わりこの攻撃でダメージは無いけどね。……で、命中は40だ。

紫帆：21個!?　喰くらったら役立たずになるよ！

ミナリ：くっ……回かい避ひ失敗。

ＧＭ：では邪眼に睨まれたミナリの体から力が抜ぬけていく。

薫：これは……容よう赦しやがないねえ。

ＧＭ：前ぜん巻かんのクライマックス時にキミたちの戦い方を観察して用意した連中だからな。

柳也：ちっ、しっかりしてやがるぜ。

ＧＭ：ではアキューズの攻撃。《雷いかずちの砦とりで》＋《砂すなの刃》＋《クリスタライズ》その他、対象は柳也。右手を向けると、その先に無数の武ぶ器きが生み出されて飛んでいく。……命中は67！

ミナリ：《クリスタライズ》！　強化されてる！

柳也：く[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、このバトルジャンキーが！　……回避は失敗！

ＧＭ：ダメージ53点。そして転てん倒とうもあげよう。全身を武器が貫つらぬいていく。

柳也：《リザレクト》。膝ひざをつく感じだ。……まだまだこんなもんじゃ倒たおれねえぞ。

ＧＭ：「これくらいで倒れてもらっては、こちらも困こまる」

紫帆：次はわたしの手番。……アルファを先に倒した方がいいよね？

薫：そうだね。コイツがいると、必ずひとり戦力外にされる。

紫帆：じゃあ……とりあえず待機。《フルパワーアタック》を狙ねらいます。

柳也：なら俺だ。マイナーで転倒解かい除じよ。接近距きよ離りには攻撃できないのでベータに……《黒の鉄てつ槌つい》＋《ペトリファイ》その他！　これで侵蝕率99％！　……達成値ちは19！

ＧＭ：ちっ、回避失敗だ。

柳也：重力弾を一発お見み舞まいだ。ダメージは22点、装そう甲こうは有ゆう効こう。

ＧＭ：有効？　なら５点を引いてから《がらんどうの肉体》。受けたダメージを目標値に判定成功すればダメージをキャンセルする。……出目19に技ぎ能のうの10足して29。判定は成功でダメージは０。体がぐにゃりとゆがんで衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうする。

紫帆：ダメージ……０！

ミナリ：ザコは持じ久きゆう戦せん仕様か……。とはいえペナルティ受けてる私は何もできない。待機。

薫：なら僕ぼくの手番だね。マイナーで《緑の鞭むち》。メジャーは《スプリットアタック》その他で攻撃。対象は敵全員だ。ここでひとりくらいは倒したいねえ。

ＧＭ：ならば、ここでアルファが《フラッシュゲイズ》。目の前で閃せん光こうを放ち、ダイスペナルティを４個プレゼント。

薫：うーむ、そんなこともしてくるのか。一いち応おうそれでも７個振ふれるけど……命中は19。

ＧＭ：ベータ、アルファは失敗。アキューズは問題なく回避。

ミナリ：ん？　ジャーム二体は回避は低いのか……。

薫：いつもの通りイバラを這はわせて突つき刺さすよ。ダメージは18点、装甲無視。

ＧＭ：了解。アルファは喰らって、ベータは《がらんどうの肉体》でダメージを消した。そしてベータの攻撃。《骨ほねの武ぶ具ぐ》＋《伸しん縮しゆく腕わん》＋《餓が鬼き魂だまの使い》＋《アドレナリン》その他で対象は柳也。両りよう腕うでがぐん、と伸のびて敵を切きり裂さこうとする。……命中は35。

柳也：こっちは持続ダメージかよ。……12で回避失敗！

ＧＭ：ダメージは24点、そして４ラウンドの間クリンナップに３点ずつダメージを喰らう。

柳也：また《リザレクト》だ。……残りＨＰ５点なんで、１ラウンドは保つな。




　ここで待機していたミナリがダメもとでアルファを攻撃するが、失敗。




紫帆：それならわたしの攻撃で！　マイナーで《光の剣けん》を出して、《フルパワーアタック》その他でアルファに攻撃！　……命中は35！

ＧＭ：それはさすがに厳しいな。……18で回避失敗。

紫帆：えーとダメージは４Ｄで……57点、装甲無視！

ＧＭ：うお、57!?　それならベータが動こう。……《ディヴィジョン》を使用してアルファのダメージを半分受け持つ！

一同：え!?

ミナリ：《ディヴィジョン》？　なんのエフェクト？

柳也：Ｄロイスのエフェクトだ。……ちっくしょう、こっちもＤロイス持ちかよ。

ＧＭ：これでベータが28点ダメージ。これを《がらんどうの肉体》で消す。……よし成功。

紫帆：うー、いやなコンボー！

薫：ひとりがペナルティ、ひとりが防ぼう御ぎよ。アキューズが攻撃。いやなパーティだねえ。

柳也：これは長引くかもしれんな。

ＧＭ：では、これでラウンドは終しゆう了りようだ。次のラウンドに行くぞ。




◆第２ラウンド
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ＧＭ：ではセットアップから。

ミナリ：《フルインストール》２発目！

柳也：俺はアルファに《灰色の庭》だ。こいつを先に動かすと真ま面じ目めに詰つむ。

ＧＭ：で、アキューズが《フルインストール》。フルボーグのあちこちから雷が放たれ、アキューズの動きが変わる。

ミナリ：来た！

ＧＭ：「前はここまでが限げん界かいだった。……今回は先がある。気を抜くな」

柳也：それくらい承しよう知ちの上よ！




　始まった第２ラウンド。まずはアキューズの攻撃で薫が《リザレクト》に追おい込こまれる。

　紫帆、柳也は待機を宣せん言げんし、ベータが攻撃。ミナリにダメージこそ与あたえられないものの、《餓が鬼き魂だまの使い》の効こう果かである持続ダメージを彼女へと与える。

　そして───。




ミナリ：《雷らい光こう撃げき》その他でアルファを攻撃！　これで侵蝕率[image: ]％を突とつ破ぱしてさらにエフェクトレベルアップ！　……命中は39！

ＧＭ：さすがにそこまで高いと……ダメだ、回避失敗。

ミナリ：ナイフで連続攻撃を仕し掛かけます。……出目がいい！　60点ダメージ！

ＧＭ：ぐあ！　それはダメだ。アルファは倒たおれるよ。

ミナリ：では邪眼を横一線で切きり裂さきます。そして倒れるジャームを見て謝あやまっておく。

薫：謝る？

ミナリ：この人はアキューズに巻まき込まれて強きよう制せい的てきにジャーム化させられたひとりだから。

一同：…………。




　アルファを撃げき退たいしたＰＣたち。続いて紫帆の攻撃、薫の攻撃でベータの撃退に成功。




薫：《スプリットアタック》なんでベータとアキューズの両方に37点。イバラの鞭むちが飛ぶよ。

ＧＭ：……そのダメージはダメだな。ベータが《ディヴィジョン》を使ってアキューズのダメージの半分を引き受けつつ倒れる。

紫帆：よし！

ミナリ：これで後はアキューズひとり。

ＧＭ：アキューズはじろりとキミたちを見る。「容易たやすく倒せるとは思うな」

薫：まあ、攻撃防御共にできる相手のようですからねえ。

紫帆：《自じ爆ばく装そう置ち》まであるしね。

柳也：…………それについてはひとつ作戦がある。

ミナリ：なんですか？

柳也：俺が使えるエフェクトに相手の移い動どうを封ふうじる《ペトリファイ》がある。これでアキューズの足を止めて、遠えん距きよ離りから叩たたく作戦だ。

薫：でも、相手も遠距離攻撃できるようだよ？

柳也：《自爆装置》は至し近きん距離にしか効果が無い。少なくともこの分だけは戦力を温おん存ぞんできるはずだ。問題は命中するかどうかと、俺の侵蝕率なんだが……。

ミナリ：でも……やる価か値ちありますよ。《自爆装置》を封じるのは大きい。

薫：そうだね。僕もサポートするよ。

柳也：よし……、じゃあそれで行くぞ！　《ペトリファイ》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《ドッペルゲンガー》その他！　全部組み合わせてアキューズに攻撃！

ＧＭ：本気を出してきたな。なら……こちらも《磁じ力りよく結界》＋《ＭＡＸボルテージ》で避よける！

紫帆：回避にもエフェクト!?　クリティカル値下げてきた!?

柳也：十二人に分身して重力弾をヤツの足あし下もとめがけて乱らん打だする！　……命中は30だ！

ミナリ：当たれ当たれ当たれ……。

ＧＭ：こっちは盾たてを無数に生み出して受け流す！　……33で回避！

柳也：ぐ！　しまった……っ！

薫：……ここは押おし時だねえ。Ｄロイス特とつ権けん階級の力でタイタスをひとつ柳也くんに。せっかくだからアキューズくんのロイスをタイタスにするよ。

柳也：助かる！　達成値を後から１Ｄ10加算して……よぉし、５！　合計で35！

ＧＭ：……む、それを覆くつがえす手しゆ段だんは無い。全部の弾をはじいたと思った瞬間、最後の盾がイバラに絡からめ取とられた感じだな。

柳也：喰くらえ！　ダメージは39点！　ついでに２ラウンド移動不可だ！

ＧＭ：移動不可は喰らうがダメージは対たい処しよ方法があるぞ！《電でん磁じ反はん応のう装甲》！　体にまとっていた雷が膨ぼう張ちようして重力弾の衝撃を和やわらげる！

ミナリ：く～っ。前はあのエフェクトで粘ねばられて倒しきれなかった……。

紫帆：今度は……押し切る！

ＧＭ：「やってみろ」とアキューズがつぶやいたところでラウンド終了だ。……柳也とミナリは《餓鬼魂の使い》の効果でダメージだ。

柳也：これで……俺はＨＰ０だな。タイタスをどうするかだが……。

薫：もうひとつ回そうか？　柳也くんにはまだ働いてもらわないといけなさそうだしねえ。

柳也：（しばらく考えた後で）……そうだな、頼たのむ。

薫：りょうか～い。任まかせておいて。倒たおれそうになる柳也くんを強ごう引いんに起こすよ。

ＧＭ：（冷たい声で）「……辛つらそうだな、〝ヴォイドスナップ〟」

柳也：ふん……お互たがい様よ。




◆第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では３ラウンド目のセットアップだ！　アキューズはまだ《フルインストール》！

ミナリ：同じく！　《フルインストール》３発目！

柳也：……悩なやむがここは《サポートデバイス》を使用する。ヤツの回避性せい能のうを上回るしか道がねえ。

紫帆：総そう力りよく戦ですね。……わたしも、〝賢者の石〟を使う準じゆん備びをしないと。

ＧＭ：それではアキューズの方が先手を取る。取るんだが…………。

一同：…………。

薫：…………ＧＭ、だいぶ考えるねえ。

ＧＭ：うん、いくつか展てん開かいを考えていた。……やっぱりこれしか無いな。アキューズは突つき出していた右手を下げて、構かまえを変える。まるで格かく闘とう戦でもしようかというように。

ミナリ：格闘？　まさか……。

ＧＭ：そのアキューズの姿すがたがぶれるように分身していく！　そしてキミたち全員を攻撃！　……《バリアクラッカー》＋《ギガノトランス》その他で攻撃！

柳也：白兵攻撃！　……っていうか、ソレは……。

ＧＭ：「そう、お前の真似まねだ。〝ヴォイドスナップ〟」とつぶやくアキューズ。

柳也：てめぇ……！

ミナリ：まずいです。あの攻撃は受けがほとんど機能しません。《バリアクラッカー》はエフェクトのレベルを下げてきますから。

柳也：……《時の棺ひつぎ》！　どうせそっちもこんな攻撃は一回しかできねえだろう！

ＧＭ：では柳也の打ち出した重力弾に吸すい寄よせられるようにアキューズの分身が集まり、破は壊かいされる。「付つけ焼やき刃ばであればこんなものか」

柳也：ふん、本家のやり方を見せてやるよ。……《ドッペルゲンガー》その他で攻撃！　よし、出目が走った！　命中は75だ！

ＧＭ：（冷静に）《磁力結界》＋《ＭＡＸボルテージ》に〝賢けん者じやの石〟を使用。

薫：む……。判定のクリティカル値が５……。

ＧＭ：……84で回避成功。右手の石が光を放ち、重力弾をすべてかき消す。

柳也：……マジか……。

ＧＭ：柳也の攻撃を回避するためにわざわざ切り札を切って、《時の棺》を使わせたんだ。これくらいはやる。……移動不可の効果を解除できる可能性にかける。

柳也：ち……。

薫：とにかく攻撃するしかないね。使えるものは全部組み合わせて……命中は58。

ＧＭ：58！　……エフェクト無しの回避で失敗。

柳也：エフェクト無し？

ミナリ：《磁力結界》は１シナリオ３回しか使えないんです。あと１発しかないんですよ。

薫：柳也くんの攻撃のために温存したってことだねえ。ダメージは59点、装そう甲こう無視。

ＧＭ：高いな。……《電でん磁じ反はん応のう装甲》を使って20点軽けい減げんはしておく。

ミナリ：ここで私が攻撃して倒たおせればいいんですが……。

紫帆：でも、装甲高そうだよ。ミナリとは相性悪いと思うけど。

柳也：そうだな。最悪ガードに徹てつする方がいいだろう。

ミナリ：……わかりました。とりあえず紫帆の攻撃を見てからにします。

紫帆：うん。《フルパワーアタック》その他で攻撃。〝賢者の石〟も使用。……そう言えば、アキューズに本気出すの初めてだ。

薫：本気？

紫帆：〝賢者の石〟を使って攻撃すること。

ミナリ：……つまり、紫帆さんはお前ごときに本気を出す必要は無いとおっしゃっておられるんだ、アキューズ！（笑）




　急になんなんだ。




ミナリ：本気になったらお前なんかおしまいだ！（笑）

紫帆：いやいやいやいやいや！　言ってないよ！　っていうか前は違ちがうことに〝賢者の石〟を使わなきゃならなかっただけだよ！（笑）

ＧＭ：その通りだな（笑）。では、〝賢者の石〟の力に反応して三さぶ郎ろうが出てくる。「……ずいぶんと苦労してるな、おい」

紫帆：それはそうだよ。前も強かったのにさらに強くなっちゃったんだから。

ＧＭ：三郎はにやりと笑う。「……そんなのと戦えてるんだからお前も成長したもんだな」

紫帆：え……？

ＧＭ：「なんでもねえよ。……気合い入れろ。隙すきを見せたら瞬しゆん間かんで喰くわれるぞ」

紫帆：うん、わかってる！　……命中は56！

ＧＭ：これも素の回避だな。……24で回避失敗。

薫：サポートするよ。《力の法ほう則そく》でダメージ＋３Ｄだ。イバラで相手の動きを封ふう鎖さする。

紫帆：ありがとうございます！　じゃあ銀目のまま光の剣を振ふりかぶって……91点！

ＧＭ：91!?　それは……だめだ、倒れる。

柳也：おし。

ＧＭ：だが《魂の錬れん成せい》を使用。自分で武器を作り出し、それを傷きず口ぐちに埋うめ込こむことで強引に動き続ける！　「まだだ……！」

紫帆：これで……あと40点くらいかな……。

ミナリ：向こうの装甲は分からないけど、攻撃してみます。ここはなるべく押したい。マイナーで《氷の加か護ご》、メジャーで《雷光撃》＋《バリアクラッカー》その他！　冷気をまとったワイヤーウィップを飛ばす！　……達成値48！

ＧＭ：……23で回避失敗だ。

ミナリ：ダメージは……54点、装甲は有効です。

ＧＭ：装甲に弱いのがミナリの弱点だな。……《電磁反応装甲》を使う！　ダメージは０だ！

ミナリ：ぐ……。ダメだったか……。

ＧＭ：ラウンドの最後にミナリと柳也はダメージを受けてもらって。……次のラウンドだ！




◆第４ラウンド
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ＧＭ：アキューズは《フルインストール》。

ミナリ：同じく。《フルインストール》４発目。

柳也：で、俺が《灰色の庭》をアキューズに。……ってこっからが問題だな。

紫帆：正直みんな侵しん蝕しよく率りつ厳しいんじゃない？

薫：（確認して）……きれいに全員[image: ]％前後だねえ。

ミナリ：アキューズより先に攻撃ができるのは？

薫：僕以外かな。

柳也：次にアキューズに動かれるとかなり厄やつ介かいだな。もし全体攻撃でも喰らえば、起き上がれないヤツが何人か出てくるぞ。

紫帆：じゃあ薫さん以外の三人でアキューズを倒たおす？

ミナリ：でも、私は正直戦力になりませんよ。防ぼう御ぎよ力りよくが突とつ破ぱできない。

紫帆：わたしも……《獣けものの王》があるから回避はされないけど、《フルパワーアタック》が使えないから火力はごっそり下がっちゃう。

柳也：後は……俺が当てられるかどうか、か。

薫：ダイス目勝負、だね。

ＧＭ：方針は決まったかな？

ミナリ：だいたい決まりました。

柳也：とりあえず最初に命中確かく定ていの紫帆が攻撃して倒してくれれば一番安全かな。

薫：そうだね。みんな安心だ。

ミナリ：みんなの心のオアシスですね（笑）。

紫帆：いや、それは柳也さんのセリフだから（笑）。

ＧＭ：いやあ、あのセリフは受けがよかったねえ（笑）。

柳也：…………俺、あんなこと言ったっけ？




　瞬間、沈ちん黙もくする一同。




一同：言ったよ！（笑）

ミナリ：覚えてないんですか！

柳也：いや……言ったような、そうでないような……。

薫：ホントにせっぱ詰つまってたんだねえ、あの時は（笑）。

ＧＭ：まあそういうことにしておこう（笑）。では、紫帆の攻撃からだ。

紫帆：《獣の王》を入れて攻撃！　懐ふところに飛とび込こんで、光の剣けんを斬きり上げる！……命中は38！

ＧＭ：《獣の王》があるから回避はできない。ダメージを。

薫：《力の法則》は使うよ。ダメージに＋３Ｄしてね。

紫帆：はい！　これでダメージが…………60点！

ミナリ：どうだ!?

ＧＭ：60か。《電磁反応装甲》で20点軽減してもきっちり死ぬな。

紫帆：やった！　それじゃ───。

ＧＭ：だが甘あまい。……《ショックアブソーブ》を使用！　25点止めて残りＨＰ５点！

一同：えええええええええええええっ!?

ミナリ：そうだ！　確たしか前も《ショックアブソーブ》持ってた！

柳也：最後の切り札ってことか……。

薫：これで、次に柳也くんが倒さないとマズイね。移動不可効果ももう解とけちゃってるし。

柳也：…………やるしかねえか。

ＧＭ：「来るか、〝ヴォイドスナップ〟」

柳也：ああ、これが最後の一撃ってヤツだ。

ミナリ：大だい丈じよう夫ぶ……ですか？

柳也：もうアイツもボロボロだ。火力はほとんど関係ねえ。当てるか、当てないかだ。

紫帆：でも、アキューズも《磁力結界》を残してますよ。

薫：ダイス目勝負ってことだねえ。

柳也：それも面白い。……受けて立とうじゃねえか。

ＧＭ：柳也の覚かく悟ごを感じ取ったのか、アキューズは再ふたたび口くちの端はに笑みを浮うかべてキミたちの方へと走り出そうとする！

柳也：真っ向からそれを迎げい撃げきする。《黒の鉄槌》＋《ペトリファイ》＋《クリスタライズ》その他。命中は───46。




　片かた手てをアキューズに向け、柳也は指をはじく。

[image: ]

　彼の意志に応じて漆しつ黒こくの球体が飛ぶ。それは触ふれるものすべてを破壊する、力の塊かたまり。




ＧＭ：《磁力結界》＋《ＭＡＸボルテージ》で回避。こっちの出目は───。




　アキューズは笑みを浮かべたままわずかに体を沈しずめる。

　同時に彼の周りに雷がほとばしる。それはすべてを遮しや断だんする光の盾。

　だが───。




ＧＭ：……36。回避は失敗か。

一同：やったあああああああああああっ！

柳也：ダメージは42点。……防ふせげないよな？

ＧＭ：防げない。柳也の重力弾はアキューズの雷をはじき飛ばし、彼に直ちよく撃げきする。はじかれたようにアキューズが吹ふき飛とび、倒れる。……戦闘は終了だ。

紫帆：つ、疲つかれた……。

薫：なんとかなったようだね。

柳也：じゃあ……つかつかとアキューズの横に歩いていくぜ。

ミナリ：柳也さん？

柳也：心配するな、大だい丈じよう夫ぶだ。

ＧＭ：では……体全体をショートさせつつアキューズが倒れている。痛いたみも消してあるのか、表ひよう情じようはいつもの無表情に戻っている。

柳也：俺たちの勝ちだ。文もん句くはねえな？

ＧＭ：「ああ……、予想以上の力だった。全力を出したが上を行かれたな」




　その声はいつもとまるで変わらない。

　いや、ほんの少しだけ楽しそうにすら聞こえる。




柳也：お前との長い縁えんもこれで終わりだな。

ＧＭ：「……悪くはなかった」

柳也：そりゃなによりだ。




　柳也は皮肉げに口を歪ゆがめて笑う。

　アキューズはそれを見て静かに笑う。

　そして───柳也は最後の言葉を口にする。




柳也：…………とどめは、いるかい？

ＧＭ：「ああ、頼む」

柳也：……指をはじく。




　無言のまま、柳也は指をはじいた。

　漆黒の重力弾がアキューズを覆おおい───そして、戦いは終わった。







《ヴァイタルアップ》　レネゲイドの力により、生命力を爆発的に上げるエフェクト。

《フルインストール》　電気的な刺激によって、自分の潜在能力を強制的に解放するブラックドッグのエフェクト。

《灰色の庭》　高重力によって対象の動きをにぶらせるバロールのエフェクト。

邪眼　『ラディカルドライブ』で追加されたＤロイスのひとつ。バロールのオーヴァードにしか取得できず、相手に与えるダイスペナルティを増やす。

《黒き明かり》　光を遮断して対象の視界をつぶすエンジェルハィロゥのエフェクト。

《絶対の孤独》　広範囲の光量を調節し、相手を攪乱するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《魔神の心臓》　超高重力弾によって相手を押しつぶすバロールのエフェクト。

《雷の砦》　雷によって相手を撃ち、なおかつ体勢を崩させるブラックドッグのエフェクト。

《砂の刃》　武器状にした砂で相手を攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《リザレクト》　レネゲイドの力によって致命的な傷を治すエフェクト。侵蝕率[image: ]％以上では使えない。

《フルパワーアタック》　時間をかけて全力を一撃に込めるキュマイラのエフェクト。

《黒の鉄槌》　重力弾で相手を攻撃するバロールのエフェクト。

《ペトリファイ》　相手の一部を石化させて移動力を奪うモルフェウスのエフェクト。

《がらんどうの肉体》　肉体を変形させて衝撃を逃がすエグザイルのエフェクト。

《緑の鞭》　植物を武器化させるオルクスのエフェクト。

《スプリットアタック》　武器を分裂させて多人数を同時に攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《フラッシュゲイズ》　とっさに閃光を放ち、相手の行動を阻害するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《骨の武具》　骨を変形させて武器とするエグザイルのエフェクト。

《伸縮腕》　体を伸ばして遠距離を攻撃するエグザイルのエフェクト。

《餓鬼魂の使い》　自身の一部を相手に埋め込み、継続してダメージを与えるエグザイルのエフェクト。

《アドレナリン》　脳内物質をコントロールして肉体能力を引き上げるソラリスのエフェクト。

《光の剣》　光を集めて武器とするエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ディヴィジョン》　他者のダメージを肩代わりするソラリスのエフェクト。特定のＤロイスを持つもの専用。

《雷光撃》　武器に雷をまとわせてダメージを上げるブラックドッグのエフェクト。

《自爆装置》　自身の死亡と同時に爆発するブラックドッグのエフェクト。

《ドッペルゲンガー》　自分の分身を作り出して攻撃を倍加させるモルフェウスのエフェクト。

《磁力結界》　超高磁力を展開し、攻撃の軌道をそらすブラックドッグのエフェクト。

《電磁反応装甲》　体の一部を磁力によって分離させ、ダメージを軽減するブラックドッグのエフェクト。

《サポートデバイス》　自分の特定の行動を支援する装置を作り出すモルフェウスのエフェクト。

《バリアクラッカー》　磁力によって相手の防御を打ち破るブラックドッグのエフェクト。

《ギガノトランス》　超広範囲に物質変化を行なうモルフェウスのエフェクト。

《時の棺》　一瞬だけ時間を止めて、相手の行動を失敗させるバロールのエフェクト。

《力の法則》　領域を操り、味方の攻撃を効果的に与えるシチュエーションを生み出すオルクスのエフェクト。

《氷の加護》　武器に氷をまとわせてダメージを上げるサラマンダーのエフェクト。

《獣の王》　恐るべき殺気により、相手に回避をさせないキュマイラのエフェクト。

《ショックアブソーブ》　レネゲイドそのものの力により、衝撃を軽減するエフェクト。











◆Climax 02◆七つの石


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　その時、誰だれもが無言でたたずんでいた。

　激はげしい戦闘を乗のり越こえた疲ひ労ろうと達成感で、意い識しきがゆるんでいた。

　だから───彼の接せつ近きんに気がつかなかったのだ。




ミナリ：なんとか……勝ちましたね。

紫帆：どうなるかと思った[image: ][image: ][image: ]。

薫：それじゃあ自じ律りつ判定ですかね。

柳也：ロイスは全部残ってるから多分俺は二倍振ぶりで帰って……。

ＧＭ：（遮って）悪いが、まだエンディングじゃないぞ。

一同：えっ？

ＧＭ：次のシーンは───クライマックスの２シーン目だ。

一同：ええええええええええええっ!?

柳也：待て！　アキューズ倒したのにまだ続くのか!?

ＧＭ：イベントがひとつね。……というわけで、シーンは戦闘の直後から。アキューズを倒し、キミたちが一息をついたその時。

ミナリ：……さすがに警けい戒かいは解といてそう、かな。

紫帆：むしろ疲つかれてへたりこんでそう。

ＧＭ：一応〈知覚〉判定をしてもらおうか。こちらの〈隠おん密みつ〉との対決で…………45。

柳也：45!?　無理だろ、そんなの！

薫：成功する可か能のう性せいがあるのは紫帆くんくらいだけど……。

紫帆：ちょ、ちょっと侵蝕率厳しい……。

ＧＭ：……で、成功した人は？　いないね？　それでは───。




　音も気配も立てず、彼はその場に現あらわれた。

　漆しつ黒こくの髪かみの間に、銀色の瞳ひとみが静かに揺ゆれている。




ＧＭ：〝銀目の鴉からす〟が唐とう突とつに紫帆の背はい後ごに現われる。

ミナリ：か、鴉？

紫帆：慌あわてて振り返るけど……。

ＧＭ：ではその瞬間、鴉の右手が紫帆の心しん臓ぞう部ぶを貫つらぬく。

紫帆：えっ……!?

柳也：おい！

ＧＭ：そしてそのまま、鴉は紫帆から〝賢者の石〟を引き抜ぬこうとする。

ミナリ：そんなっ！

ＧＭ：（淡たん々たんと）ここで紫帆は鴉が石を引き抜こうとする行こう為いに対して抵てい抗こうできる。

紫帆：て、抵抗？

ＧＭ：紫帆が持っている石それぞれに対して〈ＲＣ〉判定で対決をする。勝った方が石を持っていくという処しよ理りだ。

薫：石それぞれってことは、統とう合ごうした石をまたばらばらにして持っていくってことかい？

ミナリ：紫帆、まひろさん、槙絵ちゃん、拓たく真まくんの石？

ＧＭ：そういうこと。

紫帆：まずい……わたし、〈ＲＣ〉苦手……。

ミナリ：相手の達成値次し第だいでなんとかなるかもしれないけど……。

ＧＭ：鴉は《マインドエンハンス》を使用するよ。

柳也：クリティカル値下げるのかよ！

薫：危き険けんだね、これは本当に全部取られるかもしれない。

ＧＭ：さらに言えば、この判定に紫帆が〝賢者の石〟を使うとイベントが起きるから。

薫：あ、シーン変わったから紫帆くんも〝賢者の石〟が使えるんだね。

紫帆：でもイベントって……？

ＧＭ：〝賢者の石〟を使うと、三郎が現われるってこと。鴉と三郎は対面したことがないからね。ちなみに悪いことが起きる、と思ってもらって構わない。

ミナリ：三郎が「顔を合わせたくない」って言ってたんだっけ……。

柳也：確かにイヤな感じはするな。

紫帆：でも……使わないと耐たえられない気も……。

ＧＭ：では、判定を行なうぞ。得た時じ系けい列れつの逆ぎやく順じゆんに、拓真の石から。……こちらは42。

紫帆：やっぱり厳きびしい！　……12で失敗！




　高い達成値をコンスタントに出す鴉に対し、紫帆は失敗を繰くり返かえす。

　拓真、槙絵、まひろの石を取られ───そして最後の判定。




柳也：まずい、ホントに全部持っていかれるぞ！

ミナリ：でも判定のダイス数が違ちがいすぎて対たい抗こうできませんよ！

ＧＭ：では最後の判定。……なんだが、実は《マインドエンハンス》が使えないんだな。

紫帆：あ、使用回数制せい限げん！

ＧＭ：その通り。なのでクリティカル値10で……達成値22。

ミナリ：それでも22か……。

紫帆：ダイス７個でクリティカル値10だと、多分届とどかない……。

柳也：タイタスは？

ミナリ：クリティカル９だと……あまりにも心こころ許もとないですね。

紫帆：うーん、タイタスふたつ使ってクリティカル８は……。（いろいろ計算して）ダメだ、この後の自律判定が厳しい。

薫：僕のタイタスを使う手もあるけど？

ミナリ：ダメですよ！　薫さんはもうタイタスふたつ使って、ただでさえギリギリなのに！

一同：…………。

紫帆：やっぱり……〝賢者の石〟を使うしかないと思う。

柳也：現げん状じよう、一番効こう率りつがいいのはそれだな。

紫帆：……怖こわいけど、〝賢者の石〟を使います。

ＧＭ：了りよう解かい。それでは───。




　鴉の腕が体を貫つらぬき、自分の内部の〝何か〟をかき回していく。

　その手が、〝賢者の石〟の最さい奥おうまで伸のびた時。

　紫帆は反はん射しや的てきに石の力を使って全力で抵抗した。そして───。




ＧＭ：紫帆の瞳が銀色に染そまり、三郎が現われる。「だから気をつけろって言っただろ！」

紫帆：そういう問題でもないよ！

ＧＭ：「俺が言ったらいつでも注意してろよ！」と、減へらず口を叩たたきつつも、三郎の表情はいつにもまして厳しい。

紫帆：え……？

ＧＭ：…………とりあえず今は判定を。

紫帆：あ、はい。ダイスは７個でクリティカルは８。……出目が22で技ぎ能のう３足して25！

柳也：ふう、危あぶねえな。

ミナリ：なんとかひとつは確保したけど……。

紫帆：三郎が鴉と出会っちゃった……。

ＧＭ：三郎を見て、鴉が一言つぶやく。




「……ここにいたか」

　言葉と共に、鴉の目が開かれる。

「会いたくねえと思ったが、やっぱりこんなことかよ！」

　痛いたみに耐たえるような口調で三郎が言葉を絞しぼり出だす。




　鴉はえぐるような仕草で紫帆から手を引き抜ぬく。

　その手には、三つの〝賢者の石〟が輝かがやいていた。




ＧＭ：……ちなみに紫帆にはなんの外がい傷しようもない。

薫：石だけを取り除のぞいたってことだね。

ＧＭ：そう。そして紫帆は巨きよ大だいな喪そう失しつ感に襲おそわれる。自分の半分が失われたような、そんな感覚と共にひどいめまいを感じる。

紫帆：よたよたと数歩歩いて倒れちゃいそう。

ミナリ：じゃあ慌てて紫帆の前に割わって入ります。……鴉、何を……！

ＧＭ：鴉は何も答えない。そして姿すがたがかき消えたかと思うと、倒たおれたアキューズの横に現われる。彼の目はアキューズの右腕に向いている。

柳也：今度はこっちの石か！

ＧＭ：こっちの石は鴉が手を触ふれるだけで簡単に抜き取られる。

薫：アキューズが死んでるからか。……ホントに七つの〝銀なる石〟を集めるのかい？

ＧＭ：「…………」鴉は何も答えない。だが、それがある意味答えになっている。

ミナリ：なぜですか？　あなたは石を集めても統合はできない！　集めてもヘルメスの言う〝神〟にはなれないんですよ！

ＧＭ：「神になどなれなくとも、できることはある」そう言いつつ、鴉は再び倒れた紫帆へ向き直ろうとして───〝銀目の鴉〟は動きを止める。

柳也：……む？

ＧＭ：「ぐ……！」とうめき、膝ひざをつく。額ひたいには脂あぶら汗あせが。

ミナリ：…………。

ＧＭ：そして彼は一度紫帆を見た後、その場から姿を消す。

柳也：撤てつ退たい、した？

薫：本当に僕が言ったとおり、彼には致ち命めい的てきな何かがあるみたいだね。

ミナリ：何をするつもりなんでしょう、鴉は……。

紫帆：…………。




　歪む視し界かいの中、紫帆は鴉の去っていった闇やみを見つめていた。

　最後に去る時に、鴉の目は何かを語っていなかったか。

〝賢者の石〟を奪うばうその時ですら、彼は殺気を放っていなかった。

　どこか悲ひ哀あいを感じさせるそのまなざしを思い出しながら、紫帆は意い識しきを失った。







《マインドエンハンス》　一時的に集中力を高めるエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：では改めてエンディングフェイズに移うつります。

柳也：…………予想外の追加でびっくりしたぜ。

薫：まさかあの展開でクライマックスがふたつあるとはねえ。

ＧＭ：アキューズ戦で侵しん蝕しよく率りつがあがった後で起こすことによって、対たい応おう策さくが変わってくるからね。その辺を狙ねらってみた。……で、自律判定はどうだった？

柳也：初めて！　初めて自律判定のダイスがよかった！　二倍振りで余よ裕ゆうだったぜ！

ミナリ：私も二倍振りです。最後に攻撃しなかったから、そんなに苦労は無かったですね。

紫帆：うーん、わたしは三倍振り。……一応二倍でも戻もどってくる目はあったんだけどなあ。

ＧＭ：ほんのちょっと足りなかったとか？

紫帆：あと４点足りなかったです。で、三倍振りに。

薫：僕は三倍振りで戻ってきたよー。まあタイタス結構使ったからねえ。

柳也：いや、それで助かったぜ。

ＧＭ：それでは皆みなさん生せい還かんおめでとうございます。……というわけでエンディングのシーンに行きましょう。







◆Ending 01◆狂きよう気きの錬れん金きん術じゆつ師し


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　鋼はがねに囲まれた部屋の中。打ち付けられた椅い子すにひとりの男性が座すわらされていた。

　拘こう束そく衣いを着せられ、椅子に固定。それが、ヘルメスの創そう始し者しやトートの今の姿すがただった。




ＧＭ：では最初のエンディング。……ミナリのシーン。

ミナリ：トートはどうなりました？

ＧＭ：あのまま地下駐車場に放置されてるから、キミたちの好きにできるけど。

ミナリ：では彼を捕ほ縛ばくします。その上で尋じん問もんをしたいんですが。

ＧＭ：ＯＫ。……ではＵＧＮの日本支し部ぶに連行したことにしようか。対オーヴァード用の拘束具だのなんだのをつけられて、尋問室に捕つかまっているところからスタートだ。

ミナリ：拘束具……。ええと、私はペンチとか謎なぞの注ちゆう射しや器きとか用意した方がいいですね（笑）。

柳也：拷ごう問もんしたいのかよ！（笑）

ミナリ：冗じよう談だんです（笑）。……では私は同じ部屋に入ってトートの前に立ちます。

ＧＭ：トートはミナリを憎にく々にくしげに見る。

ミナリ：あなたに質しつ問もんがあります。……〝銀目の鴉からす〟の目的を知っていますか？

ＧＭ：トートはさげすむつもりで言う。「まさか。……私にあの〝ミュール〟の考えなどわかるはずもない」

ミナリ：……ミュール？

ＧＭ：「ミュールはミュールだ。あの七つの石を作り出すために使った実験素そ材ざいのことだ」

薫：鴉のことみたいだねえ。

柳也：ミュールってなんだ？

紫帆：確か……ラバのことだったかな？　ロバと馬を掛かけ合わせた。

ミナリ：ミュール……それが〝銀目の鴉〟の本当の名前なのですか？

ＧＭ：「アレに名前など無い」

ミナリ：……ではなぜあなたはミュールと？

ＧＭ：「ミュールはあだ名だ。アレは私の発明品。ただ〝賢者の石〟を加工するために作り出した自じ我がのない肉人形。だから、私はミュールと呼よんでいるのだよ。……役立たずのラバ、ミュールとな！」

ミナリ：えっ？

柳也：待て待て待て。今、ツッコミどころ満まん載さいのことを言わなかったか、コイツ。

紫帆：鴉が……自我の無い？　人形？　発明品？

ミナリ：少し殺気を発しながら言います。……どういうことか、わかりやすく説明を。

ＧＭ：「ふん、いいだろう」傲ごう然ぜんと言うトート。「ものを知らぬ小こ娘むすめに講こう義ぎをしてやろう」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「いいか、〝賢者の石〟はそれ自体に干かん渉しようすることが極めて難むずかしい代しろ物ものだ。通つう常じようの方法では石を分ぶん割かつすることなどできん。石に干渉するためには、どうしてもそれを埋うめ込こんでいる適てき合ごう体を通す必要がある」

ミナリ：……続けて。

ＧＭ：「だが、通常の適合体では度たび重なる実験に耐えられなくなる。そこで作り出したのがあのミュールよ。人間としての機能は持ち合わせているが、自我の無い人形。無から生まれた現げん代だいのホムンクルス。〝賢者の石〟の実験をするための素材だ」

薫：つまり……〝銀目の鴉〟はトートが作り出した人じん造ぞう生命？

柳也：そう、いうことになるな……。

ミナリ：そこまでは理り解かいしました。しかし、自我の無い、とはどういう意味？〝銀目の鴉〟は明らかに自分の意い志しで動いている。

ＧＭ：「ふん！　そんなことはわからん！　だいたいなぜアレが暴ぼう走そうし、我われらに刃は向むかったのかもわからぬのだ！　……あの事じ故こさえなければ今ごろは……」

ミナリ：…………ミュール、か。

紫帆：確かラバは遺い伝でん的てきに弱いんでしたよね。

ＧＭ：そうそう。生せい殖しよく能のう力りよくもない。……ちなみにミュールは有名なＳＦシリーズ『ファウンデーション』に出てくるミュータントの名前ね。トートがそこから取ったという設せつ定てい。

ミナリ：とりあえず質問を変えましょう。……七村紫帆、彼女はどこの誰なの？

ＧＭ：「紫帆？　実験体[image: ]０７のことか？　……アレはただの実験体だ。ミュールのレネゲイドを移植して発症しなかった唯一の子だ」

ミナリ：発症……しなかった？

ＧＭ：「そうだ。神となるべき素材には、実験を行ないつつも日常生活が不可欠。だからミュールのレネゲイドを受け、さらに発症しない検体が必要だった。……それが我らヘルメスの研究員の子であったことは幸運だったがな」

柳也：紫帆の親が……ヘルメスの一員なのか。

ミナリ：紫帆の両親って資し産さん家かだったっけ？

紫帆：うん。ライフパスでそうなってた。……でも、ずいぶん前に死んじゃってて。

ＧＭ：「あの娘を選んだのはそれだけにすぎん。だが───あの奇き妙みような黒い人ひと影かげ。……〝賢者の石〟の意識体だと？　あんなものは見たことがない。あれは一体どういうことだ？」

ミナリ：……三郎のこと？

薫：そう言えば月柄くん……というかトートは三郎に釘くぎ付づけだったねえ。

柳也：この口ぶりからすると、三郎の存在もヘルメスの範はん疇ちゆう外ってことか。

ＧＭ：「〝賢者の石〟には前の持ち主の意識が宿ることがある。それとアクセスをした事例もある。……だが、自我をはっきりと持ち、さらに外部へ影えい響きようを与あたえる例など考えられん。これはまた新たな……」とか、もう独ひとり言のようにつぶやき続けるトート。

ミナリ：ふう、やれやれ。……聞けることはこんなものですかね。

柳也：そうだな。

ミナリ：では───話は終わりなので出ていきます。

ＧＭ：するとトートが叫さけぶ。「待て！　私をここに置いておくつもりか！　出せ！　私をここから出せば、人は神になれるのだぞ！　……いいか、神だ！」

ミナリ：……肩かた越ごしに、ちらりと目をやって冷たく言います。




「神なんて……そんなものはこの世にはいない」

　真っ向から否定されたトートの顔が焦あせりにゆがむ。

「ま、待て！　待てええええええええええっ！」

　絶ぜつ叫きようを聞きながら、ミナリはゆっくりと扉とびらを閉しめた。




　後日、トートはこの尋問室で殺害された。

　どこからも入る場所のない、監かん視しされた空間で殺されたという話にもミナリは何も驚おどろきは感じなかった。あの〝銀目の鴉〟ならば、それぐらいのことは可能だろうから。







◆Ending 02◆終局へ向けて


ScenePlayer ─── 千城寺薫






　鳴島市海浜公園側に唐突に現われた洋館、セント・ジョージ研究所。

　奇妙なほどイバラに覆われたその館で、薫は一いつ心しん不ふ乱らんにパイプオルガンを弾ひいていた。

　……横にいる、テレーズのいやな顔を微み塵じんも気にせずに。




ＧＭ：では次のシーン。薫のエンディング。

薫：僕はテレーズちゃんと話せばいいんだよね？

ＧＭ：ま、まあこっちで想定していたエンディングはそんな感じですが。

薫：では、会見場所はセント・ジョージラボで。

柳也：まだ出すのかよ、あれ（笑）。

薫：そりゃあねえ。その大だい聖せい堂どうで僕はパイプオルガンを弾いているというわけさ。

紫帆：だ、大聖堂って……。

ミナリ：研究所に大聖堂があるんですか！

薫：あるよ。セント・ジョージだもん。




　どんな理り屈くつか。




ＧＭ：……ま、まあツッコむのはやめておこう。

薫：で、荘そう厳ごんな音楽を奏かなでた後にテレーズちゃんに言おう。……これはレクイエムですよ。

ＧＭ：「レクイエム？　今回死んだアキューズの？」

薫：いいや、終わりゆくこの世界への。

ＧＭ：「勝手に終わらせないでよ」とテレーズは言う。

薫：当然です。まだまだこの世界も面白くなりそうだからね。

ＧＭ：「まったく……どこまで本気なんだかわからないわね、薫は」

薫：全部本気ですよ、いやだなあ、はっはっは。

ＧＭ：「…………」テレーズはちょっと冷たい目で薫を見てから言う。「どちらにせよ、大事になりそうね。鴉が七つの石を手に入れれば……いや、誰が石を集めても」

薫：そうですねえ。紫帆くんが集めた分だけでも、世界中の〝賢者の石〟に影えい響きようを与あたえたわけですから。

ＧＭ：「前回は〝賢者の石〟を起点にして、オーヴァード全体にも影響を与えかけたわよ」

紫帆：…………。

薫：ヘルメスについては一応解かい決けつしたとして……これからどうします？

ＧＭ：「帰るわけにはいかないでしょう。本当の危き機きはこれからかもしれないのに」

薫：ＵＧＮとして───本ほん格かく的てきに動くと？

ＧＭ：「状じよう況きようによってはね」

薫：それはつまり……紫帆くんを殺す、ということですか？

紫帆：えっ!?

柳也：……状況を考えればそれが一番いい方法だからな。残りの石がひとつになったことだし。殺すまで行かなくとも、石を守るために紫帆を人間扱あつかいしないっていうのは。

ＧＭ：テレーズはため息をつく。「そこまではしたくない。それはある意味でＵＧＮの目標をねじ曲げることになるから。でも……」

薫：でも？

ＧＭ：「どうしようもないときにはその手も打つわ。……それが現げん実じつだから」

薫：勇ましいですねえ。ともあれ、そろそろ物語も終わりそうです。……とまたパイプオルガンを弾ひき始めるよ。




「最後まで、戦いを見続けたいですね。お互たがいに」

　重々しい曲を弾きながら、薫は言う。あくまで口調は朗ほがらかに。

　そんな彼から目線をはずし、テレーズは窓まど越ごしに空を見る。

　……イヤミなほどに、空は晴はれ渡わたっていた。







◆Ending 03◆果たされぬ約束


ScenePlayer ─── 九条柳也






　突つき抜ぬけるような青い空を見ながら、柳也はけだるげに紫し煙えんを吐はき出す。

　喫きつ茶さペリゴールのカウンターの中。柳也は足を投げ出して座すわっていた。

　客はひとりもいない。……いつもの風景。




ＧＭ：では柳也のエンディング。

柳也：ちょっとやりたいことがあるんだけど、クライマックスの時点でアキューズのミラーシェードを持ってきたことにしていいか？

ＧＭ：ああ、構かまわないよ。

柳也：トートの方はミナリが決着をつけてくれたし、……つーかもうどうでもよくなったしな、ヤツは。

ミナリ：それでいいんですか？

柳也：ヤツをどうにかしたところで、槙絵が帰ってくるわけでも、俺の人生が変わるわけでもないだろ。ヤツの理想は、個人的にどうでもいいしな。

ミナリ：…………。

柳也：つーわけで、面めん倒どうなことは全部ミナリに任まかせて俺はいつもの通りペリゴールでボーッとしているさ。誰もいない店内でタバコを吸すいながら、ボーッとな。

ＧＭ：ではシーンはペリゴール店内。

柳也：何とはなしに空を見上げてるんだが、ポケットを探さぐるとあの時拾ったミラーシェードが出てくる。

ＧＭ：そのミラーシェードはあちこちが欠けており、戦せん闘とうの激はげしさを物語っている。

柳也：それを見てふと思い立ち、俺はカウンターを立つ。……で、隠かくしてあるコーヒー豆を出す。さらに───。




　豆をひき、湯を入れる。

　ひとつひとつを丁てい寧ねいに行ない、柳也はコーヒーを淹いれる。




柳也：そのコーヒーを誰もいない席に置く。……で、隣となりにミラーシェードを。

ＧＭ：……あいかわらず客は来ない。この空間には柳也しかいない。

柳也：一息ついてミラーシェードに言う。




「やっぱり───果たせない約束だったな」

　どこかあざ笑うように、名残なごりを惜おしむように柳也は言う。

「遅おそくなったが、一いつ杯ぱいだけはおごってやるよ」

　それはアキューズと交わした他愛のない一言。

　敵てき同どう士しではかなわない口約束。




柳也：で、そのままタバコを吸いながらボーッとしてる。




　ゆっくりと、ゆっくりと柳也はタバコをふかす。

　空が赤みがかるまで、ゆっくりと。




　日が暮れた後、柳也はおもむろにカップを取り、一息に冷めたコーヒーを飲のみ干ほした。

　そしてどう猛もうな笑みを浮かべてつぶやく。

「ま、アイツなら地じ獄ごくでも思う存ぞん分ぶんやってるだろうがな」




　そうして弔とむらいは終わった。後は───終局に備そなえるのみ。







◆Ending 04◆奪うばわれた、もの


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　よく晴れたある日。

　クラスの中は近づいてきた試験の話と、春休みの話で持ちきりのある日。

　紫帆は心ここにあらずと言った様子でその風景を見ていた。




　まるで夢ゆめを見ているように。




ＧＭ：そして最後のエンディング。紫帆のシーンだ。

紫帆：あ、はい。

ＧＭ：アキューズとの戦いの翌よく日じつ。紫帆は未だに喪そう失しつ感というか、違い和わ感のようなものがぬぐえない。

紫帆：え？　……別に体に傷きずが残っているわけじゃないですよね。

ＧＭ：傷は無いよ。

薫：まあ、でも心臓あたりに埋うまっている〝賢者の石〟に干かん渉しようされたわけだし。そういうものが残ってもおかしくはないのかもねえ。

ＧＭ：で、今日はいつもどおり学校に来ている。……周りではクラスメイトがこの間と同じような会話をしている。

ミナリ：ああ、オープニングの繰くり返かえしのような。

ＧＭ：そうそう。「そろそろ試験だよー」とか、「春休みになったらなにしようか？」みたいな会話が。

紫帆：わたしは……またぽけーっとそれを見ている感じかなあ。

薫：（生徒になって）「休みになったらプールに行こうよ。アクアパークの」

ミナリ：（同じく生徒になって）「えー、まだ寒いよー」

ＧＭ：「寒いからいいんじゃない。今だから面白いこともあるって！　……ね、紫帆もそう思うでしょ？」と、ひとりの女生徒が紫帆に聞く。

紫帆：え……？

ＧＭ：「だからアクアパークだって」

紫帆：あー……、ごめん、聞いてなかった。

ＧＭ：「聞いてなかったって……」と言って、その女生徒はホントに心配そうな顔になる。「どうしたの、紫帆。調子おかしくない？」

紫帆：あ、いや、体調は大丈夫だよ。

ＧＭ：「でもこないだもそんな感じだったし。絶ぜつ対たいおかしいよ」

紫帆：やっぱ、そうかなあ。

ＧＭ：「何か、あったの？」

紫帆：…………。




　その一言で、紫帆の脳のう裏りに昨日のことがフラッシュバックする。

〝賢者の石〟を奪うばわれた時。三郎が鴉の前に出しゆつ現げんしたあの瞬間。

　あの瞬間に───。




紫帆：何か、足りなくなった感じがするんだ。……泉いずみがいなくなった時みたいな……。

ＧＭ：泉の話が出ると、周りのクラスメイトも暗い顔になる。……彼女がいなくなった後、紫帆が落ち込こんでたのは知っているだろうし。

紫帆：あ、いや、ごめん！　……わたし、ちょっと飲み物とか買ってくるね！　……ちょっと空気が悪くなっちゃったんで、教室から出て行きます。

ＧＭ：では紫帆は教室を出て、階かい段だんを降おり、踊おどり場まで来たところでふと気づく。あの瞬間から、三郎の声を一切聞いていないことに。

紫帆：……え？

ＧＭ：三つの〝賢者の石〟を奪われたあの時から、三郎の反はん応のうが無い。

紫帆：ちょ、ちょっと呼よびかけてみます。……さ、三郎？

ＧＭ：反応はまったくない。いや、むしろ今までどこかで感じていた、〝三郎がいる〟という感覚すらなくなっている。

紫帆：……っ！




　視界が真っ白になる。周りから音が消えていく。

　共にいるべきはずのものがいない。

　ただそれだけの事実があまりにも強い絶ぜつ望ぼうとなって紫帆を襲おそう。




　知らないうちに、紫帆は膝ひざをついていた。

　だが、どれだけ絶望しても事実は変えられない。

　三郎は───消えてしまったのだ。




　震える唇から言葉が漏れる。

「……わたし、もうどうしていいかわからないよ……」





To be continued
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　　　PREPLAY




　第一回の収しゆう録ろくを終えた翌よく日じつ。私は早速最後のセッションのシナリオ調整を行なった。

　前回のシナリオはＰＣの行動によってストーリーがいくつか分岐するように仕掛けが為されていた。具体的には「紫帆が持つ〝賢者の石〟の数」と「三郎の行方」のふたつによって次のセッション内容を変更しようと思っていたのだ。

　結果はお読みいただいたとおり。ほぼ私の想定通りの結果となった。




　セッションの結果を反映し、シナリオを調整しながら私はふと思う。

　もし、このアライブシリーズとまったく同じシナリオを、別のプレイヤーで遊んでみたらどんな結果になるのだろうか。

　おそらく最終回のシナリオは今と異なったものになるに違いない。キャンペーンの最終回は、それまでのセッションの積み重ねによって構築される。プレイヤーが違えばその結果も違う。……つまり、今自分が作っている最終回は誰にも再現できない唯一のものなのだ。

　感慨深くなりつつ、私は無事に最終回のシナリオを作りあげた。




　───そしてセッション当日。




ＧＭ：『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』最後のセッションを開始しましょうー。

一同：よろしくお願いしまーす。

ＧＭ：最後だからがんばってくれ。……いつも以上に戦せん闘とうは厳きびしいからさ（笑）。

柳也：ぐえー（笑）。

薫：矢野くん、そこだけは徹てつ底ていしてるよね（笑）。

ＧＭ：そりゃあもう（笑）。さて、まずハンドアウトから読み上げます。




▼ＰＣ①：七村紫帆用ハンドアウト

ロイス：三郎　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：親近感／ネガティブ：不安

　六つの〝賢者の石〟を奪うばわれてから、キミは三郎の声を聞くことができなくなった。

　オーヴァードとしてキミが覚かく醒せいして以来、キミは本当の意味でひとりになったことが無い。

　それは三郎が常つねにキミの側におり、何かと口を出していたからだ。

　だが、その彼はいなくなってしまったのだ───。




紫帆：三郎、本当にいなくなっちゃったんだ……。

柳也：やっぱ、あの時鴉からすに取られたのか？

薫：消しよう滅めつさせられたってことも考えられるよ。

ミナリ：三郎の正体が結局なんだかわからないから、なんとも言えませんね。

紫帆：どっちにしても追おい詰つめられてる感じだなー。出自といい、三郎といい、どんどん自分のよりどころが無くなっていく気がする……。

ＧＭ：話の焦点が紫帆にあることは間違いないですからね。その分追い詰めますよ。




▼ＰＣ②：八重垣ミナリ用ハンドアウト

ロイス：銀目の鴉　　　推奨感情　ポジティブ：尊そん敬けい／ネガティブ：猜さい疑ぎ心しん

　キミを犯はん罪ざい組そ織しきから助け、紫帆をオーヴァードとして覚醒させた人物、〝銀目の鴉〟。

　その謎なぞめいたオーヴァードがついに本ほん格かく的てきな動きを見せ始めた。

　彼は鳴島市のポートタワー屋上で、超ちよう広こう範はん囲いの《ワーディング》を展てん開かいしはじめたのだ。

　いまのところ市民生活に大きな支し障しようは出ていない。……彼の目的は一体なんだろうか。




ミナリ：ポートタワー？

ＧＭ：鳴島市で一番高い建けん造ぞう物ぶつだと思ってくれ。

ミナリ：ええと……鴉は高いところが好き？（笑）

柳也：なにせカラスだからな！（笑）

ＧＭ：違うわ！（笑）　理由は《ワーディング》を広こう域いきで展開しやすそうだから。

ミナリ：普ふ通つうの《ワーディング》なんですか？　レベルが高かったりとかは？

ＧＭ：まあ高いかも。……意味無いけど確たしかに強そうだな（笑）。




▼ＰＣ③：九条柳也用ハンドアウト

ロイス：銀目の鴉　　　推奨感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

　キミの妹、槙絵を殺した組織、ヘルメス。そのヘルメスによって生まれ、そしてかの組織を潰つぶしたオーヴァード、〝銀目の鴉〟。

　その謎めいたオーヴァードがついに本格的な動きを見せ始めた。

　彼の展開した《ワーディング》により、鳴島市はすっぽりと覆おおわれてしまった。

　ＵＧＮは鴉に攻こう撃げきを仕掛けてみたが、何もできずに撃げき退たいされたという。

　……彼の目的は一体なんだろうか。




柳也：微妙にミナリのハンドアウトに似にてるな。

ＧＭ：ミナリ、柳也、薫のハンドアウトには、ちょっとずつ状じよう況きよう説明が書いてあるんだよ。

柳也：ほ～。ミナリのハンドアウトには《ワーディング》のことが書いてあって、俺のところにはＵＧＮについて書いてあるわけか。

ミナリ：なるほど……。

薫：ところで、鴉の活動っていうのはポートタワーの上での巣作りのことかい？（笑）

ミナリ：あー、ハンガーのかけらとか拾ってきて作るんですよね、カラスの巣って（笑）。

紫帆：いやいやいや、そんなことしてないでしょ（笑）。

ＧＭ：…………案外あってるかも。

柳也：そうなのかよ！（笑）




▼ＰＣ④：千城寺薫用ハンドアウト

ロイス：銀目の鴉　　　推奨感情　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：恐きよう怖ふ

　ヘルメスによる〝賢者の石〟生成計画の要かなめだった存そん在ざい、〝銀目の鴉〟。

　その謎めいたオーヴァードがついに本格的な動きを見せ始めた。

　鳴島市を覆う鴉の《ワーディング》。鴉を撃退できないＵＧＮは、紫帆を鳴島市から退避させることを決意。また、キミたちにも鴉との接触を命じてきた。

紫帆：た、退避!?

柳也：……まっとうな判断だな。今の鴉と紫帆とを接触させたくないってことだろ。

薫：ちなみにＵＧＮの指し揮きを執とってるのはテレーズちゃんかい？

ＧＭ：その通り。

薫：まー、それなら納なつ得とくだねえ。あの子ならそういう命令をしそうだから。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：本日のテーマは〝レネゲイド〟。前回と今回合わせてひとつのテーマだよ。

紫帆：前はそれほどテーマ性せいには踏ふみ込こんでない感じだったけど……。

薫：それを踏まえて今回で踏み込んでくるんじゃない？

ＧＭ：ま、その辺もプレイ中にわかってくるから。まずは成長の報ほう告こくをしてもらおう。今回成長できるのはミナリと柳也だね。

ミナリ：経けい験けん点！　久ひさしぶりの経験点ですよ！（笑）

柳也：俺なんていつ以来の成長なんだか……（笑）。

ＧＭ：ともあれ、ひとりずつ確かく認にんしていこうか。




▼七村紫帆～しのとうこ

ＧＭ：紫帆は特にデータ的な変化は無し？

紫帆：無いです。

ミナリ：こう……、人間的に大きくなったとかは？

紫帆：（黙だまって笑顔）

ミナリ：…………すいません。

ＧＭ：なんだ今のやりとり（笑）。

柳也：すごい切り返しだったな（笑）。

薫：しのさんの成長を見た……（笑）。

紫帆：そんな成長じゃないですから！　とにかくわたしは何も変更ありません！（笑）




▼八重垣ミナリ～安達洋介

ミナリ：うーん、いろいろ悩なやみ中なんですが……とりあえず《クロスバースト》を取りました。侵蝕率は重いですが、火力がごりっと上がります。後は……《韋い駄だ天てん》を。

紫帆：移い動どう攻撃系けいのエフェクトかー。

ミナリ：これでカバーリング位置を取りながら攻撃できるし。

ＧＭ：きっちり強化してきたな。

ミナリ：最終回ですからね（笑）。




▼九条柳也～伊藤和幸

ＧＭ：で、もうひとり成長ができる柳也は？

柳也：ひとつは《時間調ちよう律りつ》。これで《サポートデバイス》と《灰はい色いろの庭》が両立するぜ。

ミナリ：そして侵蝕率もすごいことに（笑）。

柳也：ホントだよ！　セットアップだけで侵蝕率11％アップとかなんなんだよ、俺！（笑）

紫帆：自分で取ってるのに……（笑）。

ＧＭ：もうひとつはどうする？

柳也：ん～、悩なやむが《ドッペルゲンガー》のレベルを上げた。最近使用回数制せい限げんが厳しいからな。

薫：戦闘がちょっとずつ長くなってるからねえ。

柳也：おう。それに相手へのダイスペナルティも多くなるしな。……６個くらい？

紫帆：６個って聞くと、ちょっといい感じですね。

柳也：だろ？




▼千城寺薫～田中信二

ＧＭ：薫は何か変化はありますか？

薫：防ぼう弾だん防刃ジャケットを固定化したよ。気休めだけど無いよりはいい。

ミナリ：トループとかの攻撃で死んだりするとイヤですからね。

薫：そうそう。それに防ぼう御ぎよ力りよくがあれば、タイタスをみんなに配れる枚まい数すうが多くなるじゃない？

柳也：そうだな。前回はそれにお世話になったからな。

薫：一度、タイタスを思う存ぞん分ぶんばらまくような戦い方をしてみたいなあ……。

ＧＭ：そんなに夢ゆめ見みるように言わなくても（笑）。

薫：いや、夢じゃないか（笑）。

柳也：まあ、普通は侵蝕率上がっちまうからな。

薫：うん、チャンスがあればトライしてみるよ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では最後にＰＣ間ロイスを。ミナリ、柳也、薫は全員紫帆へロイスを結んでください。……紫帆はこの三人の中からひとりを選んで結んでください。

紫帆：ひとり！

他の三人：（突とつ然ぜん紫帆へほほえみかける）

紫帆：な、なにその顔！（笑）

ミナリ：いや、ほら、この選せん択たくで戦闘中の行動が変わるわけじゃない？

紫帆：そうなの!?

ミナリ：そうそう。……ところでカバーリングは必要だよねえ？（笑）

ＧＭ：って脅おどすなよ（笑）。

ミナリ：はい、冗談です（笑）。

紫帆：あー、よかった（笑）。

柳也：先に決めちまうぞ。俺は紫帆にポジティブが〝庇ひ護ご〟、ネガティブが〝不安〟で。

ＧＭ：前と同じか。……キミは変わらんなあ。

柳也：変わらない！　何も変わらない！　……つまり……なにも成長していない……（笑）。

紫帆：なんでひとりで悲しそうにしてるんですか（笑）。

ミナリ：特に今回は経験点入ったのに（笑）。

薫：僕も紫帆くんにポジティブ〝好奇心〟、ネガティブ〝憐れん憫びん〟で変わらず。……まあ、そう簡かん単たんに感情が変わるわけでもなし。

柳也：薫はそうだろうな。

ミナリ：そういえば、悪人を目指してた話はどうなったんですか？

薫：……え？

ミナリ：ほら、最初は「悪人を目指す」って……。

薫：……え？（笑）

ミナリ：あ、いや、すいません（笑）。

柳也：すごい笑顔だったな……（笑）。

ミナリ：気を取り直して私ですが、ちょっと変えて紫帆に〝誠せい意い〟と〝不安〟。……最近三郎の名前を呼よびながらさまよっているから〝不安〟。

紫帆：そんな挙きよ動どう不ふ審しんなことしてないよ！（笑）

ＧＭ：そこまでされてたら俺も困こまるわ（笑）。……で、紫帆は結局誰だれにした？

紫帆：一番身近な委員長に。……ポジティブが〝信しん頼らい〟でネガティブが〝食しよく傷しよう〟にします。

ミナリ：〝食傷〟！　うざがられてる！（笑）

紫帆：前から〝厭気〟とか〝食傷〟だったよ。

ミナリ：前から！（笑）

ＧＭ：ショック受けすぎだ（笑）。……では、全員が取ったところでシナリオを開始しよう。

一同：はーい。







レベルが高かったり～　エフェクトにはすべてレベルが設定されており、《ワーディング》も例外ではない。だが、《ワーディング》はレベルが上がっても効果は変わらない。ミナリはなんとなく強そうだから、という理由でこの発言をしている。

《クロスバースト》　熱量を最大限に操って攻撃するサラマンダーのエフェクト。

《韋駄天》　加速装置を内蔵し、移動即攻撃が可能となるブラックドッグのエフェクト。

《時間調律》　自分の時間を調整し、一度にふたつの物事をこなすバロールのエフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆空白の日々


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　三郎がいなくなってから少しの時が過すぎた。

　学校ではテストが終わり、後は三学期の締しめを残すのみ。

　そんな日々を、紫帆は抜ぬけ殻がらのように過ごしていた。

　ただクラスに出て、ただ生活をする。空白の日々を。




ＧＭ：では最初のシーンは紫帆のオープニング。……前の事じ件けんから二週間ほどが経たったころ。

紫帆：二週間、というともう春休み？

ＧＭ：前がテスト前くらいだったから……今はテスト休み期間だ。

柳也：テスト休み！　そんなのがあるのか！

ＧＭ：全ぜん寮りよう制せいの学校だし、生徒たちが実家に帰る準じゆん備びのためにも休みはあるだろう。

ミナリ：ええと、次は高校二年生になるんですよね。

紫帆：春休みかー。

ＧＭ：そしてハンドアウトにも書いたけど、この間三郎はまったく反はん応のうが無い。

紫帆：…………。

ＧＭ：さらに言えば、紫帆の〝賢けん者じやの石〟が少し力を失ったことも直感的にわかる。

紫帆：やっぱりショックだと思うから、どこかボーッとして過ごしているかなあ。

薫：誰だれかに相談とかはするのかい？

紫帆：んー……、委員長に話くらいはしてると思います。

ミナリ：うん、最近挙動がおかしいので知ってます。

柳也：なんで執しつ拗ように挙動がおかしいことにしたいんだ（笑）。

ミナリ：ほら、最終話だし。

ＧＭ：最終話だと挙動がおかしくなるのか！（笑）

ミナリ：ほら、なるべく追おい詰つめたいじゃないですか！　だからぬいぐるみに三郎って名前をつけたりとか！（紫帆に）どうですか！（笑）




　どうですか、ではない。




紫帆：（力いっぱい）いや！　しないから！（笑）

薫：まあ、そうだよねえ（笑）。

紫帆：でも実じつ際さいのところ、ほとんど寝ねて過ごしているくらいの感じだと思います。三巻の時に自分が普通の人間じゃないって知って、さらに三郎までいなくなって、正直どうしていいかわからないから……。

ミナリ：それは……まあ……。

紫帆：これから自分がどうすればいいかとか、三郎のこととかをずーっと考えてる……、みたいな状じよう態たいになってます。部屋にいるときは、特に。

ＧＭ：とりとめもなく思考しちゃってる感じだな。じゃあ───。




　食堂でお茶を飲みながら、紫帆は散さん漫まんに考える。

　実験体[image: ]０７。それが自分の正体だと〝賢者の石〟の中で知った。

　その事実を、同じ実験体であった鴉をどう受け止めればいいのか分からない。

　なにもかもが分からない中で───紫帆は自分の道を見失っていた。

　そして、こんな時に乱らん暴ぼうな物言いで意見をくれる小さな人ひと影かげはもういない。




紫帆：前なら、こんな感じだと「しゃきっとしろー」とか言われてたのにな……。

ＧＭ：ではその時に横からクラスメイトが、「紫帆、今いい？」と声をかけてくる。

紫帆：あ、うん、いいよー。

ＧＭ：「あのさ、そろそろテスト休みも終わるし、今日外に何か食べに行かない？」

紫帆：あ……。

ＧＭ：「三学期終わったら学年変わってクラスも変わるし、今の内に遊ぼうよ」

紫帆：あー、いや、その……。……ごめん、今日はちょっと……。

ＧＭ：「あ、そうなんだ……」

柳也：確たしかにそういう気分じゃねえよな。

ＧＭ：すると他のクラスメイトが、「え、紫帆来ないの？」と聞くと、また別の生徒が「ほら、紫帆最近調子が悪そうだから……」と言いつつ声は離はなれていく。

紫帆：う～、友達にも心配かけてるなあ……。




　どこか周りから取り残されているような、いや自分が離れて行っているような。

　そんな気分を覚えながら、紫帆はため息をつく。




紫帆：へこみながら部屋に帰ろう。とぼとぼと本ほん能のう的てきに部屋まで戻もどります。……で、扉とびら開けて視し界かいがベッドをロックオンしたらそのままぱたーん、と倒たおれる。

[image: ]

薫：なんか……このまま死ぬんじゃないかってくらい憔しよう悴すいしてるね。

紫帆：燃もえ尽つきてます……（笑）。

ＧＭ：そのまま紫帆がうとうとし始めるわけだ。

紫帆：うん。きっと同じようなことを延えん々えんと考えながら目を閉とじます。

ＧＭ：ではしばらくまどろんでいると───「聞こえるか？」と、唐とう突とつに頭の中に声が響ひびく。

紫帆：うわっ!?　な、なに!?　え、三郎？

ＧＭ：その声は三郎……じゃなくて鴉の声だね。

紫帆：か、鴉!?

ミナリ：（唐突に）今日で六回目。最近頻ひん繁ぱんに連れん絡らくがある。

柳也：どんな連絡方法だよ！（笑）

ＧＭ：来てないよ！（笑）

紫帆：……よかった。最近よく来てるとか言われたら……。

ＧＭ：今回が初めてです、ご安心を（笑）。で、鴉は紫帆が慌あわてた雰ふん囲い気きを察したらしく、「む……」と言って黙だまる。

紫帆：黙られても困こまる！（笑）えーと……その、失礼しました。

ＧＭ：「む……こちらこそすまん」

紫帆：…………。

ＧＭ：「…………」

紫帆：またこんな空気に！（笑）

柳也：なんでいつもこうなるんだろうな（笑）。

ＧＭ：しばらく黙った後に鴉が切り出す。「話がある」

紫帆：な、なんですか？

ＧＭ：「単刀直入に言う。……最後の〝賢者の石〟を渡わたして欲ほしい」

紫帆：…………う、そ、それは……。

ミナリ：え～と、紫帆の石は心しん臓ぞうの代わりになってるんだよね。渡すと死んじゃう？

ＧＭ：いや、それは無い。通つう常じようの外科的方法で抜ぬくと死ぬが、〝銀なる石〟同士の移い動どうであれば問題無い。……まひろさんの石は脊せき髄ずいにあったけど、問題は無いでしょ？

柳也：そういやそうだったな。

ミナリ：だとすると鴉に石を渡しちゃいけない理由は？

薫：彼の目的がわからないことかな。

紫帆：それもあるけど……、この石を取られると多分記き憶おくが……。

ミナリ：記憶？

柳也：あ！　そうか！　その設せつ定ていあったな！

ＧＭ：思い出したようだね。……〝銀なる石〟は失うと、石関連の記憶がだんだんと消えていく。それこそ、まひろがそうだったようにね。

ミナリ：あ……、最後の石を渡すと、紫帆の記憶も消えちゃうのか……。

紫帆：うん。……これを持って行かれたら、大事な思い出が無くなるから……。

ＧＭ：すると、鴉はさすがに言葉を止める。

紫帆：わたしからも聞かせてください。あなたは〝賢者の石〟を使って何がしたいんですか？

ＧＭ：鴉はしばらく沈黙してから言う。「……世界を、変えたい」

紫帆：せ、世界!?　なんかすごい単語が出てきた……。

薫：壮そう大だいになってきたねえ。

紫帆：えーと……、それは、その、どうやって？　というかなぜ？

ＧＭ：「それは───」と鴉が何か言いかけたところで、急に何かノイズが入る。

紫帆：わわっ!?

ＧＭ：そしてブツン、と接せつ続ぞくが切れたような感覚だけがあり、唐突に鴉の声は途と切ぎれる。

紫帆：な、なんだったんだろう？

ＧＭ：と紫帆がつぶやいたその時───。




　室内なのにもかかわらず、強い風が吹ふいたかのような感覚を紫帆は覚えた。

　あまりに圧あつ倒とう的てきな《ワーディング》を受け、そう錯さつ覚かくしたのだ。

　そしてこの時より、鳴島市全ぜん域いきは鴉の《ワーディング》に包まれることとなる。







◆Opening 02◆ゆるやかな始まり


MasterScene






　体中が痛いたみを訴うつたえる。

　体組そ織しきそのものが崩ほう壊かいを始めているせいだ。あちこちの組織が機き能のう不全を起こし、急速に死へと近づいていく。その激げき痛つうのただ中で、〝銀目の鴉〟はゆっくりと意い識しきを集中する。

　みずからに宿る六つの〝賢けん者じやの石〟に───。




ＧＭ：ではひとつマスターシーンを。

紫帆：おや？

ＧＭ：紫帆との会話が途と切ぎれたその瞬しゆん間かん。カメラに映うつるのは〝銀目の鴉〟。

ミナリ：おお。

ＧＭ：場面はポートタワー。……鴉は膝ひざをついて、奥おく歯ばをかみしめる。激痛に耐たえるように、何かに集中するように。




　ゆるやかに〝賢者の石〟が輝かがやきを放つ。

　銀の光が鴉の身を包み───痛みがゆっくりと和やわらいでいく。




薫：延えん命めい措そ置ち……なんでしょうかねえ。

柳也：そんなことに使えるのか？　あの石は。

ＧＭ：本来は使えないだろう。……彼がやっているのはそんなことじゃないし。

ミナリ：……え？




　光が収おさまると、また鴉の体に変化が訪おとずれる。

　崩壊しかけた組織の一部が結晶化していくのだ。




紫帆：け、結晶化!?

ＧＭ：そう。より正せい確かくに言えば、〝賢者の石〟と同化していく。

ミナリ：それって……結晶化しきったらやっぱり死ぬんじゃ……。

ＧＭ：うん、最終的には巨きよ大だいな〝賢者の石〟になるだろう。

一同：…………。

ＧＭ：一連の流れが終わると、鴉は黙って体の部位を確たしかめる。




　簡単に、体の各部位をチェックする。

　……問題はない。まだ、動く。

　体の三分の一を結晶化させながら、鴉はそう判断する。




ＧＭ：鴉はほんの少し、先ほどの紫帆との会話を思い出す。




　あの少女は思い出のために石を守ると言った。

　その言葉には少し胸むねが痛いたむ。……これから彼がする行こう為いは、彼女から思い出を消す行為でもあるのだから。




　せめて、少しでも長く思い出を残すために。

〝銀目の鴉〟は六個この石のみで行動を開始する。




　ゆるやかに───始まりを告げる《ワーディング》が展てん開かいされた。







◆Opening 03◆終わりに向けて


ScenePlayer ─── 九条柳也






　柳也は喫きつ茶さ店てんペリゴールの中を見て嘆たん息そくする。

　客用の机つくえ、椅い子すは最さい低てい限げんを残して片かた付づけられ、空いたスペースにはよくわからない監かん視し機材や調ちよう査さ機材が置かれている。

　周りにはエージェントや研究者が右う往おう左さ往おうしており、その中心では見たことのある金きん髪ぱつ巻まき毛げの少女が指し示じを飛ばしている。




　現げん在ざい、このペリゴールは対〝銀目の鴉〟臨りん時じ本部となっていた。




ＧＭ：では次のシーン。柳也、ミナリ、薫の三人が登場。……さっきの《ワーディング》から数時間後。

ミナリ：あ、もうそんなに時間が経たったんですか。

ＧＭ：そうそう。それまでにＵＧＮが鴉に襲しゆう撃げきをかけて撃げき退たいされたりとかしてる。

紫帆：ああ、ハンドアウトに書いてあるような。

ＧＭ：一いち応おう最初から説明しておくと、まずキミたちを含めたＵＧＮがポートタワー屋上からの《ワーディング》を感知。その後、一いつ般ぱん人じんへの影えい響きようが無いことを確かく認にん。

柳也：無いのか？

ＧＭ：ぱっと見には無い、ってレベルね。その後、《ワーディング》が収おさまらないことからＵＧＮが鴉へ接せつ触しよくを試みる。

薫：説得とかをしたってことかい？

ＧＭ：そんなところ。まあ、鴉は取り合わないわけだけど。……で、しょうがないから強引に止やめさせようとＵＧＮが鴉を攻こう撃げき。あっさり撃退された、という流れ。

柳也：いきなり攻撃しかけるのも短たん絡らく的てきじゃねえか？

ミナリ：でも、ずっと《ワーディング》を張はられているのも怖こわいですよ。

薫：どっちの気持ちも分かるねえ。

紫帆：鴉への説得ってどうやったんだろう。……お母さんが泣いてるよー、とか？（笑）

ミナリ：霧谷さんが説得用のエフェクトとか使ったんじゃない？（笑）

ＧＭ：「《錯さつ覚かくの香かおり》ー！　《竹馬の友》ー！　……ダメですね」とかか？　まあ、好きに想そう像ぞうしてくれ（笑）。……ともあれ、全部失敗したわけだ。なお、襲撃をかけたＵＧＮのエージェントは全員帰き還かんしている。鴉は殺すつもりは無いらしい。

薫：ふーむ。

ＧＭ：キミたちは今ペリゴールの中にいる。ペリゴールは内ない装そうががらっと変わって、現在〝銀目の鴉〟対たい策さく本部になっている。中ではエージェントとかが走り回ったりね。

柳也：微び妙みように落ち着かねえな。

ＧＭ：そして、キミたちの前にはテレーズがおり、以上のような流れを説明している。「……というわけなのよ」

ミナリ：状じよう況きようはわかりました。……しかし、急にＵＧＮが動いた気もしますが……。

ＧＭ：「今まであなたたちに任まかせっきりだったのは、事じ件けんが水面下でしか動いていなかったからよ。……でも今回は違ちがう。〝銀目の鴉〟がついに表に出て動き始めた」

薫：それでテレーズちゃんが直ちよく接せつ対たい応おうしてるってわけだね。

柳也：で、これからどうするんだ？

ＧＭ：「鴉にも街にも今のところ異い常じようは無い。……だから、もう一度だけ鴉に対して接触を試みる」そう言って、テレーズは三人を見る。

柳也：俺たちにそれをやれ、ってことか。

ＧＭ：「そういうこと。……〝賢者の石〟保ほ持じ者しやとの戦せん闘とう経けい験けんがあるのは、この場ではあなたたちだけだから」

薫：なるほどねえ。

ミナリ：（手を挙げて）ひとつ、質しつ問もんがあります。紫帆は───どうしますか？

ＧＭ：テレーズは少し顔を曇らせる。「彼女を次の作戦に参加させるつもりは無いわ。……狙ねらわれている身だから」

ミナリ：そう、ですね。……むしろ、積極的にガードしないと。

ＧＭ：「そうね。彼女には別の場所に移動してもらうつもり。そこで護ご衛えいをつけて守るわ。……それが、一番安全だから」

紫帆：…………。

ミナリ：妥だ当とうな判断だと思います。ですが……彼女、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　ただでさえ、三郎のことでショックを受けているのに。と、柳也に聞いてみます。

柳也：……過か保ほ護ごすぎるぞ、ミナリ。周りの状況はともかく、紫帆自身の問題はアイツにしか解かい決けつできねえだろ。

ミナリ：意外と……冷たいんですね。

柳也：大人の判断ってヤツだよ。

薫：……ところで鴉が何をしたいのか、その辺はＵＧＮでもつかめてないんだよねえ？

ＧＭ：今のところつかめてないですね。

ミナリ：鴉に接触するとしても、そこが焦点なんですが……。

ＧＭ：「それを探るのもあなたたちの役目よ。……じゃあ、二時間後に出発。準備はしておいて」と言ってその場を離はなれる。

ミナリ：了りよう解かいです。

薫：しかし、さみしいもんだねえ。……と、僕ぼくは変わり果てた喫きつ茶さペリゴールを見て言う。

ミナリ：何がですか？

薫：喫茶店の中さ。……あの微妙に片かた付づいていないたたずまいがよかったのに。

柳也：落ち着かねえよな。

ミナリ：片付いていないのもどうかと思いますが、私は。

柳也：いや……あれは、あれで、快かい適てき空間……みたいな（笑）。




　意味がわからない。




ミナリ：全部終わったらちゃんと片付けなおしてくださいね！

柳也：あー、わかったわかった。

薫：───全部終わったら、ね。

ＧＭ：では、会話が終わったところでシーンを切ろう。







《錯覚の香り》　幻覚物質により、相手に自分を信用させるソラリスのエフェクト。

《竹馬の友》　幻覚物質により、相手に自分への友情を抱かせるソラリスのエフェクト。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆日にち常じようの残ざん骸がい


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　荷物を手に、紫帆は寮りようを振り返る。

　数年間、紫帆の生活の中心に位置してきたこの寮。それを離れなければならないという事実が、紫帆には日常そのものの崩壊のように感じられていた。




ＧＭ：というわけでシーンプレイヤーは紫帆。さっきの話どおり、紫帆だけがテレーズの部下に連れられて違ちがう場所に行くところ。

紫帆：あ、はい。

ミナリ：そういうことなら私が事情の説明に連絡していいですか？

ＧＭ：おう、いいよ。

ミナリ：じゃあ携けい帯たいに電話をかけて、登場します。……もしもし？　紫帆？

紫帆：あ、委員長……。

ミナリ：ＵＧＮの関連で大だい規き模ぼな作戦があるの。……と言って、流れを説明します。

紫帆：…………。

ミナリ：そしてあなたには安全な場所にいてもらうわ。

紫帆：えっと───わたしは委員長たちと一いつ緒しよに行くわけにはいかないんだよね？

ミナリ：…………ごめん。でも敵てきの狙ねらいがあなたである以上、連れてはいけない。

紫帆：……そうだよね。

ミナリ：…………。

紫帆：まだ……鴉もわたしの石を欲ほしがってるみたいだし。……とオープニングの話を。

ミナリ：やっぱり鴉はまだ石を望んでいるのね。

紫帆：なんのために必要なのかはよくわからないけど。……そっちも無理しないでね。まだ、もしかしたら鴉と話し合うこともできるかもしれないし。

ミナリ：そうね。……じゃあまた後で。……と言って電話が切れます。

ＧＭ：了りよう解かい。……では紫帆が寮を出ると、まだ冷たい風が通りすぎていく。

紫帆：…………。

ＧＭ：で、テレーズの部下が声をかける。「では、あなたも移い動どうを」

紫帆：あ、はい。……ボストンバッグを持って、そっちについて行きます。

ＧＭ：「これから先、少し不自由をかけるかと思いますがご了りよう承しようください」

紫帆：いや、こちらこそいろいろご迷めい惑わくをおかけしちゃってすいません。

ＧＭ：「いえ」とエージェントは言ってから、車の扉とびらを開ける。

紫帆：…………最後に学校の寮を振ふり返かえって見ておきます。




　現げん実じつ感は無かった。音は無く、寂さびしさゆえかあらゆる色が褪あせて見えた。

　この場所を守るために戦ってきたのに、こんなにもあっさりと離れることになるなんて。

　……まだ頭のどこかが事実を否定している。




ＧＭ：では───その瞬間。紫帆の意い識しきに、頭が割われそうなほどのノイズ音が鳴なり響ひびく。

紫帆：うわっ!?

薫：周りのＵＧＮエージェントは？

ＧＭ：無反応。どうやら紫帆だけが感じているようだ。……そして紫帆には、ノイズ音の向こう側から誰だれかの声が聞こえてくる。それは───。

ミナリ：（低い声で）目覚めよ……。




　誰だ。




ミナリ：いや、謎なぞの声、謎の声（笑）。

ＧＭ：そんな声じゃないやい（笑）。……「おい！　おい！」と紫帆を呼よぶ声が。

紫帆：えーと……誰？　鴉？

ＧＭ：「俺おれだ！　もう忘わすれやがったのか！」……と三郎の声が。

紫帆：さ、三郎!?

薫：……ところで、ひとりでうめいているとエージェントの皆みなさんが心配するよねえ（笑）。

ミナリ：（エージェントになって）「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

紫帆：あ、いえ、ちょ、ちょっと待ってください？

柳也：何を……待つんだろう（笑）。

ミナリ：ホントに大丈夫かな、この子……（笑）。

紫帆：仕方ないじゃないですか！　絶ぜつ賛さん電波受信中なんですから！（笑）

ＧＭ：もちろん三郎の方は紫帆の様子など気がつきもせず、「おい！　聞いてんのか！　聞いてんならなんか言え！」と。どこか焦あせったように言う。

紫帆：三郎!?　ホントに!?　どこ行ってたのよ！

ミナリ：護ご衛えいのＵＧＮエージェントがまじまじと見ます（笑）。

紫帆：…………お願い、見ないで（笑）。

柳也：かわいそうな子だ（ほろり）。

薫：同情するねえ。

ＧＭ：ではそんないぶかしげな顔で見られる中で（笑）。

紫帆：もう逃にげ出したいです（笑）。

ＧＭ：だが三郎は続ける。「……ってなんでまだそんなところにいやがる！」

紫帆：え？　いや、今から移動しようとしてるんだけど。三郎は───。

ＧＭ：（さえぎって）「逃げろ！」

紫帆：え……、え？　逃げる？　どこに？

ＧＭ：「あーっ、違う！　お前じゃない！　お前じゃなくて……」

紫帆：えっと？　わたしじゃない？　じゃあ……周りのエージェントさんたち？

ＧＭ：「そうだ！　周りの連中をさっさと逃がせ！」

紫帆：そんなこと言われても……。

ＧＭ：「つべこべ言うな！　早くここから遠くに───」という三郎の叫さけびと同時に───。




　周囲の、空気が変わる。

　空が銀色に輝かがやくのを、紫帆は確たしかに見た。

　光は音もなく降ふり注そそぎ、地上にいるオーヴァードたちを照らし出す。

　そして光の欠片かけらが紫帆の隣となりにいるＵＧＮエージェントに触ふれた瞬間、それは起こった。




ＧＭ：光に触れたエージェントが突とつ如じよとして苦しみだす。彼は絶ぜつ叫きようを上げると体をかきむしり、けいれんまで起こして倒れる。

紫帆：な、なに……？

ＧＭ：ひとりだけじゃない。その場にいる紫帆を除のぞくすべてのエージェントが、同じように苦しみだす。光の粒子に触れたものから順番に。

柳也：な、なんだなんだなんだ？

ミナリ：これって……衝しよう動どう？

ＧＭ：変化はそれだけじゃ終わらない。……倒れた彼かれらの胸むねがぼこぼこぼこっと不自然に盛もり上がっていき───そこから〝賢けん者じやの石〟が現あらわれる。

柳也：け、〝賢者の石〟!?　しかも全員!?

ＧＭ：そう。ひとりにつき一個こ。〝銀なる石〟ではなく、赤い輝かがやきを放つ〝賢者の石〟。

紫帆：…………。

ＧＭ：その〝賢者の石〟たちは一瞬だけ明めい滅めつすると、まるで流星のようにポートタワーへと飛んでいく。すべて、同じように。

紫帆：ちょっと、呆ぼう然ぜんと見てると思う。……三郎、今の、なに？

ＧＭ：「……鴉の仕業だ。アイツめ、本当に世界を変えるつもりだな」……その悔しそうな声にはノイズが混まじってる。

紫帆：ど、どういうこと!?

ＧＭ：「鴉は……石を使って……レネゲイドの……」ノイズはどんどんと大きくなり、三郎の声は途と切ぎれ途切れになっていく。

紫帆：ちょ、ちょっと待って！　三郎は今どこにいるの!?

ＧＭ：「俺は鴉の……ポートタワー……」とだけ聞こえて、三郎の声は途切れる。

紫帆：……どうしよう。ええと、エージェントの皆さんは？

ＧＭ：昏こん睡すい状じよう態たいだね。〝賢者の石〟が抜ぬけてからは苦しむことも無く、ただ意識だけが無い。とりあえず、命に別べつ状じようは無いように見えるよ。

紫帆：……ポートタワー……。




　ポートタワーの屋上には、まだいくつかの赤い輝きが流星のように集まりつつある。

　その中心には、銀色の光。

　我われ知しらず、紫帆は走り始めた。ポートタワーへ。事じ件けんの中心地へと。
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◆Middle 02◆消えるべきもの


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






「じゃあ……、また後で」

　そう言ってミナリは紫帆への電話を切った。目の前にはポートタワーのエレベーター。

　……紫帆の件けんを頭から離はなし、ミナリは意識を集中する。

　今から、鴉への第二次接せつ触しよくが行なわれるのだ。




ＧＭ：では次のシーン。ＵＧＮ組全員で登場してくれ。

柳也：あいよ。

ＧＭ：時じ系けい列れつはほんのちょっとだけ巻まき戻もどる。……ミナリが紫帆へ電話をかけた直後くらい。

薫：ああ、じゃあさっきの現げん象しようの前なんだね。

ＧＭ：そう。場所はポートタワー。キミたちを含ふくめた何グループかが、鴉に接触を図る。

ミナリ：では携けい帯たい電話をしまいつつ、ポートタワーのエレベーター前に来ます。

薫：ここで不ふ謹きん慎しんな発言をしよう。……うーん、ここに紫帆くんがいないのは残念だなあ。

ミナリ：睨みます。……そんなことばかり考えていると、あのトートみたいになりますよ。

薫：おっと、そういうつもりは無いんだ。僕ぼくたちは紫帆くんを遠ざけることで安全を取ったつもりだけど、本当にそうなのかな、と思ってね。

ミナリ：…………特に返す言葉はないので、ぶすっとした顔でそっぽを向きます。

薫：そうそう、ミナリ先生はツンツンプンプンしてないとね（笑）。

柳也：おい、もう突とつ入にゆうだ。ごちゃごちゃ喋しやべるのは終わりにしろ。

ＧＭ：そんな会話をしながら、三人はポートタワーのエレベーターを上がっていく。そして扉が開き───屋上へとたどり着く。

ミナリ：…………。

ＧＭ：屋上はヘリポートを思わせるようなだだっ広い空間になっている。そしてその中心に虚こ空くうを見つめる鴉。周りには先行して来ているＵＧＮの別グループ。

ミナリ：とりあえず着いたので柳也さんを見ます。……ほら、ほら。

柳也：…………え？

ミナリ：ここで柳也さんを見たら、「話しかけるか、様子を見るか、どっちにしますか」ってことじゃないですか！　キャンペーン八話目なんだから、悟さとってくださいよ！（笑）

柳也：無茶言うなあ、お前は……（笑）。

薫：ちなみに鴉の様子は？

ＧＭ：特に動きはない。棒ぼう立だちな感じだ。周りのエージェントたちにも注意を払はらってない。

薫：あちゃー、こりゃ駄だ目めだよ柳也くん。僕らのことなんか気にしてもいない。

柳也：ちっ、とりあえず話しかけるぞ。……おい、鴉よ。

ＧＭ：その言葉に反はん応のうして、鴉は人ならぬ銀の瞳ひとみを柳也に向ける。

柳也：ずっと黙だまってたと思いきや、急にこんな派は手でなことしやがって。お前は一体何をするつもりなんだ。今日こそ聞かせてもらうぜ。

ＧＭ：「…………」鴉はその返答とばかりに、黙って右手を上に挙げると───その手からまばゆいばかりの銀色の光が天空へと放たれる。

薫：……さっきのはこれか。

柳也：返事代わりに能のう力りよく使ってきやがったぞ、おい。

ＧＭ：そして数瞬の後に光の粒りゆう子しのようなものが降ふってくる。……ここで衝動判はん定ていをしてくれ。失敗すると、かなり悲ひ惨さんなことになるぞ。目標値は７。

柳也：げ！　……って、まあ俺は大だい丈じよう夫ぶだ。衝動判定は得意だからな。

ミナリ：……ギリギリですが成功です。

薫：僕も問題なーし。

ＧＭ：それならよし。……では、キミたち三人以外の全員の体内から〝賢者の石〟が生成され、鴉の手元に集まっていく。

ミナリ：あ、これは衝動判定に失敗するとこうなるのか。

ＧＭ：そういうこと。……ともあれ、周囲にいたＵＧＮの連中は何もせずに全員昏こん倒とう。さらに遠えん距きよ離りから次々と赤い〝賢者の石〟が無数に集まってくる。

ミナリ：さすがに目を見開いて驚おどろきます。

薫：……死んじゃったのかい？　彼らは。

ＧＭ：「……命に別状はない」

柳也：ミナリ、確かく認にん取ってみろ。

ミナリ：はい。……脈とか呼吸とかは？

ＧＭ：正せい常じよう。ただ寝ねているように見えるね。そして、鴉が付け加える。「……彼らは今、レネゲイドを抜ぬき出されたショックで昏倒している」

一同：…………。

柳也：おい……、今、なんつった？

ＧＭ：「レネゲイドを抜き出した、と言った。……ここにある〝賢者の石〟はその結果生まれたものだ」……淡々と、鴉は言う。

ミナリ：オーヴァードの中からレネゲイドだけを取りだした!?

ＧＭ：「そうだ」

ミナリ：そんな！　そんなことができるはずがない！

薫：ちょっと……確たしかめてみようか。さすがにおいそれとは信じられない。

柳也：《リザレクト》の反応でも見てみるか。倒たおれてる奴やつの腕うでを少し傷きずつけてみる。

ＧＭ：反応は無いね。

ミナリ：そんな……！　レネゲイドによってオーヴァードが生まれてから十九年、ＵＧＮがあれだけ研究してきた命題がこんな簡かん単たんに……！

薫：まあ、できちゃったものは仕方がないねえ。……それに、できてもおかしくない情じよう報ほうをもう僕たちは得ている。

ミナリ：え……？

薫：情報はふたつさ。まず〝賢者の石〟はレネゲイドの集合体であるということ。……もともと〝賢者の石〟は適てき合ごう者しやが死し亡ぼうした時に低てい確かく率りつで生まれるものだとされている。条じよう件けんはいろいろ違うけど、今のケースにちょっと似にてるよね。

ミナリ：…………。

薫：もうひとつはトートが言っていたプライメイト・オーヴァードの能力。確か───〝他者のレネゲイドに干かん渉しようできる〟と言っていなかったかい？

柳也：……確かに言ってたな。

薫：あくまで推すい測そくだけど、六個の石を集めた鴉が限げん定てい的てきにそういった能力を使えてもおかしくはない。オーヴァードを人間に戻もどすようなことをね。

ＧＭ：付け加えて言えば、もともとこの〝銀なる石〟は他者のレネゲイドに干渉する能力を持っていたんだよ。紫帆の石が、他の〝賢者の石〟に影えい響きようを与あたえたりしていたでしょ？

ミナリ：…………た、確かに。

薫：（肩かたをすくめて）ただ、だからと言って昏倒した彼らがそのまま目を覚ますとは限かぎらないがね。……そうだね、よければその辺の確認を《サイコメトリー》でやってもいいかい？　昏倒している人たちが今どういう状態なのかを調べたい。

ＧＭ：いいでしょう。

薫：では、ちょっと確認してみようか。倒れているひとりをイバラで包つつみ込こみます。《サイコメトリー》を使用。……お、クリティカルして17。いい出目だ。

ＧＭ：では、薫は以下のことが分かる。確かに現げん在ざい、昏倒している人たちはオーヴァードでは無くなっているが、まだ自分の生み出した〝賢者の石〟とつながりを持っている。

柳也：じゃあ、その石を処しよ分ぶんすれば人間に戻るのか？

ＧＭ：理り屈くつではね。ただし、石を壊こわせば肉体にものすごい負荷がかかると予想される。……もともと〝賢者の石〟は外科的な手法で取とり除のぞくと本体が死亡する、と言われるほど肉体と融ゆう合ごうしているもので、それに似にた状じよう況きようが発生しているわけだ。

ミナリ：具体的には、壊すとどうなるんですか？

ＧＭ：人によるね。その負荷に耐たえられる人は人間に戻もどり、普ふ通つうに生活できる。耐えられなければ……死ぬか植物人間状態になって二度と目を覚ますことはない。

柳也：確かく率りつは？

ＧＭ：六割わりの確率で耐えきれない人がでる、と薫は直感的に思う。

柳也：六割!?

薫：じゃあ、そういう説明をするよ。……六割はなかなか厳しい線だねえ。

ミナリ：う～……ちょっと処しよ理りできる情じよう報ほう量りようを超こえてきた気がする（笑）。

薫：まとめて言うと、「鴉はオーヴァードを人間に戻せる。でも犠ぎ牲せいはたくさんでる」ってところかな。ものすごく省略した言い方だけど。

ミナリ：それなら鴉に聞きます。……あなたの目的は、そうやってオーヴァードを救うことだったんですか？

ＧＭ：む、いい質しつ問もんだ。その言葉には鴉はこう答える。「───違う」

ミナリ：……え？




〝銀目の鴉〟はひたとミナリを見つめ、言う。

「自分の目的はオーヴァードを救うことではない。……レネゲイドを消すことだ」




柳也：レネゲイドを、消す……？

ミナリ：それは───この人たちの命がどうなっても、ですか？

ＧＭ：「……そうだ」

紫帆：そこで……登場していいですか？

ＧＭ：いいよ。……ではいつの間にやらエレベーターが開いて紫帆が来ている。

柳也：紫帆!?　……と驚いておこう。

紫帆：ふらふらと鴉のところまでやってきて、言います。……世界を変えるって、前に言ってたのはこういうことなんですか？　何で……こんな……？

ＧＭ：「なぜ、だと？　それはレネゲイドが変貌させたこの世界を見れば分かるだろう」

一同：…………。

ミナリ：それは……反はん論ろんできません。

薫：まあ、ここにいるのはみんなレネゲイドに人生を狂くるわされたものばかりだからねえ。

ＧＭ：「レネゲイドはこの世界にあって、悲ひ劇げきしか生まない存そん在ざいだ。だからこの世界から消滅させる」

紫帆：それは……そう、なのかもしれないけど……。

ミナリ：でも、犠牲になる人はどうなるんですか！　もしこのまま全世界のオーヴァードから〝賢者の石〟を抜き出して、破は壊かいすれば大おお勢ぜいの犠牲が出ます！

ＧＭ：「構わない」

ミナリ：えっ……？

ＧＭ：鴉は銀の瞳でキミたちを見て、そして言う。

[image: ]




「いかに犠牲が出ようとも、レネゲイドによる世界への絶望を止めなければならない」

　淡々と、静かに、鴉は言葉を紡ぐ。

　だが、その目ははっきりと語っていた。〝銀目の鴉〟が持つ、あまりにも深い絶望を。




柳也：お前……、これまで一体何を見てきやがった？　どうしてそこまでのことを考える？

ＧＭ：「見てきた物は……おそらくお前たちと同じ。この世界における、レネゲイドのあり方。侵蝕し、破滅させるだけの、哀れな存在」

ミナリ：哀れ……？

ＧＭ：「…………」

薫：なるほどねえ。……ところで全世界の石を集めて、どうやって破壊をするんだい？

ＧＭ：「〝銀なる石〟の力をすべて使い、消滅させる」と鴉は言う。

紫帆：それって鴉自身も消えるってこと!?

ＧＭ：「そうだ、自分だけが残ってはなんの意味もない。……どちらにせよ、長くない命だ。それをもって自分の生きた証あかしとする」

柳也：背はい水すいの陣じんか。……こういうヤツは強いな。

薫：最後に聞くけど、今の話から考えるに鴉の《ワーディング》は広がるのかい？　これが全世界を覆おおうことになれば、目的を完かん遂すいできるようだけど。

ＧＭ：鴉はうなずく。「徐じよ々じよに広がっている。もっとも……」とここで紫帆を見て、「七つ目の石があれば、今すぐにでも世界を包むこともできるが」

紫帆：う…………。ど、どうしよう？

ミナリ：……私も、正直わからない……。

柳也：…………。

薫：迷うなら渡さない方がいい、とは思うけどねえ。

紫帆：う、うう……。

ＧＭ：鴉は黙って紫帆を見てる。

紫帆：ちょっと…………どうしていいかわからない。

ＧＭ：「……なぜ、だ？」紫帆の言葉に鴉が反応する。

紫帆：え？

ＧＭ：「なぜためらう？　レネゲイドに出会い、お前も変へん貌ぼうした世界を見たはずだ。そして、それがどれだけ悲劇を生んでいることも、お前は知ったはずだ」

紫帆：それは……。

ＧＭ：「お前の見たものは紛まぎれもない真実。あらゆる人間が、レネゲイドによって破滅を迎えている。……それを消すことに、なぜためらう」

紫帆：…………。

ＧＭ：「……自分には、理解できない」

紫帆：……でも……。

ＧＭ：鴉は少し息をつく。「……まあいい。どちらにしてもやることは変わらない」と言うと、彼の体に銀色の輝きが灯ともる。

柳也：ってやべえ！　またさっきのやるつもりか！

薫：あー、長話しすぎたかねえ。

紫帆：ちょ、ちょっと待って！　三郎は!?　確かにここにいるって……。

ＧＭ：おお、その一言が出た。では、鴉の体が銀色の光に包まれ、右みぎ腕うでを上げようとして───。




　上げようとした右腕を、左腕が止める。まるで他の意い志しに操あやつられているように。

「ちっ！　無茶させんなよ！」

　言葉と共に、鴉の横にぼんやりと三郎の姿すがたが浮うかび上がる。




紫帆：え……？

ミナリ：もしかして、今は三郎は鴉に取り憑いている？

ＧＭ：そういうこと。鴉はぎりっと歯をくいしばって右腕を懸けん命めいに上げようとしている。それをやはり左腕が懸命に止めようとしており、三郎が叫ぶ。「早く逃にげろって言っただろ！　だいたいなんで来たんだ、このバカ！」

紫帆：そ、そんなこと言っても……、街の外にわたしがいたって何も解かい決けつできないよ！

ＧＭ：「お前が解決する必要がどこにある！　お前がここに来ることで事じ態たいは悪化してるんだ！　それくらいわかれ！」

紫帆：う……。

ＧＭ：で、他の人に「早くお前たちも下がれ！　コイツを連れて逃げろ！」

柳也：それしかねえか……。

薫：僕も同意見だ。

ミナリ：紫帆の腕をつかんで言います。……行くわよ。

紫帆：…………。

ＧＭ：「早く！」

紫帆：わかった……。とりあえず、逃げます。




　さまざまな思考が渦うず巻まく中で、四人はその場を離はなれた。

　鴉の意志、世界の状況、発生しうる変化。すべてに答えを出せぬまま───。







◆Middle 03◆四人の岐き路ろ


ScenePlayer ─── 千城寺薫






　ペリゴールの前は大おお騒さわぎになっていた。

　何台もの車が倒たおれたオーヴァードたちを搬はん送そうし、慌あわてたように鳴島市を離はなれていく。

　その前にテレーズは立っていた。眉み間けんにしわを寄よせ、厳きびしい顔つきで。




ＧＭ：では次のシーン。ポートタワー周辺を離れ、ペリゴール前まで撤退してきたところ。

ミナリ：……倒れた他の人たち、連れてこられませんでしたね。

柳也：俺たちだけじゃ無理だろ。

ミナリ：それはそうなんですが……。

ＧＭ：ペリゴールの前も大だい混こん乱らん中。〝賢者の石〟を抜ぬき取とられ、昏睡したエージェントたちを急いで他の場所に移うつしている。

薫：ここも《ワーディング》領りよう域いき内ないだから影響があったんだね。

紫帆：…………。

ＧＭ：で、テレーズが仁に王おう立だちでキミたちを待っている。

ミナリ：テレーズは無事だったんですか。

柳也：一応、衝動判定に成功すれば無事でいられるはずからな。

ミナリ：ではテレーズに言います。……鴉との接触、失敗しました。

ＧＭ：彼女は厳しい顔のままうなずく。「他のグループが持っていたカメラでだいたいの状況は把は握あくしてる。……全員撤てつ退たいするわ」

紫帆：全員、撤退……？

ＧＭ：「ＵＧＮのオーヴァード全員をこの鳴島市から撤退させる」

薫：そうだねえ。ここにいても石を抜かれるだけだろうし。

ミナリ：これから……どうするんですか？

ＧＭ：「現げん状じようでは思いつかないわ。ただ……」と言って紫帆を見る。「……悪いけれど、あなたは拘こう束そくさせてもらう」

紫帆：……え？

ＧＭ：「理由は───言わなくても分かるわね？」

薫：七つ目の石、だねえ。

ミナリ：うーん……迷まようけど、私もテレーズに賛さん成せい、かな。紫帆を守るためでもあるし。

紫帆：…………。

ＧＭ：「今後の方ほう策さくはともかく、少なくとも紫帆の石を鴉に渡わたすわけにはいかない。……この一件、あなたはもう関わらなくていい。いえ、むしろ関わらないで」

紫帆：…………もう、わたしにはできることは無いっていうことですか？

ＧＭ：「無いわ」

紫帆：……っ。

ＧＭ：「逆ぎやくに聞くけれど、あなたは何をするつもりなの？　……鴉の言葉を聞いて、あなたは何をするの？」テレーズの厳しい目線が紫帆を射貫く。

紫帆：…………。

ＧＭ：「自分で答えが出せないのなら、あなたにできることは無い」

薫：厳しいねえ、テレーズちゃんは。

ＧＭ：「……あなたたち三人も、それぞれ違ちがう場所に移うつってもらうから」

ミナリ：違う場所？

ＧＭ：「薫は研究チーム、ミナリはバックアップチーム、柳也はアタックチームに配属しなおし。……異い論ろんは認みとめない」と言う。……紫帆の周りから遠ざけるぞ、という意味が裏うらにあることは三人にはわかるだろう。

柳也：……ふーむ。

薫：ちなみにこの一件には関われるんだよねえ？　さすがに見み届とどけたいんで。

ＧＭ：「大丈夫。三人にはきっちり働いてもらうわよ。やることはいくらでもあるんだから」

ミナリ：私はもうちょっと抵てい抗こうしてみよう。……紫帆を保ほ護ごするならば、私が護衛につきます。

ＧＭ：「……あなたは信用できないわ」

ミナリ：う……っ！

ＧＭ：「〝銀目の鴉〟や紫帆に個こ人じん的な感かん情じようを持ちすぎてる。……もしかしたら、土ど壇たん場ばでこちらの意図とは外れた行動をするかもしれない」

ミナリ：それは……。……さすがに何も言えません。言葉に詰つまって拳こぶしを握にぎるだけ。

ＧＭ：「柳也は異い存ぞんないわね」

柳也：俺は戦場に出られるなら文もん句くは無いさ。……とタバコに火をつけながら言う。

ＧＭ：「そこは保ほ証しようするわよ」

柳也：結局のところ、最終的にそいつがどう動くかなんて自分で決めるしかないしな。

紫帆：…………。

柳也：あー、ついでにひとつ提案がある。……この鳴島市からＵＧＮだけじゃなくて、一般市民も全員撤退させねえか？

紫帆：えっ!?

ミナリ：なぜですか？　鴉は一般市民に危害を加えるつもりもないし、《ワーディング》だって影響は無いから……。

ＧＭ：「もしかして、〝次の一手〟のことを考えてるの？」

柳也：そうだ。……こんな《ワーディング》を張られたら、オーヴァード部隊で鴉を倒すのは難しい。だとすると、手っ取り早くヤツを倒すには、間接砲撃あたりが妥当だろ？

薫：なるほど。ミサイルをぶつけるつもりなら、街に人がいない方がいいってことだね。

ＧＭ：「……いいわ、避難の手配はしておく」

ミナリ：そこまでするんですか!?

ＧＭ：「間接砲撃をするかどうかはわからない。でも、万が一のことを考えて避難はしておく。……《ワーディング》だって本当に影響が無いとは限らないんだから」

紫帆：…………。

ＧＭ：ではテレーズは紙とペンを取り出して、さらさらとメモを書いて紫帆以外の三人に渡す。「それぞれココに移動してちょうだい」

ミナリ：なんて書いてあるんです？

ＧＭ：薫はテレーズと、柳也は日本支し部ぶ、ミナリは双ふた枝え市支部へ行くように書かれている。

一同：…………。

ＧＭ：で、紫帆にはエージェントが寄よってきて、「では車に」と案内する。

紫帆：……おとなしく車に向かいます。

ミナリ：最後に声をかけよう。……紫帆。

紫帆：…………。

ミナリ：あの……、全部終わったら進級だから。必ず───戻ってこよう。

紫帆：……多分、うつむいてちょっとうなずくだけだと思う。

ＧＭ：では、紫帆はそのまま車でその場を離れてしまう。

ミナリ：…………。

柳也：（伸のびをしながら）やーれやれ、別行動か。忙いそがしくなりそうだな。

ミナリ：…………。

柳也：おいおい、ミナリ。何そんなしけた面つらをしてんだよ。

ミナリ：あ、そ、そうですね。……柳也さんをひとりで放っておくのは不安ですけど。あんまり物を壊こわさないでくださいね。

柳也：ちっ、荒あら事ごと専せん門もんの俺になに言ってんだよ。こちとらぶっ壊すのが仕事なんだぜ？　……もともと喫きつ茶さ店てんのマスターなんてのが例外なんだよ。

ミナリ：…………。

薫：しかし、状況が変われば変わるものだねえ。ペリゴールもそうだけど、結けつ構こう気に入ってたんだよね。……紫帆くんがいて、ミナリくんがいて、他のみんながいて。思わずセント・ジョージラボを建てちゃうくらいには（笑）。

柳也：終わってみればなんでも懐なつかしいもんさ。

薫：そういうものかねえ。

ミナリ：……まだ、終わりませんよ。

柳也：…………。

ミナリ：まだ何も終わってません。鴉のことだって、紫帆のことだって、街のことだって。……また、あの日常だって戻もどってきますよ。

柳也：……ほお。

薫：いやいや、いつからキミはそんなに前向きになったんだい？

ミナリ：元からこんなものです。……それに、元に戻らなくたって懐かしむには早いです。

柳也：そりゃま、そうだな。……じゃ、そろそろ行くか。

薫：そうだね。僕も仕事をしなくちゃ。

ミナリ：……ふたりとも、お気をつけて。




　こうして四人は別れた。それぞれの場所、それぞれの立場に。

　数日後、政府よりガス災害の危険性あり、との判断から鳴島市市民へ避難命令が下された。市民は驚きながらもこれに従い、それぞれに市を離れていく。

　そして一週間の後、この街には誰もいなくなった───。





＊　　　＊　　　＊






柳也：分ぶん割かつされたぞ、おい！

ＧＭ：こちらからのテーマは投げたからね。その反応を考えてもらうためにも、ちょっと個こ人じん個人で考えてもらおうと思って。

ミナリ：このシリーズは個別行動あんまり無いんで、新しん鮮せんですね。

紫帆：〝レネゲイドの無い世界〟かあ……。

薫：実現したらすごいだろうねえ。ＵＧＮが頭を抱えている問題は一気に解決するよ。

ミナリ：でも、全オーヴァードの六割が犠牲になるのはちょっと……。

柳也：それを多すぎると考えるか、それで達成できると考えるかは個人の感覚だな。……だが、多分ＵＧＮは許容しねえだろ。

ＧＭ：そうだね。ＵＧＮは〝レネゲイドを無くす〟ための組織じゃなくて、〝オーヴァードを救う〟ための組織だからね。

ミナリ：じゃあ、基本的にＵＧＮは鴉と敵対するんですか？

ＧＭ：そう思ってもらって構わないよ。どういう方策で今の事態を解決するかは未定だけど。

薫：ＵＧＮ任せにすれば鴉を倒して世界は今のまま。鴉任せにすれば犠牲を払って世界からレネゲイドは無くなる。……どちらにしても、僕たちの意志は介在しないまま終わるね。僕たちの、というより紫帆くんの、かな。

紫帆：…………。

ＧＭ：そこについてはこれから考えてもらうよ。……では次のシーン。







◆Middle 04◆こぼれ落ちたもの


ScenePlayer ─── 九条柳也






　鳴島市撤退より一日後。柳也は無事に日本支し部ぶに到とう着ちやく。アタックチームの一員として登録を終え、喫きつ煙えん室しつでぼんやりとタバコをふかしていた。

　煙けむりの向こうに鳴島市での日々をふと思い返し、自じ嘲ちよう気味に笑みを浮うかべる。




ＧＭ：では次のシーンは……柳也からいこうか。

柳也：おう。俺おれは日本支部だっけか？

ＧＭ：そうそう。あっさりと手続きは済すみ、キミはアタックチームの一員となる。

柳也：やれやれ。……お、そうだ。せっかくだからここで〈調達〉判はん定ていをしておこう。侵しん蝕しよく率りつもあがってダイスボーナスついたしな。

ＧＭ：何を調達するの？

柳也：ＵＧＮ戦せん闘とう服ふく。……判定に成功したらアタックチームに支給されたってことで。

ＧＭ：了りよう解かい。ええと……目もく標ひよう値ちは18ね。

柳也：まあクリティカルしないとダメなんだが……って、した！　成功した！

ミナリ：おお、ついに入手した！

柳也：ふふ、まさかこいつにもう一回袖そでを通す日が来るとはな……（笑）。

ＧＭ：何を勝手な演えん出しゆつをしてるんだ（笑）。

柳也：いやあ、うれしかったんですよ！〈ＲＣ〉にダイスボーナスのある防ぼう具ぐだし（笑）。

ＧＭ：まあいいや（笑）。……というわけで、柳也は現げん在ざい日本支部内で待機状じよう態たい。作戦が具体的に決まるまで、実働部隊は出番がない。

柳也：そんなもんだろ。……いつもの通りタバコをふかしているさ。喫煙室か何かで。

ＧＭ：すると、隣となりに研究者らしき男が座すわって同じくタバコに火をつけるわけだが……、彼が柳也の顔を見ると目をぱちくりとする。

柳也：お？　知ってるヤツか？

ＧＭ：いや、知らない人。

柳也：…………やばい、素で「あ？　何見てんだ、こら？」とか言いそうになった（笑）。

薫：柳也くん、それチンピラ（笑）。

ＧＭ：向こうはそんなキミの葛かつ藤とうは知らないので（笑）。彼は、「あの～、九条柳也さん……ですよね？」と聞いてくる。

柳也：ああ、そうだが……。

ＧＭ：彼は顔をパッと輝かがやかせる。「やっぱり！　……彼女に会いに来たんですね！」

柳也：か、彼女？　誰のことだ？

ＧＭ：「槙絵さんですよ。いや～、彼女喜びますよ～」

柳也：ま、槙絵!?　……って、ああ、日本支部にいたんだっけか。

ＧＭ：この研究者はただ勘かん違ちがいをしてるだけだがね。

柳也：いや、しかし、ここに槙絵がいるとして……。

薫：……？

柳也：俺は……、どういう、反はん応のうを？




　すがるようにＧＭを見るプレイヤー、伊藤和幸。




ＧＭ：俺が知るか！（笑）

ミナリ：なんでそこでＧＭに聞くんですか！（笑）

柳也：いや、マジで虚きよを突つかれたんですよ！（笑）

ＧＭ：知らんがな、そんなの（笑）。……ええと、どうやら勘違いが激はげしいその研究者は「じゃあ案内しますんでついてきてください」と柳也の腕うでを引っ張ぱっていく。

柳也：お、おい……。

ＧＭ：連れて行かれた場所は日本支部の一室。ベッドと机つくえだけというほとんど何もない殺風景な部屋がガラスで区切られていて、向こう側に槙絵がいる。

柳也：まだそんな状態か……。

ＧＭ：で、槙絵はベッドに座ったまま無む表ひよう情じようで虚こ空くうを見つめている。

柳也：…………やっぱ、まともに見るのは少ししんどいな。

ＧＭ：職しよく員いんは言う。「お預あずかりして数ヶ月になりますが……ずいぶんよくなりましたよ」

柳也：よく……なった？

ＧＭ：「ええ。最初は本当になんの反応も返してくれなかったんですが、今はほんの少しだけ自我らしきものを見せるようになりました」

柳也：そうなのか。

ＧＭ：「見てください」と研究者は槙絵の手元を指す。そこには携けい帯たい電話が。

ミナリ：それって……前に柳也さんが槙絵さんに渡わたした？

柳也：あの電話か。

ＧＭ：「特に電話を使うようなことはしませんが、なぜかあの電話をいつも握っているんです。……こちらが何も言わなくても、ずっと」

柳也：…………。

ＧＭ：「基き本ほん的てきに彼女は〝こちらが指定したことだけをやる〟という状態です。だから、ひとつのことにこだわるのはいい兆ちよう候こうですよ。本当にわずかずつですが、よい方向に向かっています」

薫：自じ我が……のほんの欠片かけらのようなものがあるってことなのかな。

柳也：……かもな。

ＧＭ：そんなことを柳也が考えていると、ふと槙絵の顔が動き───目が合う。

柳也：……っ。




　その顔には虚きよ無むが映うつっていた。まったく表情は無く、生きている気配も薄うすい。

　だが───。




　なぜかその仕草に、柳也は思い出の中にある槙絵の笑顔を思い出した。




柳也：思えば、俺にとってはコイツが〝レネゲイドの犠ぎ牲せい者しや〟の象しよう徴ちようなんだよな。

薫：……そうだねえ。

柳也：突とつ然ぜんヘルメスとか言うよくわからん組そ織しきに拉ら致ちされて、利用されて、殺されて、蘇よみがえらされて。───レネゲイドによってすべてを失った。

ミナリ：…………。

柳也：ただ……まあ、何もかも無くなったわけじゃないんだな。と、今思ったよ。

紫帆：……え？

柳也：ほんのしずく程てい度どでも、残ったものはあるかもしれん。……と、口くちの端はしに笑みを浮うかべてそんなことを考える。

ＧＭ：研究者は言う。「長い目で見てあげてください。今はまだ大変な状じよう況きようではありますが……彼女は前を向いて進んでいます。それは必ずよい結果を生みますよ」

柳也：俺はその言葉にちょっと苦笑いする。……前を向いて、か。

ＧＭ：「え？」

柳也：……そうだよな。後ろばっかり向いてちゃ、うまくいかないよな。




　自分の人生を振ふり返り、柳也は言う。

　復ふく讐しゆうのための戦い。……それは過か去こだけを見つめる行こう為いではなかったか。




柳也：いや、なんでもない。……じゃあアイツをよろしく頼たのむ。

ＧＭ：「あ、はい。また来てくださいね」

柳也：ああ、そうするよ。……と言って出て行きます。

ＧＭ：では、シーンをここで切ろう。







◆Middle 05◆懐なつかしき、顔


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　その場所に着くまで、紫帆にはほとんど記き憶おくが無い。

　鳴島市で車に乗って、長い間揺ゆられていたことは覚えている。

　気がつけば紫帆はＵＧＮの黒服連中に連れられて、見知らぬ街にたどり着いていた。




ＧＭ：じゃあ……次は紫帆のシーン。

紫帆：あ、はい。……わたし、どこに連れて行かれるんでしょうか？

ＧＭ：鳴島市から車で数時間くらいの街だね。付いてきていた黒服のエージェントが車のドアを開く。「……向かいのマンションにしばらく住んでもらいます」

紫帆：……降おりて確かく認にんします。

ＧＭ：すると、横おう断だん歩道の向こうに綺き麗れいなマンションが。

ミナリ：ＵＧＮの物ぶつ件けんなのかな。……きっとセキュリティがすごいしっかりしてる。

ＧＭ：うん、上下左右の部屋はエージェントたちが固めているような、そういう配置だと思ってくれ。その中心に紫帆がひとりで住むことになる。

紫帆：（唐とう突とつに）いやじゃ～、いやじゃ～。ひとりはいやじゃ～。




　手をばたばたとさせるしのさん。……あまりのことに沈ちん黙もくする一同。




一同：…………。

ＧＭ：い、今のなんなんですか？

紫帆：てえい！（録音機材にチョップする真似まね）

柳也：いや、今止めても遅おそいし！（笑）

ミナリ：ど、どうしたの？（笑）

紫帆：……いや、ちょっと思いついちゃっただけなんで……。き、気にしないでください！　ほら、エージェントに案内されたところですよね、はい！

薫：…………ごまかした……。




　お茶目な人である。




ＧＭ：あ～、まあ見なかったことにしよう（笑）。……では、エージェントは紫帆を連れて横断歩道を渡わたっていくわけですが。とぼとぼと紫帆が歩いていくと、誰だれかが通とおり過すぎざまに「……あれ？　紫帆？」と声をかける。

紫帆：……え？




　振り返ると───そこには懐なつかしい顔があった。

　紫帆が覚かく醒せいするときに巻まき添ぞえにした友人───渡瀬泉わたせ・いずみが。




柳也：来た───っ！　ついに来た───っ！

ミナリ：うんうん、このタイミング！　ここしかない！

ＧＭ：ど、どうしたの？（笑）

ミナリ：いや、あまりにいいタイミングで泉が出てきたんでうれしくなって（笑）。

薫：泉って、一巻かんの時に紫帆くんのルームメイトだった子だよね。

紫帆：そうです。えっと……、最初の事じ件けんの時に巻き添えにしちゃって、ＵＧＮが記憶処しよ理りして転校したんだけど……。わたしのことは覚えてるの？

柳也：まあ、記憶処理は事件のことだけだろ。紫帆のことまで忘わすれさせるのは大変だからな。

ＧＭ：そんな感じ。ただ、ＵＧＮから事件の記憶が復ふつ活かつすると大変だから接せつ触しよくはなるべく避さけるように、と言われてるはず。

ミナリ：その辺はきっと私が口を酸すっぱくして言ってると思う。

紫帆：うん、わかった。え、と……元気だった？

ＧＭ：「まあね。……どうしたの、こんなところで？」

紫帆：…………ど、どうやって説明しよう。えーと、自分探さがしの旅とか？

柳也：どんな理由だよ（笑）。

紫帆：あー、ええと、今試験休みで……そう、この親しん戚せきの人の家に遊びに来たんだ！　……と黒服のエージェントのひとりを指す。

ＧＭ：「あー、親戚……なんだ」と言ってエージェントを頭から下まで見る。エージェントは微び動どうだにしない。

紫帆：まあ、用があってさ。……それより、新しい学校はどう？

ＧＭ：「……まあまあ、かな。うまくはやってるよ」とちょっと寂さびしそうな顔になって言う。

紫帆：ん？　なにかあるの？

ＧＭ：「ううん、友達もいるし、悪い子たちじゃないし、前の学校より勉強は簡かん単たんだから成せい績せきは上がったよ。でも……」

紫帆：でも？

ＧＭ：「前の学校の方が、バカ騒ぎして楽しかった感じはする、かな」




　過すぎ去さった昔を懐なつかしむように、泉は笑った。




紫帆：……そっか。

ＧＭ：「そうだよ」

紫帆：……わたしも昔の方がよかったかも。泉の後のルームメイト、委員長でさあ。

ＧＭ：「ええ～っ!?　それ、厳きびしくない!?　委員長がルームメイトなんて！」

ミナリ：（満面の笑みで紫帆を見る）

紫帆：あ！　いや！　その、意外と……っていうかイイヒトなんだけどね！（笑）

柳也：プレッシャーに負けたな……（笑）。

ＧＭ：「へ～、あの委員長がねえ」と泉は驚いてから、ちょっと声を低くする。「……で、どうしたの？　何かあったんでしょ？」真しん剣けんな顔で。

紫帆：う……。……わかる？

ＧＭ：彼女は肩かたをすくめる。「わかるもなにも、思いっきり落おち込こんでるでしょ。そこまであからさまなのは、紫帆にしちゃ珍めずらしいよ」

紫帆：……その、話すと長いんだけど、大きな問題抱かかえちゃっててさ。

ＧＭ：「うん」

紫帆：細かいことは言えないんだけど……、その問題を解かい決けつしようとしている人はたくさんいて、わたしよりも力のある人もいっぱいいて、わたしは足手まといみたいで……。

ＧＭ：「……足手まといなのがイヤなの？」

紫帆：え？　……それはイヤなのはイヤだけど……。

ＧＭ：「それだけがもやもやの原げん因いんってわけじゃないんだ」

紫帆：……うん、多分……。

ＧＭ：泉は紫帆をじっと見て、「あのさ、なんで何でも屋を始めたの？」と言う。

ミナリ：……そんな話、今までにありましたっけ？

ＧＭ：きちんと語られたことは無いよ。……実はＧＭである俺も知らない。

柳也：おお。

紫帆：ええと……文化祭のイベントでやったのが最初だったかなあ。

ＧＭ：「そうだったの？」

紫帆：忙いそがしい人たちに代わって裏うら方かたをこなすイベントだったけど。……結けつ構こう楽しかった。

ＧＭ：「そっか。……で、いつもやるようになったんだ」

紫帆：…………きっかけはそのくらいだったけど、実はもっと昔の話があって。

ＧＭ：「昔？」

紫帆：……わたし、子こ供どもの頃ころに死にかけたことがあってね。

ＧＭ：「……うん」

紫帆：事じ故こ……だったんだけど、そこから助けてくれた人がいたんだ。




　つい最近思い出した記憶を辿たどり、紫帆は言う。




紫帆：その時の記憶を忘わすれてないんだと思う。……助けられた時の、救われた時の気持ちを。

ＧＭ：「そう、なんだ」

紫帆：それに、わたしは周りの誰かが辛い目にあうことにアレルギーがあってね。

ＧＭ：泉は眉をひそめる。「……アレルギー？」

紫帆：わたし、学校入る前にお父さんとお母さんを亡くしててさ。今話した昔の事故でも、周りの人たちがみんなひどい目にあってて。それがトラウマになってるんだと思う。……周りで誰かが苦しんでると、それが辛いの。

柳也：……前にもそんな話してたことがあったな。

ＧＭ：泉はそれを聞いて言う。「……紫帆は結構わがままだよね」

紫帆：わがまま……。（ぼそりと）三郎にも、同じように言われたなあ。

ＧＭ：「ん？」

紫帆：あ、ごめん。なんでもない。

ＧＭ：「そうするとさ」と泉は少し上を向いて言う。「紫帆がみんなを助けたいって気持ちは、自分のためでもあるわけだよね」

紫帆：うん……。

ＧＭ：「じゃあ、紫帆の周りで誰か困ってる人がいてさ。その人が紫帆とは関係無いところでトラブルを解決した場合は、どう思うの？」

紫帆：どうって……。それは……別にいいんじゃないかな？

ＧＭ：泉はちょっと眉を寄せる。「それだと、今紫帆が抱えてる事件を別の人が解決しても問題ないってことになるよ？」

紫帆：あ…………。

ＧＭ：「もしかして───紫帆、自分で自分が何をしたいのか、迷ってるんじゃない？」

紫帆：……そう、かも。

ＧＭ：「そっか、それは重症だ」

紫帆：…………。

ＧＭ：泉は大きく息をつく。「あのね。今の学校───何でも屋なんてしてる人いないんだ」

紫帆：え……？

ＧＭ：「困ってるときに気軽に頼れるような、トラブルがあったときに駆けつけてくれるような、……何でも屋がいないの」

紫帆：い、泉？　それは……。

ＧＭ：「だから───」




　泉は、この間まで紫帆に一番近いところにいた友人は、とびきりの笑顔で言った。

「紫帆にしかできないことが必ずあるってこと」

　昔と同じ笑顔で。




紫帆：…………泉。

ＧＭ：「普通ね、何でも屋なんて発想は出てこないよ。紫帆はなんか根本から変わってるんだよね。……学校変わってしみじみそう思ったもん、私」

紫帆：ええっ!?　そんなに変わってないよ！

ＧＭ：「変わってる変わってる。みんなの便利屋を買って出て、理由が『自分のため』でしょ？　十分変わってるって」

紫帆：うう……。

ＧＭ：「だから───紫帆のやりたいことを突き詰めてみなよ。きっとそれは紫帆にしかできないことのはずだから。他の誰にも代わりのできない、アンタだけのね」

紫帆：…………。

ＧＭ：「それが見付かれば、紫帆が自分で自分のことを〝足手まとい〟なんて思わないよ」

紫帆：……何でも屋を思いついた時、みたいに？

ＧＭ：「でしょ？」

紫帆：（笑って）……泉はあいかわらずだね。

ＧＭ：「半年程度じゃ何も変わらないよ。……何でも屋、繁はん盛じようしてる？」

紫帆：うん、繁盛してるよ。……時々わたしが何かやらかす回数は増ふえたけど。

ＧＭ：「紫帆は悩なやんだり思いこんだりすると、すぐトラブるからね～」と泉は笑ってから、「でも、繁盛してるならいいかな。……もうやめちゃった、と言われるよりは全然いい」

紫帆：……やめるつもりはないよ。

ＧＭ：「うん。……じゃあ私そろそろ行くから。また連れん絡らくちょうだい」

紫帆：……久ひさしぶりに会えてよかった。

ＧＭ：「私も」と言って、泉は手を振ふって去っていく。

紫帆：…………ありがとね。




　小声で泉に礼を言って、紫帆は向き直る。

　少しだけ、道が見えた気がした。







渡瀬泉　第一巻『覚悟の扉』に登場したＮＰＣ。紫帆の親友であり、ルームメイトだった。だが、紫帆がオーヴァードに覚醒してすぐの事件に巻き込まれ、転校している。











◆Middle 06◆この手の中に


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　紫帆が泉と再さい会かいしているころ。

　ミナリもまた、思いがけないひとつの再会を果たしていた。




ＧＭ：次はミナリのシーン。

ミナリ：双枝市に行かされるんだよね。……なんか聞いたことがあるんだけど、双枝市ってどこだっけ？

ＧＭ：オリジンシリーズの一巻に出てきた場所だね。……大おお宙ぞらヒカル支し部ぶ長ちようのいる支部だ。

ミナリ：あ！　衛えい星せい支部長か！




　大宙ヒカルは『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』第一巻に登場したＰＣ。その体はナノマシンにより投とう影えいされた幻げん影えいで、本体は軌き道どう上に浮うかぶ衛星であるため、〝衛星支部長〟と呼よばれる。なお、本来のコードネームは〝遥けきかなたよりサテライトエンジエル〟であり、ビーム攻こう撃げきとハッキングを得意とする。




ＧＭ：ここの支部はペリゴールみたいなしょぼくれた喫きつ茶さ店てんではなく、オフィスビル。

柳也：失礼な（笑）。

ミナリ：思わず受付とかで聞く。……あの、ここの何部屋を支部として借りてるんですか？

ＧＭ：「え？　いや、このビル全体がそうですけど……」

ミナリ：全体！（笑）

柳也：どんな反応だよ（笑）。

ＧＭ：そんな驚きに満ちた経けい験けんをしつつ、社長室に通されるミナリ（笑）。そこには人の良さそうな大人の女じよ性せいが、空中のあちこちにモニターを浮かべながら挨あい拶さつをしてくる。「初めまして。双枝市の支部長、大宙ヒカルと言います」

ミナリ：はじめまして、八重垣ミナリです。……あの、早速ですがひとつ質しつ問もんがあります。

ＧＭ：「何かしら」

ミナリ：なぜ私はここに配はい属ぞくされたんでしょうか？

ＧＭ：「〝銀目の鴉からす〟の事件に関するバックアップ要員は確たしかに現在この支部に集められているけど。……あなたは裏方向きの人材じゃないわね」

ミナリ：はい。自分でもそう思っています。

ＧＭ：「あなたをここに呼んだのは、あなたに会わせたい人がここにいるから」

ミナリ：……会わせたい、人、ですか。

ＧＭ：「地下六階にある第八研究室に行きましょう。そこにいるわ」

ミナリ：ちょっと不思議そうな顔をしつつもそっちに向かいます。

ＧＭ：では第八研究室を開けると、巨きよ大だいなコンピュータ数すう基きにつながれてジェラルドのユニットがおいてある。周りでは数人の研究員たちが端たん末まつを操そう作さしている。

薫：やっぱりジェラルドくんか……。

ミナリ：ジェラルドの……コアユニット？　……とヒカル支部長に聞きます。

ＧＭ：「機材の問題でね、ウチが預あずかって修しゆう復ふく作業を行なうことになったの」

ミナリ：……確かに若じやつ干かん二名のウチの支部では修復はできなかったんですが……。

ＧＭ：なんか、微び妙みように恨うらみ節がヒカルに向いてないか？（笑）

ミナリ：いやいや、そんなことはないですよ。……いいなあ、エアコン欲ほしいなあ（笑）。

柳也：おい！　喫茶店にもエアコンくらいあるぞ！（笑）

ＧＭ：ヒカルはミナリの微妙な目線をスルーして言う。「損そん傷しようも激はげしかったし、最初は復ふつ旧きゆうも難むずかしいかと思ったんだけど、もう大だい丈じよう夫ぶ。そのうちに復活するわ、彼は」

薫：おお。

ミナリ：じゃあ……彼とはまた話せるんですか？

ＧＭ：するとヒカルはいたずらっぽく笑って、「話してみる？」

ミナリ：話せるんですか!?　今!?

ＧＭ：「できるわ。……あの中だけだけど」と、研究室の横に設せつ置ちされたチャンバーを指す。

薫：ああ、ジェラルドを構こう成せいするナノマシンが精せい製せいできているのはあの中だけなんだね。

ミナリ：ええと、入っていいんですか？

ＧＭ：「もちろん」とヒカルは言い、ミナリを案内する。そしてミナリがチャンバーに入ると、研究員がいくつかの装そう置ちを起動。すると、ゆっくりとジェラルドが現あらわれる。

柳也：そこまで復帰してるのか。

ＧＭ：ただ、前ほどはっきり構成できてないけどね。ホログラムだってわかっちゃうくらい。

ミナリ：それでもうれしいですよ。……ジェラルド、よかった、と声をかけます。

ＧＭ：「やっと、ここまで来ました」とジェラルドは微笑ほほえみながら言う。どうやら彼は前のことも覚えているようだ。

ミナリ：よかった……。本当によかった……。

ＧＭ：「でも……突然どうしたんですか？　鳴島市にいたのでは？」

ミナリ：その、鳴島市の方は大変なことになっててね。……話しちゃって大丈夫かな？

紫帆：ヒカルさんは信用できるよ（[image: ]オリジンで一緒にプレイしてた人）。

ミナリ：じゃあ話しちゃおう。鴉周りのことも含ふくめて、ざっとジェラルドに説明します。

ＧＭ：了解。ジェラルドは神しん妙みような顔になって「〝銀目の鴉〟……。彼が……」と。

ミナリ：……ちょっとその件で相談していい？

ＧＭ：「相談、ですか？」

ミナリ：鴉のやっていることが正しいかどうか。

柳也：それか。

薫：さっきだいぶ迷まよってたもんね。

ミナリ：うん、ちょっと違う人と相談したかった。というわけでジェラルドに鴉のやろうとしていることを話します。

ＧＭ：……ジェラルドは黙だまってそれを聞いている。

ミナリ：鴉はレネゲイドにまつわる不幸を消そうとしている。世界からレネゲイドすべてを無くして。……犠ぎ牲せいを承しよう知ちで。

ＧＭ：「彼は、それが必要なことだと？」

ミナリ：そう言ってた。……〝銀目の鴉〟は敵てきだってわかっていたんだけど、その話を聞いたら少し揺ゆらいでしまってね。私やあなたみたいにレネゲイドの力があるから戦わされる、なんてこと無くなるでしょう？

ＧＭ：その話を聞いて、ジェラルドは微笑む。「……ミナリ、あなたは優やさしいですね」

ミナリ：え……？　不意打ちだったので、なんとなく照れます。

ＧＭ：「でも、ボクはレネゲイドが消えることが本当にいいことだとは思いません」

ミナリ：……なぜ？

ＧＭ：「だってボクはこの力が無ければ、今ここでミナリと話すこともできません」……笑顔のままでジェラルドは言う。

ミナリ：あ……。

ＧＭ：「ボクのこの体も、意志も、レネゲイドあってのことです。……父・ヘラルドが人じん格かくの研究を始めた理由も、また」

ミナリ：……ごめんなさい。あなたに悪いこと言っちゃった。

ＧＭ：「いえ、いいんです。……あくまで、これはボク個こ人じんの話ですから」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「たぶん───物事にはいくつもの見方があると思うんです」と、悩んだ様子のミナリに彼は言う。「ボクがジェラルドであり、ディエースであったように。見方がひとつ変われば、どんな事象も違う意味になる」

ミナリ：……そう、かもね。

ＧＭ：「レネゲイドがある世界も、レネゲイドが無い世界も、見方を変えればどちらも正しいんじゃないでしょうか。……それを決めるのは誰にもできません。できるとしたら───自分自身だけです」

ミナリ：私が決めないといけない……ということ？

ＧＭ：「そうです。……ミナリが経験してきたことを元に、あなたが決めればいい」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「…………」ジェラルドは黙ってミナリの結論を待っている。

ミナリ：ありがとう、ジェラルド。……なんか年上に諭さとされているみたい。

ＧＭ：「知ち識しきだけはたくさんありますから」と笑うジェラルド。だが、その姿すがたが急速に薄うすらいでいく。そして「すいません、時間に限げん界かいがきたみたいです。まだ長い起動は耐たえられなくて」と。

ミナリ：そう……じゃあ無理はしないで。また会いに来るから。

ＧＭ：最後に彼はにこりと笑う。「……いつでも、待っています」そして、姿はかき消える。

ミナリ：……しばらく消えた後の空間を見つめて、外に出ます。

ＧＭ：「話はできた？」とヒカルがミナリに聞く。

ミナリ：はい。……ありがとうございました。

ＧＭ：「お気遣いなく。……何か指令があれば連絡します。それまであなたは待機を」

ミナリ：わかりました。……と、ちょっとだけ吹ふっ切れた顔で言います。

ＧＭ：了解。ではここでシーンを切ろう。







ジェラルド　第三巻『追憶の宴』に出てきたＮＰＣ。自我を持ったプログラムであり、少年の姿であるホログラムを肉体代わりとする。ミナリが助け出した。











◆Middle 07◆薫の考え


ScenePlayer ─── 千城寺薫






　トレーラーを改かい造ぞうした移い動どう型がた研究施し設せつ。薫はその中で鳴島市の様子を見み張はっていた。

　予想通り、鴉の《ワーディング》は広がりつつある。

　まだ世界を覆おおうほどの勢いきおいは無いが、油ゆ断だんはできなかった。




ＧＭ：では最後に薫。

薫：僕ぼくはどこにいるのかな？　セント・ジョージ城じよう？

ＧＭ：なんであんなヨーロッパの奥おく地ちまで帰らなきゃならんのですか（笑）。薫はテレーズの手伝いで対たい策さく本部預あずかりですよ。一いち応おう研究員だし。

ミナリ：対策本部って、今どうなってるんですか？

ＧＭ：うーん、《ワーディング》の領りよう域いきがじりじりと広がっているから、同じ場所に留とどまり続けるのは難むずかしいし……。

薫：巨きよ大だいトレーラーとかを改かい装そうして、暫ざん定てい本部にしちゃうのはどう？

ＧＭ：あー、それはいいかも。じゃあそういう本部を作ったことにしよう。で、その研究所相当の車両にテレーズと薫がいる。

薫：僕は昏睡した人たちを調べたりしているよ。……どんな様子だい？

ＧＭ：外にも中にも傷きずひとつ無い。本当に寝ねているだけのように見えるよ。ついでに言えば、ＵＧＮの機材では彼らからレネゲイドの反はん応のうは見受けられない。

薫：ふうむ。じゃあ適てき当とうなことを言うか。

紫帆：て、適当？

薫：テレーズちゃん、ちょっと計算してみたんだけどね。世界中のレネゲイドがポートタワーに集まったら臨りん界かいを突とつ破ぱしてビッグバン級の爆ばく発はつが起こったりしないかなあ（笑）。

ＧＭ：「……なんで『計算した』のに『起こったりしないかなあ』なのよ」（笑）

薫：僕の希望だから（笑）。

ＧＭ：「ったく、あなたはこんな状じよう況きようなのに……」テレーズはぶつぶつ言ってから、「多分そうはならないわよ。その辺は〝銀目の鴉〟の計算を信じるしかないけどね」

薫：で、僕は椅い子すに寄よりかかって言う。……それにしてもブルム評ひよう議ぎ員いんはお優やさしいことで。

ＧＭ：「…………なによ」

薫：みなまで言わせるつもりですか？　柳也くんは槙絵さんのところ、ミナリくんはジェラルドのところ、紫帆くんは泉くんのところ。……派は遣けん先さきを考えれば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

ＧＭ：「……私じゃないわ。発案は雄吾」とテレーズはそっぽを向く。

柳也：……絶ぜつ対たいコイツもわかってやってただろ（笑）。

薫：あ～、それじゃあ…………。ふう。

ＧＭ：……？

薫：真面目な顔はそろそろ限げん界かいだ、やめよう（笑）。

ミナリ：もう限界なんですか！（笑）

紫帆：っていうか真面目な顔だったんだ……（笑）。

薫：まあ、とにかく話を続けてくれ、ＧＭ。

ＧＭ：わ、わかりました（笑）。テレーズはちょっと遠い目をして、「まあ、こんな措そ置ちで彼らの何が変わるでもないし。……焼け石に水かもね」

薫：（唐突に）ばしゃっ、じゅっ！　ばしゃっ、じゅっ！

ミナリ：…………何してるんですか？

薫：焼け石に水をかけている（笑）。

柳也：どっから出てきたんだよ！（笑）

薫：モルフェウスで出した（笑）。

ＧＭ：テレーズは力強く薫の反応をスルーする（笑）。「で！　鴉の《ワーディング》についてなんだけど」

薫：広がっているんだって？　でも、今すぐ世界が覆われる速さでも無いんじゃない？

ＧＭ：「…………」テレーズは渋しぶい顔で黙だまる。

薫：あれ？　そんなに急きゆう激げきに広がっているの？

ＧＭ：「鴉の《ワーディング》自体はゆっくり広がっているだけよ。このペースじゃ、加速したとしても日本を覆うまで数週間かかるレベルね」

薫：じゃあ……他に不安要よう素そが？

ＧＭ：テレーズはため息をつく。「……他の〝賢けん者じやの石〟が、鴉に同調を始めているの」

薫：ほう！　それはアレだね？　紫帆くんの石が暴ぼう走そうした時に似にている現げん象しようだね？

ＧＭ：「そういうこと。このままだと、世界各地で鳴島市と同じ状況が発生するわ」

薫：なるほど。それを最終的に自分の手元に集めてレネゲイドを消すってわけだねえ。……有ゆう効こうな情じよう報ほうなんだけど、何の希望も無い情報だねえ（笑）。

ＧＭ：「その通りなんだけど……あなたに言われると腹はら立たつわね」（笑）

薫：テレーズちゃんの計算では、〝賢者の石〟が同調を開始するまでどれくらいなんだろう？

ＧＭ：「予よ測そくでしかないけど……おそらく数日後。世界中が《ワーディング》に覆おおわれるまで合わせれば十日ってところかしら」

薫：ふうむ、想そう像ぞう以上に時間は無いねえ。……時間の問題はあちらにもあるはずなんだけど。

ＧＭ：「鴉の寿じゆ命みようの話？」

薫：そうそう。そっちの予測は立てられる？

ＧＭ：テレーズは首を横に振ふる。「トートの話によれば、彼の肉体的な寿命はとうに尽つきている。……逆ぎやくに言えば、予測はまったくつかないわ」

薫：意い志し力りよくの勝負だとしたら……目的を完かん遂すいするまでは意地でも死なないだろうねえ。

ＧＭ：「持じ久きゆう戦せんというチョイスは無いわね」

薫：……ねえ、テレーズちゃん。あんまり考えたくないことなんだけどさ。

ＧＭ：「なに？」

薫：やっぱり、ミサイルとか使って強引に鴉を倒しちゃうのが一番早いんじゃない？

ＧＭ：「……そうね。時間がないと分かった以上、一番確かく実じつな手しゆ段だんを使うわ。……それが犠牲を出すものであっても」とテレーズは硬い声で言う。

薫：レネゲイドが地球から消失してめでたしめでたしとはいかないのがつらいねえ。

ＧＭ：「私たちＵＧＮは鴉の考えに乗るわけにはいかない。六割のオーヴァードが死ぬのよ？　潜在的な、まだ発症していない人間も含めれば億の人間が死ぬことになる。……それを世界のための犠牲と考えるわけにはいかないわ」

薫：不ふ謹きん慎しんだが面白くなってきたねえ。この十日間で世界の運命が決まるかと思うと。

ＧＭ：「……薫はいつもそんなね。好こう奇き心しんだけで行動する」テレーズは呆あきれたように言う。

薫：苦しいときこそ笑いあり、ですよ。何事も、ポジティブな方が乗のり越こえられる。

ＧＭ：テレーズはため息をつく。「……どちらにせよ、急がなきゃね」

薫：あ、そうそう。ちょっとやりたいことがあるんだよ、ここで。

ＧＭ：ん？　なんですか？

薫：ここで、僕のところに手紙が届とどくんだよ。正せい確かくには紫帆くん宛あての手紙なんだけど。

柳也：手紙？

薫：彼女に対する連れん絡らくはＵＧＮを介かいするんで、ここに届くんだけど、それを僕が取って開ける。

紫帆：見られたー！（笑）

薫：で、……ふうん、なるほどねえ。と言って勝手に納なつ得とく（笑）。

ミナリ：納得した（笑）。

薫：僕は急に立ち上がる。……あ、テレーズちゃん、僕は出かけるから。

ＧＭ：「出かけるって……どこ行くの！」

薫：（満面の笑みで）届け物に行くのさ～！　……と踊おどりながら出て行く（笑）。

柳也：なんで踊るんだ（笑）。

薫：うまくいったら事じ件けんは解決してるかもしれないよ～。

ＧＭ：「そんなはずないじゃないの！」とテレーズは叫さけぶけど……。

薫：僕はそのままくるくる回ってシーンから退たい場じよう。……シーン切っていいよ（笑）。

ＧＭ：あ、それで終わりなんですか（笑）。

薫：なんとなく伏ふく線せんを張はっておきたかったんだ（笑）。

紫帆：それだけ!?（笑）

ＧＭ：じゃあ一回シーン切ります（笑）。







◆Middle 08◆抗あらがうべき運命


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　気がつけば、紫帆は一面石いし畳だたみの世界に立っていた。

　周りには奇き妙みような形の街灯が光を灯ともしている。

　すぐに紫帆は理解した。……ここは〝賢者の石〟の中の世界だと。




ＧＭ：ではもう一度紫帆のシーン。

紫帆：えーと、マンションに入れって言われてるんだっけ。

ＧＭ：うん。マンスリーマンションみたいなモノで、最さい低てい限げんの家具くらいはついている感じの部屋に。……ちなみに監かん視ししています、と最初に言われるから。

紫帆：うええ。……外へは？

ＧＭ：基き本ほん的てきに出ないでくれ、って言われてる。

紫帆：むー。それじゃしょうがないから、ベッドに横になって考え事をしていよう。

ＧＭ：了りよう解かい。では、そのまま時間が過すぎていき、夜に。……そして気がつくと、紫帆は一面石畳の世界にやってきている。

紫帆：え？　それって……〝賢者の石〟の中？　なんでここに……？

ＧＭ：すると、目の前の空間にヒビが入り、そこから三郎が出てくる。

紫帆：三郎！

ＧＭ：「や～っとここまでこられたぜ」そう言う三郎はぼろぼろの姿だ。「よお、ちと伝えなきゃいけないことがあったから戻もどってきた」

紫帆：戻るって……戻ってこれるものなの？

ＧＭ：「無理に決まってるだろ。……おかげでへろへろだ」肩をすくめる三郎。

紫帆：大だい丈じよう夫ぶなの……？

ＧＭ：「大丈夫とは言えねえな。だが、話しておかなきゃいけないことがあって来た」

紫帆：…………。

ＧＭ：「用よう件けんはふたつだ。ひとつはＵＧＮの誰だれかに伝えろ。……なんとかしてさっさと鴉を倒たおせ。ミサイルでもなんでもいい。ＵＧＮが全力になれば、倒せない相手じゃねえ」

紫帆：でも、そんなことしたら〝賢者の石〟を取られちゃった人たちが助からないんじゃ？

ＧＭ：「心配すんな、鴉が集めた〝賢者の石〟はヤツが倒れれば元の身体からだに戻る。爆ばく撃げき程てい度どで壊こわれる代しろ物ものでもねえ。母体さえ無事なら大丈夫だ」

紫帆：…………。

ＧＭ：「で、もうひとつはお前にやってもらいたいことだ」

紫帆：わたし？

ＧＭ：三郎はうなずく。「あの石を……〝銀なる石〟を破は壊かいしろ。それはお前にしかできねえ」

紫帆：破壊？　吸きゆう収しゆうじゃなくて？

ＧＭ：「そうだ。……鴉が死ねば、あの石を使えるのはお前だけだ。そして石の力を使って〝銀なる石〟自身の破壊を行なえ。自じ滅めつさせるんだ」

紫帆：自滅……。

ＧＭ：「今回の件が片かた付づいたとしても、あの〝銀なる石〟の力が残っている以上これから先も同じような事件が起きる。石自体を消しよう滅めつさせるっきゃねえんだ」

紫帆：……あんまり聞きたくないんだけど、それって三郎は？

ＧＭ：「…………消滅する。鴉と石が健在でなければ、俺は存在できないからな」

紫帆：消え……ちゃうの？

ＧＭ：「…………」

紫帆：他の手段は……無いのかな？　ほら、わたしが鴉から〝賢者の石〟を奪うばい返すとか。

ＧＭ：「……どうやってやるんだよ」

紫帆：う…………。

ＧＭ：「だいたい、石を取り返したとしても意味はねえだろ。俺おれはあの石を消せ、って言ってるんだし。……鴉だって、石を抜ぬき取られれば後は死ぬしかねえ」

紫帆：え…………。

ＧＭ：三郎はため息をつく。「ヤツは途と切ぎれかけてる命を〝賢者の石〟で強引に補おぎなっているんだよ。ヤツから石をなくすことは死ぬってことだ。言いたかねえが、だからこそヤツは強いぞ。……完全に覚悟を決めている。それこそＵＧＮの全力にも対たい抗こうできるくらいにな」

紫帆：なんで……鴉はそこまで？

ＧＭ：その言葉に、三郎はひたと紫帆を見る。「聞きたいか？」




　あまりにも厳きびしい目で、三郎は紫帆を射い抜ぬく。

「これはヤツの話だ。お前には関係ねえ。……それでも、聞きたいか？」




紫帆：……う、うん、聞きたい。

ＧＭ：三郎はため息をついて言う。「ったく、および腰ごしのくせに引き下がらないな、お前は」

紫帆：聞かなきゃいけない気もするの。

ＧＭ：「なら話してやる。……〝銀目の鴉〟はな。もともと自じ我がの無い存そん在ざいだった。そんなヤツに自我が宿ったのは───〝賢者の石〟のせいだ」

紫帆：どういうこと？

ＧＭ：「ヤツの身体からだから六つの石が他の実験体に埋うめ込こまれてから、ヤツには彼ら実験体の意い識しきが流れてくるようになった。その意識が刺し激げきとなって、鴉に自我が生まれた」……ルール的に言うと、ロイスを取ったわけだ。

柳也：なるほど。他者の存在を知って、自分を作ったわけか。

ＧＭ：そうそう。「だが、その自我はあまりにも特とく殊しゆなものだ。ヤツは自分のことを人間ではなく、レネゲイドの一種だと思っている」

紫帆：え!?

ＧＭ：「〝賢者の石〟から派は生せいした意識だからな。ヤツがそう感じても不思議はない。それに、レネゲイドへの親しん和わ性せいや能のう力りよくの使い方からも納得できる部分がある」

紫帆：…………。

ＧＭ：「ここからが問題なんだが……。そんな出自の自我ゆえか、ヤツは生まれ落ちた瞬しゆん間かんから考え続けているのさ。───自分は何のために生まれたのか、ってな」

柳也：アイデンティティの探たん求きゆうか。これはまた重いテーマだ。

紫帆：その……行き着いた先が〝レネゲイドの消滅〟なの？

ＧＭ：「そうだ。……アイツはレネゲイドがこの世界でどう存在するかを見て回り、そして絶望した。レネゲイドによってもたらされる破滅、それを利用しようとして起こる戦い。そんな出来事が世界中のどこにでも転がっている」

紫帆：…………。

ＧＭ：「アイツにとって人間は親しい隣人のはずだ。自我を形作れたのも人間のおかげだしな。……そうそう、お前の部屋に来たのも〝日常〟ってやつの価値を確かめに行ったんだろう」

紫帆：あの時……。

ＧＭ：三郎はため息をつく。「だからこそアイツの絶望は深かった。レネゲイドが人間と相あい容いれないものだと理解したときのな。そして───アイツは決意したんだ」




　三郎の声がひとつ低くなる。

「レネゲイドの消滅こそ、自分が生まれ落ちた意い義ぎである、と」




ＧＭ：「ヤツは無む為いに死にたくないんだよ。奇き跡せきのように授さずかった自我だからな。何かを残したいと考えている。……気持ちはわかるがな」

紫帆：わかるよ。……わたしが何でも屋をやっている理由に近いもの。でも……。

ＧＭ：三郎がうなずく。「そうだ。鴉のやり方を許きよ容ようできるほど、今の世界は単たん純じゆんじゃねえ。……レネゲイドを消したところで、その犠牲によってまた大きな傷ができる可か能のう性せいすらある」

紫帆：もう、鴉は止められないの？

ＧＭ：「さっきも言ったろ？　止めたとしても、ヤツは死ぬしかない」

紫帆：三郎はそれでいいの？　……鴉はなにもできずに死んで、三郎は消えちゃって、わたしも石がなくなれば三郎たちのことを忘わすれちゃって……それで何が救われるの!?

ＧＭ：その言葉に三郎は大きくため息をつく。「───お前が助かるだろうが」

紫帆：……え？

ＧＭ：「ったく、言わなきゃわかんねえのか。……この方法なら、少なくともお前だけは確実に今までの日々に戻もどれるだろうが」

紫帆：わたし……のため？

ＧＭ：「……鴉はもう救われねえ。俺の消滅も避さけられねえ。それなら───残ったものだけでも救っておきたい。……それがお前ならなおさらだ」

紫帆：そんな！　イヤだよ！　わたしだけ助かって他の人が犠牲になるなんて！

ＧＭ：三郎はため息をつく。「……またそれか」

紫帆：え？

ＧＭ：「『自分の周りの人間が苦しんでいるのが辛い』、前にまひろを助けるときにお前はそう言った。……だが、もうその理屈は通らねえぞ」

紫帆：…………。

ＧＭ：「それはお前の反射的な感情だ。お前の意志じゃない」

紫帆：そんなこと……言われても……。

ＧＭ：（遮って）「どうしていいかわからないのなら、俺の言うとおりにしろ」

紫帆：えっ!?

ＧＭ：「少なくとも、お前だけは元の生活に戻してやる」三郎は強い目線で紫帆を見る。

紫帆：…………。

ミナリ：紫帆は……本当に自分が何をしていいかわからない？

紫帆：うん……。鴉のやろうとしていることがダメなのはわかるんだけど……。

柳也：それはオーヴァードがたくさん死ぬからか？

紫帆：……多分、違うと思う。犠牲が出ることが許されないことなのはわかるけど、実感があるわけじゃないから。

ミナリ：だとすると、鴉や三郎が死ぬこと？

紫帆：……うん、多分そっちだと思うんだけど……。

柳也：だが、三郎の話じゃどんな結果でも鴉は助からねえぞ。八方ふさがりだ。

薫：石を抜いても、放っておいても鴉は死ぬからねえ。これはどうしようもない。

一同：…………。

ＧＭ：では黙っている紫帆に三郎が言う。「もしお前が鴉の命を救おうと思うなら、たったひとつだけ手がある」

紫帆：…………えっ!?

ＧＭ：「お前がプライメイト・オーヴァードになるんだ。……そうすれば鴉は助けられる」

ミナリ：プライメイトになれば救えるの？

薫：できるんじゃないかな。鴉もオーヴァードなら、レネゲイドを操作することで命を延ばすことくらいはね。でも───。

ＧＭ：（うなずいて）「だが、そうなれば今度はお前が犠牲になる」と三郎は紫帆を指す。「プライメイトなんかになっちまったら、お前自身は変化をまぬがれない」

紫帆：…………。

柳也：確かにな。しかも〝銀なる石〟にまつわる問題は残されたままだ。

ミナリ：そうですね……。

ＧＭ：「そういうことだ」と三郎は肩をすくめる。「どうしても犠牲はあるんだよ」

紫帆：…………そっか、そういうこともできるんだ。

ＧＭ：「っておい！　まさかお前プライメイトになるつもりじゃないだろうな！」

紫帆：あ、いや、違うの。ただ、今の話で気がついたことが。

ＧＭ：「何だ？」

紫帆：───レネゲイドの力で人を救えるんだなあって。

ＧＭ：「そりゃあそうだが……」

紫帆：うん……やっとわかった気がする。




　ゆっくりと紫帆は息を吸う。




紫帆：わたしにとって、きっとレネゲイドは〝人を助けられる〟ものなんだ。




　それが───彼女の答え。




紫帆：まひろさんも、拓真くんも知冬さんも、「ありがとう」って言ってくれた。わたしはそれを忘れていない。……わたしが人を救えたことを、忘れていない。

ＧＭ：「…………」

紫帆：そしてわたしは───鴉に救われた。あの人の絶望している、レネゲイドの力で。

ＧＭ：「だが、それはアイツがお前を殺したからで……」

紫帆：（首を横に振る）わたしはそう思ってないよ。

ＧＭ：「…………」

紫帆：もちろんみんなの言うとおり、レネゲイドが危険であることは知ってる。……辛いことも、苦しいこともたくさん見てきたから。




　だが、それでも───。




紫帆：でも、それでもわたしはレネゲイドに希望があると信じてる。この力で人を幸せにできると思う。だって、わたしはレネゲイドに救われてきたし、人を救うこともできたから。




　そして、紫帆は自分の願いを口にする。




紫帆：だから───わたしは鴉がレネゲイドに絶望しているのを変えたい。

ＧＭ：「お前が希望を持っているから、か？」

紫帆：（うなずく）あの人はわたしに希望を与えてくれたひとりだから。絶望のまま死なせたくない。……命は助からなくても、希望はあるんだって伝えたい。

ＧＭ：「それを……お前がやるのか？　おそらくヤツには通じないぞ」

紫帆：うん、……失敗するかもしれないし、戦いになるかもしれないね。

ＧＭ：「それでもやるってのかよ」三郎はじっと紫帆を見る。

紫帆：これは───これだけは、わたしにしかできないことだから。




　何度も共に危機を乗り越えてきた小さな相棒に、紫帆ははっきりとうなずく。




紫帆：伝えられると思う。……わたしなら。

ＧＭ：三郎はそっぽを向く。「ったく、最後までお前は人の忠ちゆう告こくを無む視しするな。どうして今の俺の忠告から、鴉の元に来る話になるんだよ」

紫帆：これでも、悩なやみに悩んで行動してるんだよ？

ＧＭ：「だから余よ計けいにタチが悪い。……止められるものも止められない」

紫帆：…………ごめん。

ＧＭ：「一応言っておくが、俺の助けは期待するな。正直、ヤツの意識を押おしのけて出てくるような力は残ってねえ。……あとは、お前がなんとかしろ」

紫帆：───うん、わかった。

ＧＭ：「……じゃあな。たぶんこれが最後だ」




　仏ぶつ頂ちよう面づらで言う三郎。




紫帆：じゃあ……また。また、会いに行くよ。




　その彼に───紫帆はわざと笑顔で言った。




ＧＭ：三郎は悪あく態たいをついて言う。「……ホント、最後まで話を聞かないヤツだよ」

紫帆：へへへ……。

ＧＭ：そして三郎はゆっくりと消えてゆく。同時に紫帆の体も浮うき上がっていき───そこで紫帆は目が覚める。日は完全に暮れている。

紫帆：…………あのー、ちょっとやりたいことがあるんですが。

ＧＭ：はい、なんでしょう。

紫帆：ここから脱だつ走そうしたいです。

ＧＭ：…………え!?　い、今すぐですか？

紫帆：今すぐ……の方がよさそうなので、今すぐ。

ミナリ：ずいぶんと思い切ったことをするのね。

紫帆：ＵＧＮの動きも早そうだし、いろいろ急いだ方がよさそうなので。

ＧＭ：ええと、さすがに監視もしてるし、判定はしてもらおう。〈隠おん密みつ〉で目標値13。

紫帆：《光の衣》は使っていいですか？

ＧＭ：ああ、他者に化けるエフェクトか。……使ってＯＫだろう。部屋から出て、行方ゆくえをごまかすのにはうってつけだ。

紫帆：じゃあ……判定は成功。監視をごまかしつつ、部屋から飛び出します。




　まっすぐに、紫帆は鳴島市を目指す。

　伝えるべきことを伝えるために。全速力で、あの街へ。





＊　　　＊　　　＊






紫帆：〝銀なる石〟の自滅かぁ……。

ＧＭ：ルール的に言えば、石の自滅を願うと紫帆のＤロイス〝賢者の石〟が昇しよう華かされます。

紫帆：それで、石も記憶もなくなっちゃうから……。

ミナリ：そこは……どうにかしたいですけどねえ。

ＧＭ：一応解かい決けつ策さくは用意してある。……これは今までのシナリオで使ってきたギミックをいろいろ思い返して検けん討とうして欲ほしいところかな。

一同：うーん……。

ＧＭ：それにしても紫帆は意外に早く脱走したなあ。

紫帆：悩むのが長かったんで、答えが出たら一直線に行こうと思って。

薫：それもいいんじゃないかねえ。

ミナリ：あ、じゃあシーンが欲しいです。紫帆の脱走を、私たちがそれぞれ聞きつけるシーン。

柳也：それいいな。紫帆の行き先は俺たちなら想像つくから、先回りもできる。

ＧＭ：あー、かっこいいね。……じゃあ、シーンを作ろうか。







◆Middle 09◆絆きずなと、つながり


ScenePlayer ─── 八重垣ミナリ






　その時、ミナリは日課の訓練をこなしていた。

　待機状じよう態たいであろうとも、いつでも動けるようにしておかなければならない。

　それがＵＧＮエージェントのひとりであるミナリの役目だった。




ＧＭ：では最初はミナリから。……どういう形で紫帆の情報を得ることにする？

ミナリ：うーん、私の場合はジェラルドから教えてもらう感じでどうでしょう。彼ならある程度の情報を得られそうだし。

ＧＭ：よし、じゃあそうするか。……では夜。

ミナリ：私はトレーニングを終えたところで。まだイライラしながら汗あせを拭ふいている。

ＧＭ：と、そこに携けい帯たい端たん末まつが着信を告げる。取ると向こうからは「ミナリですか？　緊きん急きゆうに連絡があります」とジェラルドの声が。

ミナリ：緊急？

ＧＭ：「七村紫帆さんが、ＵＧＮの保ほ護ご下から脱走しました」

ミナリ：その言葉を聞いて苦い顔になるけれど、ちょっとうれしそうな私。……そう、伝えてくれてありがとう。

ＧＭ：「あの……彼女を止めるんですか？」

ミナリ：そうね……。




　苦笑いをしながらミナリは考える。

　紫帆のことだ。何か答えが出たのだろう。そうなれば、テコでも動かないのが彼女の特とく徴ちようだ。

　だとすれば───。




ミナリ：……バックアップはしてあげなきゃ。

ＧＭ：「え？」

ミナリ：あの子のフォローは私の役目だから。……戻るわ、自分の支部へ。

ＧＭ：するとジェラルドはくすりと笑う。「……いってらっしゃい、ご武ぶ運うんを」

ミナリ：ありがとう。……行ってきます。




　夜の街にミナリは駆かけだしていく。

　さっきまで頭を離れなかった悩みは、いつの間にか消え失せていた───。





＊　　　＊　　　＊






柳也：次は俺だな。あー、俺は霧谷から聞くのがいいな。

ＧＭ：おお、了解。じゃあ、霧谷から唐とう突とつに呼よび出だしを受けると思ってくれ。で、出てくると霧谷が柳也に言う。「……ひとつ、緊急指令をこなしてください」

柳也：おう、なんだ？

ＧＭ：「七村紫帆さんが脱走しました」

柳也：（にやりと笑って）ほ～う、思ったより早かったな。

ＧＭ：「で、私はあなたに七村紫帆さんの捕ほ獲かくを命じようと思いますが……どうでしょう？」

ミナリ：どうでしょうって……。命令なのに相談してる（笑）。

柳也：俺は動じずに、……いい案なんじゃねえか？　俺に任まかせておけば万事ＯＫさ（笑）。

紫帆：わざとらしいなあ（笑）。

柳也：ここはそのくらいでいいんだよ（笑）。

ＧＭ：霧谷も満面の笑みで返す。「……では九条柳也さん。脱走した七村紫帆さんを捕ほ捉そくして、連れ帰ってください」

柳也：おう、了解だ。上手うまい具合にやるぜ。

ＧＭ：「ええ。……最後に」と霧谷は真面目な顔になる。「〝銀目の鴉〟のやろうとしていることは、今のＵＧＮには認みとめられません。ですが、彼の言葉を受け取るのは個こ人じん個人によって違ちがってよいと私は考えます」

柳也：それを……紫帆に伝えろ、と？

ＧＭ：「はい、私から個人的なお願いです」

柳也：確かに伝える。……じゃ、行ってくるぜ。




　支部を出て、柳也はタバコに火をつける。ゆっくりと吸すい、鳴島市の方角を見て、つぶやく。

「ホント、退たい屈くつしねえぜ。……あいつは」





＊　　　＊　　　＊






薫：僕は虫の知らせで鳴島市に向かってていいかな？　さっき手紙届けようと外に出ちゃったし。このまま鳴島市に行こうかな～と（笑）。

ＧＭ：む、虫の知らせ？　ま、まあいいですけど……。

薫：というわけで《ヴィークルモーフィング》で乗り物作って鳴島市に向かうよ！　これが使いたかったんだ！

柳也：それだけのためじゃねえか！（笑）

ミナリ：前から使ってみたそうにしてましたけどね（笑）。

紫帆：ところでどんな乗り物なんですか？

柳也：また自じ家か製せいのベンツとかか？

薫：う～ん……馬車、とか？

ＧＭ：馬車!?

薫：機械の馬が四頭立てで引く馬車。御ぎよ者しやの僕はイバラの鞭むちでそれを操あやつっている。

柳也：ほとんどホラーじゃねえか！（笑）

紫帆：それが……普ふ通つうに道を走っているところを想像すると……。




　一瞬沈ちん黙もくする一同。

　皆の頭には奇き天て烈れつな馬車を笑顔で操る薫の姿すがたが浮かんでいたに違ちがいない。




薫：結けつ構こうかっこいいんじゃない？

一同：怖こわいわ！（笑）

ＧＭ：まあ、鳴島市近くまで入っちゃえば人もいないからいいけど（笑）。……じゃあ馬車で疾走する薫の携帯端末が着信を告げる。相手はテレーズだ。

薫：おや？

ＧＭ：「紫帆が脱走したわ。……薫、本当に紫帆のところに行くの？」

薫：もちろん。届け物があるからねえ。

ＧＭ：テレーズはちょっと沈黙する。「……紫帆の脱走が契けい機きになったわ。今から十時間後、ＵＧＮが〝銀目の鴉〟を攻こう撃げきする。あの一帯を灰はいにするつもりでね」

紫帆：うわ……。

薫：よくそこまで決けつ断だんしたものだねえ。まあ、石が集まる危険性に押されたかな。

ＧＭ：「……いい、十時間後よ」とテレーズは念を押おす。

柳也：ん？

薫：彼女の立場からすれば、「それまでになんとかしろ」とは言えないんだろうねえ。……まあ、なんとかしますよ。テレーズ・ブルム評議員どのに最さい大だい限げんの感かん謝しやを。

ＧＭ：「…………私だって、別に悲ひ劇げきが好きなわけじゃないのよ」

薫：知ってますよ。

ＧＭ：テレーズはため息をつく。「じゃあ……あの子によろしく」と言い残して電話が切れる。

薫：では、携帯端末をくるくると回して懐ふところに入れながら言いますよ。




「さて、これからが大おお詰づめですねえ。……どんな結果が待っているやら」

　機械の馬が引く奇妙な馬車を走らせ、薫は笑みを深くする。

　世界の行方を決めるこの十時間。なんと興きよう味み深ぶかいのだろう！







◆Middle 10◆そしてあの場所へ


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　あまりにも寂さびしいその場に紫帆は立ちつくす。

　夜でも光の絶たえなかったその場所は、今は最低限の電灯が灯ともるのみ。




　鳴島市、中心部。人のいなくなった街に、紫帆は帰ってきた。




ＧＭ：では次のシーン。紫帆が鳴島市に戻ってきたところから。

紫帆：あ、もう鳴島市に戻ってこれるんですか？

ＧＭ：〈隠密〉判定に成功したしね。それなりに時間はかかるとは思うけど、鳴島市には来られるだろう。……今は深夜。中心部をひとりで歩いているところ。

紫帆：周りの状況は？

ＧＭ：人がまったくいないので、紫帆の知っている鳴島市とはまったく違う。街灯は一応灯っているけれど、そのほか明かりは無く、動くものの気配もまるで無い。

紫帆：…………。

薫：ではそこにガラガラガラガラ……、と馬車の音が（笑）。

紫帆：うわっ！　ものすごいビクッとして振ふり向むきそう（笑）。

薫：で、目の前にサイバー馬車がやってくる。御者席に僕が乗ってて、……やあお嬢じようさん、舞ぶ踏とう会かいへ馬車はご入り用かな？

紫帆：…………啞あ然ぜんとして声が出ないと思います。

ミナリ：そうだろうなあ（笑）。

薫：おや、乗らないのかい？　ここからポートタワーまで結構遠いよ。

紫帆：あ、はい。……の、乗ります。

ＧＭ：えー、では馬車がガラガラと無音の街を走っていく。

紫帆：あ、あの、薫さん。薫さんはまさかひとりで鴉のところに行こうとしたんですか？

薫：え？　いや？　紫帆くんを迎むかえに来たんだよ。足がないと大変かと思って。

紫帆：……は、はぁ。

薫：後はほら、面白そうだから。

紫帆：……その一言だけでいろいろ納得しました（笑）。

薫：ああ、そうそう。紫帆くんに届け物があるんだよ。……と言って手紙を取り出す。

ミナリ：あ、さっき突とつ然ぜん出した手紙。

薫：ほら、彼からの手紙だよ。あの……なんとかくんとかいう。

柳也：わかんねえよ！（笑）

薫：ええと……前回に出てきた……そうだ、月柄くん！　彼からキミに手紙が来てるんだよ。

紫帆：月柄くんから……？

薫：開こうか。えー……「皆みなさんのおかげで助かりました。ありがとうございます、まる」

柳也：それだけかよ！（笑）

紫帆：は、はあ。

薫：彼は───もともと外に出るのが苦手な少年だったらしい。対人恐きよう怖ふ症しようなところもあっただろうしね。その彼がわざわざ手紙を送ってきたんだ。簡かん単たんな手紙だけど、ずいぶん勇気を振ふり絞しぼったんじゃないかな。

紫帆：…………。

薫：まあ、手紙を書かせる演えん出しゆつをしたのは僕なんだけどさ（笑）。

柳也：台無しにするなよ！（笑）

ミナリ：いい話だったのに（笑）。

薫：ともあれ、紫帆くんがやってきたことの成果として受け取っておいてくれよ。

紫帆：うん……、ありがとうございます。……こうやって感謝されると、うれしいですね。

薫：そうだねえ。

ミナリ：あ、ペリゴールに寄よってくれませんか？　私、その辺で合流します。

薫：了解。じゃあ僕はポートタワーにまっすぐ行くんじゃなくて、わざとペリゴールに寄る。

紫帆：あれ？　薫さん、こっちはポートタワーじゃないですが……。

薫：まだやることはあるだろう？　……彼らも待ってるはずだし。

紫帆：え……？

ＧＭ：というところでペリゴールに到とう着ちやくしようか。

ミナリ：そこで中から私が出てきます。真っ黄色の防ぼう護ご服ふくにガスマスクをつけて。

紫帆：誰だれ!?（笑）

ミナリ：あ、紫帆。

紫帆：だから誰!?（笑）

薫：やあミナリくん、キミも来てたのか。

ミナリ：薫さん、危あぶないですよ。ここはもう鴉の《ワーディング》内なんですから。

柳也：防護服でなんとかなるのか？

ＧＭ：いや、ならないけど。

一同：…………。

ミナリ：…………防護服を脱ぬいで馬車に上がります。

紫帆：あ、脱ぐんだ（笑）。

ミナリ：だってみんなが普通の格かつ好こうなのに、私だけフル装そう備びなんてバカみたいじゃない。

柳也：すねるなよ（笑）。

ミナリ：で、馬車に上がってから紫帆を見てため息をつく。……ふぅ。

紫帆：え、えーと……。

ミナリ：（目をそらしたままで）なんで来たの？　とは聞かないわよ。あなたが命令を聞かないのは今に始まったことじゃないし。

紫帆：えーと……ごめん。でも……、来てくれたんだ。

ミナリ：……見み捨すてられるほどの付き合いでもないでしょう。

紫帆：……うん、そうかも。

薫：じゃあそのままポートタワーまで走っていくよー。

ＧＭ：ではそのまま馬車は走り、ポートタワー前にやってくる。

柳也：すると、その目の前でタバコをふかしている俺がいる。（手を挙げて）……よお。

紫帆：柳也さん……。

柳也：ここなら必ず紫帆が来る場所だからな。……紫帆をきっちり生きて帰せ、って任にん務むを受けたんで待たせてもらったぜ。

薫：霧谷さんからかい？

柳也：そういうこった。

ミナリ：（ジト目で）本当の命令は捕ほ縛ばくとかじゃないんですか？

柳也：いいんだよ、その辺は。連れて帰れば結果的には同じなんだから。だいたい霧谷だってホントはそう思ってるんだよ。

ミナリ：ホントですか？

柳也：そうだよ。大人は言葉じゃなくて心で会話するんだよ。……いや、すいません（笑）。

ＧＭ：何を謝あやまってるんだ（笑）。

柳也：いや、ちょっと自分のセリフに耐たえられませんでした（笑）。

薫：あー、わかるわかる（笑）。

柳也：ま、まあそれはいいとして！　紫帆に聞こう。……心は決まったのか？

紫帆：……はい。

ミナリ：鴉のやろうとしていることに、あなたはどう答えを出すの？

紫帆：答え、というほどはっきりしてないけど。……伝えなきゃいけないことはあるから。

薫：何を伝えるんだい？

紫帆：レネゲイドは決して絶望を与えるものだけじゃない。……この力は希望を与えることもできるはずだって。

柳也：…………。

薫：…………。

ミナリ：…………。

紫帆：それだけは鴉に伝えたい。レネゲイドに絶ぜつ望ぼうしたあの人に。……それは、きっとわたしだけができることだから。

柳也：……ふむ、いいんじゃねえのか？

ミナリ：そうですね。

薫：僕も異い論ろんは無いねえ。

紫帆：そ、そんなにあっさりしてていいんですか……？

ミナリ：私たちにも覚えがあるからね。……ジェラルドにもそう言われたし。




　レネゲイドにより魂たましいを得た機械。

　だが、その魂はかりそめのものではない。少なくとも、ミナリはそう信じている。




ミナリ：レネゲイドを否定することは、そこから生まれたすべてを否定すること。……それは間違っていると私も思う。

紫帆：……うん。

柳也：とは言え、レネゲイドすべてを肯こう定ていもできないけどな。

ミナリ：柳也さん！

柳也：前にも言ったが俺の妹はレネゲイドによって命を奪うばわれた。俺はそれを肯定することは絶対にできねえ。

ミナリ：う……。




　なんの罪つみもない少女。

　彼女は身勝手な理由で殺され、利用された。……二度も。




柳也：ただ、だからといってすべてが無くなったわけじゃねえ。

紫帆：え……？

柳也：槙絵は……少しずつよくなってるらしい。元に戻ることは無いだろうが、それでも槙絵から受うけ継ついだ〝何か〟は残ってる。

薫：そうか、それはよかったね。

柳也：おう。……ともあれ、見方ひとつで結果は変わってくるってこった。それを鴉に突つきつけてやるのもいいだろうよ。

紫帆：……はい。

薫：僕からも一言。……紫帆くん、キミと鴉の言葉はそのまま今の世界の縮図なんだ。

紫帆：縮図、ですか？

薫：そう。……レネゲイドがこの世界に現われて十九年。人間はず～っと迷っていた。この力をどう扱うか。この力をどうすればいいのか。……その答えのひとつが鴉のものであり、紫帆くんのものである。どちらが正しいというものじゃあない。

紫帆：…………。

薫：柳也くんの言ったとおり、この問題は見方を変えればあらゆるものが変化する事象だ。そういうとき、自分の主しゆ張ちようを通すコツを教えてあげよう。




　薫は笑顔で人差し指を立てる。

　いつもと変わらず、内ない緒しよ話ばなしをするように。




薫：───自信を持つんだ。

紫帆：自信、ですか？

薫：紫帆くんの答えは、キミ自身の経けい験けんから導みちびき出したことだろう？　だとすれば、それに自信を持つんだ。キミが今までしてきたことに。今まで出会ってきたことに。

紫帆：…………。

薫：そうでないならこの先に進むべきではないよ。キミの決断はそれだけ重いんだから。

紫帆：それでも、進みます。わたしは───わたしの考えが誤あやまっているとは思わないから。

薫：（にっこり笑って）よし、なら僕から言うことはないよ。

ミナリ：……考えればあなたには三郎がいたものね。レネゲイドが無ければあなたは三郎には出会えなかった。

紫帆：うん……、そうじゃなきゃ今の自分にはなってないと思う。




　何も知らず日にち常じようを送っていた以前の自分に見せてやりたい。

　世界の変へん貌ぼうを知り、三郎に[image: ]しつ咤たされ、仲間に支ささえられて、自分はここまで成長したのだと。




[image: ]

紫帆：だから、鴉のもとに行かなきゃ。三郎のためにも。

柳也：ああ、そういや三郎が鴉に取り憑ついているのを俺たちは見てたな。アレはどういうことなんだ？　……と紫帆に聞く。

薫：そうか、それは聞いてなかったね。

紫帆：ええと、アレは───。




　三郎から聞いた話を、紫帆は皆に説明する。

　三郎の望みである、石の自滅。鴉の望みである、命の使い方。




ミナリ：……なるほど。

薫：これは難しいねえ。三郎くんの言うことはもっともだけど、もし紫帆くんが鴉や三郎くんのことを忘わすれたら、鴉にどんなことを言っても意味がない。

柳也：言った言葉そのものを忘れるわけだからな。

紫帆：なんとかそれだけは回かい避ひしたいんだけど……。

薫：う～ん、ちゃんと考えてみようか。ええと、さっきＧＭは「今までのシナリオギミックから連想してくれ」って言ってたよね？

ＧＭ：うん、そう言った。

ミナリ：今までのギミック……。っていうとやっぱりロイスですかね。

柳也：だろうなあ。ほとんどのギミックがロイスをどうにかするものだった。

紫帆：うんうん。

ミナリ：ロイス、ロイス……。鴉の〝賢者の石〟六つを使い切らせてからどうこうする、とか？

柳也：いや、三郎の話によれば鴉を倒たおして、七つの石を集めてからどうにかするってことだろ？　戦せん闘とう中は関係ないんじゃねえか？

ミナリ：あ、そうか……。

紫帆：えーと、確かく認にんなんですが石を七つそろえたところでひとつ命令ができるんですよね？

ＧＭ：うん、そういうこと。

薫：そこで何を望むか、だねえ……。

一同：うーん……。




　悩む一同。




ミナリ：あ～、いっそのこと、紫帆がプライメイトになっちゃうのはどうですか？

紫帆：ええっ!?

ミナリ：いや、冗じよう談だん冗談（笑）。

薫：実じつ際さいプライメイトになったらどうなるかわからないしねえ（笑）。

柳也：石の力でプライメイトになれば問題が続く。石が無くなれば記憶を失う……。

紫帆：……え？

ミナリ：どうしたの？

紫帆：石の力があれば問題が続き、石が無くなれば記憶を失う……。

柳也：お、おう。そういうことだろ？

紫帆：もしかしたら……なんとかなるかも。

ミナリ：えっ!?

紫帆：あんまり自信は無いんだけど……。

柳也：じゃあ、紫帆のひらめきに賭かけてみようぜ。

紫帆：い、いいんですか？

柳也：これ以上考えても結けつ論ろんはたぶん出ねえ。なら、そのぶっつけ本番でも悪くはないさ。

ミナリ：そうですね。……あ、そうだ。

紫帆：ん？

ミナリ：これが終わったら、みんなで色んな人のところに行きましょうよ。……槙絵さんのところも、ジェラルドのところも、まひろさんのところも。

紫帆：あ、そうだ。……泉に会ったんだよ、この間。あの子のところにも行こう！

薫：それは楽しそうだねえ、柳也くん。

柳也：あ～、いいんじゃねえか。槙絵の見舞いに行くのも悪くねえ。

紫帆：全部───終わったら、必ず。




　すべては決着の後に。




紫帆：行こう、鴉の元へ。




　そして、四人は塔とうを登る。

　銀なる瞳ひとみを持つ、悲しき男の元へ───。
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　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆夜の上で


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　ゆっくりとエレベーターが開き、紫帆たちは再ふたたびその場所に踏ふみ込こんだ。

　ポートタワー屋上。人のいない、闇やみに包まれた街を見下ろして〝彼〟はいた。

　中央には深しん紅くの〝賢けん者じやの石〟がうずたかく、モニュメントのようにそびえ立っている。




ＧＭ：ではクライマックスだ。場所はポートタワー屋上。前とは違ちがって、今は屋上の中心に巨きよ大だいな〝賢者の石〟が深紅の輝きを放っている。

柳也：周りの人間から抜ぬいたヤツか。

ＧＭ：そしてその前に〝銀目の鴉〟がひとりで立っている。

ミナリ：前にここに突とつ入にゆうして倒たおれたＵＧＮの人たちは？

ＧＭ：別のエージェントが回かい収しゆうした。どうせ鴉は何もしないからね。……鴉はやってきたキミたちをじろりと見る。

紫帆：…………。

ミナリ：声をかけます。……鴉！　なぜこんなことをするんですか？　レネゲイドが無ければ人が救われる、そう思ったからですか？

ＧＭ：「救うためにやっているのではない。……ただ思ったからだ。この世界とレネゲイドは相あい容いれない。お互たがいにとって害になるものは取り除のぞくべきだろう」鴉はただ淡たん々たんと言う。

紫帆：横から口を出す！　……それが〝銀目の鴉〟の目的なんですか？　それで、あなたに何が残るんですか？　自分の命まで犠ぎ牲せいにして！

ＧＭ：「……世界を変えた、という事実だ」

柳也：俺が言うことでもないが……それで、お前はいいのかよ？

ＧＭ：鴉はうなずく。「自分の命はもう保もたない。……このままでは何も残さずに、路ろ傍ぼうの石のように死ぬ。何かを残さねばならないのだ。そうでなければ、この身に魂たましいが宿った意味が無い。……虚きよ無むの中から、自じ我がを得た意味が無い」




　感かん情じようのこもらぬ声で、鴉は話す。

　静かに、ただ静かに───渇かつ望ぼうを語る。




ＧＭ：「レネゲイドによる絶望を止める。……これは誰のためでもない。自分のために為すべきことだ」

紫帆：そんな！　それならもっと違ちがう方法があるはず───。

ＧＭ：（遮さえぎって）「どんな方法が？」

紫帆：う…………っ。

ＧＭ：「…………なぜお前たちは止めようとする？　レネゲイドがどれだけの悲ひ劇げきを生んできたか。それを───お前たちが一番よく知っているはずだ」




「人でもなく、超ちよう人じんにもなれない、裏切り者ダブルクロスと呼よばれるお前たちならば」




柳也：（吐き捨てるように）……ああ、お前の言うとおり知ってるさ。どんだけ悲劇が起きたかなんて、数えたくもないくらいだ。

薫：ジャーム化、衝しよう動どうとの戦い、隠かくさなければならない情じよう報ほうの重さ……。僕ぼくたちが抵てい抗こうしなきゃいけないことだけでも挙げればキリがないねえ。

ミナリ：でも、苦しいことはたくさんあっても、そればかりじゃない。……レネゲイドが引き起こしてきたものは、悲劇ばかりじゃない。

紫帆：それを伝えるために、わたしはここに来ました。




　まひろがくれた感かん謝しやの微笑ほほえみが。

　拓真や知冬がくれた別れの言葉が。

　側にいてくれた三郎の想いが。

　───紫帆を後あと押おしする。




紫帆：レネゲイドが世界にもたらすのは絶望だけじゃない。希望もまた、存在するんです。

ＧＭ：その言葉に、初めて鴉は悩なやむ様子を見せる。「───なぜだ、なぜそう思える」

紫帆：…………。

ＧＭ：「その生をレネゲイドに歪ゆがめられ、友と離はなれ、ジャームという人とは相容れないものと出会い、そして人間がレネゲイドを欲ほつしてどれだけのことをするかを見て、それでもなおなぜお前はそう思える？」




　血を吐はき出だすように鴉は言う。




ＧＭ：「なぜ───自分に殺されて、お前はレネゲイドを肯定できる」

ミナリ：……？　もしかして……鴉がレネゲイドを消そうと思ったのって……。

柳也：自分が暴ぼう走そうして紫帆を殺したから、か？

薫：そうかもしれないねえ。レネゲイドを同どう一いつ視しする彼が、暴走によって紫帆くんを殺したという事実は想像を絶する絶望を彼に与えるだろうし。

柳也：直ちよく接せつの原げん因いんじゃなくても、大きな要因のひとつになってるかもな……。

ＧＭ：鴉は黙もくして語らない。

紫帆：じゃあ鴉にこう返します。……わたしの生を歪ゆがめたのが、わたしを殺したのがレネゲイドなら───助けてくれたのも同じレネゲイドです。

ＧＭ：「……！」

紫帆：そして、今のわたしはレネゲイドのおかげで手に入れてきた自分だから。……傷きずつきながら、迷まよいながら成長した自分がここにいるから。




　小さな相あい棒ぼうと、仲間たちと一いつ緒しよに。




紫帆：だからわたしは信じられる。───この力を、希望あることに使えると。

[image: ]

ＧＭ：「…………」

紫帆：…………。

ＧＭ：「……譲ゆずれない、というわけか」

紫帆：（うなずく）

ＧＭ：鴉は正面に向き直る。「おそらく───お前の言うことは正しい。だが、自分の意志もまた、自分の見てきたものから導みちびいたものだ。そう簡かん単たんに曲げることはできない」

紫帆：……はい。

ＧＭ：「そして時間も無い。……残念ながらな」

紫帆：……はい。

ＧＭ：そして鴉の目つきが変わる。「だから───戦いによってすべてを決めよう」

紫帆：……やっぱり、それしかないんですか。

ＧＭ：鴉は静かにうなずく。「すぐに意見が変えられるほど、自分の想いは軽くはない」

紫帆：…………。

ＧＭ：「自分は自分の意志を通すために、お前の〝銀なる石〟をもらいうける」

紫帆：わかりました。わたしも───わたしの意志のために、そしてあなたのために、ここで戦います！

ＧＭ：鴉は黙って《ワーディング》の質しつを変える。……深い海の底にいるような、重い重い《ワーディング》が広がる。

柳也：……強そうな演えん出しゆつしやがって。

薫：しかも気づいているかい？　レネゲイドを肯定して鴉の前に立ったってことは、僕たちひとりでもジャーム化したら負けだよ、この戦い。

ミナリ：あ……。戦せん闘とうには勝っても……。

柳也：鴉の言ったとおりになるからか。

紫帆：……ごめん。でも、お願い。

ミナリ：うん、ジャーム化なんてしたくないしね。

ＧＭ：キミたちを見回し、鴉は最後に言う。「では───戦いを始めよう。絶望か、希望か。残す物を決めるために」

紫帆：まっすぐに鴉の顔を見てうなずきます。

ＧＭ：……では戦闘だ！　敵てきは〝銀目の鴉〟のみ！




◆第１ラウンド
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薫：今回はダイス目のおかげでずいぶんと侵しん蝕しよく率りつが低い。もしかしたら支し援えん多めで行けるかも。

紫帆：わたしもまだ84％ですよ。

ミナリ：私82％です。

柳也：…………。

ＧＭ：どうした、ひとり黙って。

柳也：俺おれだけ[image: ]％超こえてるんだよ！　うおおお！　なんで俺だけ高いんだああああああっ！（笑）

ミナリ：いつも通りといえばいつも通りだけど……（笑）。

ＧＭ：あ、そうだ。戦闘に入る前に準じゆん備び系けいのエフェクト使っておいてもいいよ。鴉は真っ正面からキミたちを倒たおそうとするから。そのくらいは待つ。

柳也：余よ裕ゆうだな。

紫帆：じゃあ《光の剣けん》と《獣けものの魂》を。

薫：僕は《緑の鞭むち》を準備させてもらおう。

ＧＭ：準備はいいね？　では……まずセットアップに鴉は《ヴァイタルアップ》。

柳也：鴉のイニシアティブは？

ＧＭ：23だよ。

柳也：《灰はい色いろの庭》は無意味だな。《サポートデバイス》を使う。……ここで俺は胸むねポケットから割われたミラーシェードを取り出す。

紫帆：ミラーシェード？

柳也：アキューズの遺い品ひんだ。コレをモルフェウスの力でタバコ形に変えて口にくわえる。……強いヤツと戦うのはアキューズの望みでもあったからな。代わりにかなえてやるぜ。

ＧＭ：いい演出だ。けど、そんな余よ裕ゆうもじきに無くなるぞ。……鴉の手番。マイナーで全員いるところへ移い動どう。軽く地を蹴けるだけで近づいてくる。

ミナリ：来たっ！

ＧＭ：そして《スターダストレイン》＋《魔ま獣じゆうの咆ほう哮こう》＋《黒き明かり》その他で攻こう撃げき。殺気そのものを叩たたきつけるだけで、キミたちを吹ふき飛とばす！

ミナリ：エンジェルハィロゥ／キュマイラ！　紫帆とまったく同じ！

紫帆：同じ石で覚かく醒せいしちゃってるから、そういうことになるのかー。

ＧＭ：そういうこと。ダメージとダイスペナルティ、目眩めまいがいくよ。……命中は48！

一同：回かい避ひ失敗！

ミナリ：《マグネットフォース》で柳也さんをカバー！　後の人は《リザレクト》で耐たえて！

紫帆・薫：了解！

ＧＭ：ではダメージは36点。そして次の判定にダイスペナルティ８個こ＋目眩をプレゼントだ。




　命中した各自は《リザレクト》で耐える。




柳也：ちっ、ペナルティ系でしかもシーン攻撃かよ。

ミナリ：ダメージそのものはたいしたこと無いんで、持じ久きゆう戦せんになりそうですね。

柳也：その前に倒たおすぜ！　マイナーで《リアクティブダッシュ》！　ジャンプして９ｍ離はなれる！　んで《ドッペルゲンガー》まで含ふくめた全部を組み合わせて攻撃！　侵蝕率[image: ]％超え！

ＧＭ：……おかしいなあ、今回は全員[image: ]％以下で戦闘開始の予定だったんだが（笑）。

柳也：ふっ、俺のダイス力を甘あまく見みましたね（笑）。

ミナリ：勝かち誇ほこってどうするんですか！（笑）

柳也：分身しつつ、指をはじいてそれぞれから重力弾だんを飛ばす！　……よし、命中は58！

ＧＭ：《神の目》＋《全知の欠片かけら》＋《御み使つかいの声》。そして〝賢者の石〟を使用。……達成値ち74で回避。弾道を見切って、ほとんど動かずにすべてをかわす。

ミナリ：クリティカル値が５!?　74で回避!?　しかも、これをホントに６回やってくるの!?

薫：コレは……洒落しやれにならない強さだねえ。

紫帆：と、とりあえずわたしは待機。

ミナリ：……ここで私が紫帆を殴なぐってダイスペナルティ外しておいた方がいいかな？

ＧＭ：ペナルティは〝次の判定を行なうまで〟だからね。回避判定をすれば外れるよ。

薫：それ僕がやった方がよくない？　ミナリくんと紫帆くん両方ねらえるよ。

ミナリ：あ……、そうか。じゃあお願いします。

薫：ん、《ギガンティックモード》だけで紫帆くん、ミナリくんのみを攻撃。ペナルティを受けているのでダイスは１個こだけ。……達成値は８。




　この攻撃にミナリは受けに成功、紫帆は回避失敗。《リザレクト》により侵蝕率が[image: ]％を超す。




ミナリ：……あの、先に紫帆が攻撃してくれない？　もし向こうが《復ふく讐しゆうの刃やいば》を持ってたら、私がカバーリングするから。そのために侵蝕率上げたくないの。

紫帆：わかった。じゃあ《フルパワーアタック》込こみで全部組み合わせて攻撃！

ＧＭ：待った！　ここで鴉は《フラッシュゲイズ》を使う！　銀の瞳ひとみに睨にらまれると、一いつ瞬しゆん体が萎い縮しゆくする。ダイスペナルティをさらに５個あげよう。

紫帆：うわ！　ペナルティ消したのに振ふれるダイスが８個になった！

薫：む、タイタスを回そう。今回は他の敵もいないし。僕は支し援えん者しやとしての役やく割わりに徹てつするよ。

紫帆：…………すいません。じゃあダイスを10個増ふやして───命中は38。

ＧＭ：38か。じゃあ普通に避よけるか。さっきと同じコンボで〝賢者の石〟は使わない。

ミナリ：普通でいけるのか！

ＧＭ：ギリギリのラインだけどね。……出目が爆ばく発はつしてる。達成値46で回避した。

一同：ああああああああああああ～。

柳也：あのレベルで石すら使わせられねえのか。

薫：苦戦は承しよう知ちの上。……少なくとも達成値40はないと、相手に切り札を使わせられないことはできないってことがわかっただけでもよしとしよう。

紫帆：は、はい。

ミナリ：後は私。侵蝕率を上げたいんで攻撃をしよう。（計算を始める）ええと、[image: ]％超こえるにはジェネシフト……しかないかな。うん、マイナーアクションでジェネシフトします。ダイス２個振ふって……６点上じよう昇しよう。これでコンボ使って[image: ]％！

ＧＭ：む、やるな。では演出をひとつあげよう。……ナイフを構かまえてミナリが鴉の前に立つと、昔感じた圧あつ倒とう的てきなプレッシャーを感じる。

ミナリ：昔はこのプレッシャーに負けた。……でも今は負けられない！　あの時とは背せ負おっているものが違う！




　ナイフを握にぎり直し、ミナリが吠ほえる！




ミナリ：ダイス２個で……すごい出目！　達成値48！

ＧＭ：ウソ！　ふたつだろ！　それで48!?

ミナリ：しかも《バリアクラッカー》なんでそっちのクリティカル値も上がってますよ！

ＧＭ：これは厳しい。〝賢者の石〟を使って避けるしかない！　あ～ダメか！　33！

一同：よおおおおおおおおおおしっ！

薫：〝賢者の石〟を使わせて、さらにくぐり抜ぬけたのはいいねえ。

ミナリ：ダメージは47点。装そう甲こう値有ゆう効こうです。

ＧＭ：装甲は無い。

ミナリ：よし！　鴉はイイヒトだ！（笑）

紫帆：そこで判はん断だんするの!?（笑）

薫：これで次のラウンドか。このペースならなんとかなる、かな？

柳也：いや、油断はできねえぞ。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では２ラウンド目のセットアップだ。

ミナリ：侵蝕率調整しました。《フルインストール》使います。これでダイスペナルティにも耐たえられる。

柳也：で、そっちの手番だが……。

ＧＭ：まずはマイナーアクションで《ハンティングスタイル》＋《完全獣化》＋《破は壊かいの爪つめ》を使用。

ミナリ：へ、変身した！

紫帆：やっぱり白兵戦もできるんだ……。

ＧＭ：コートを突つき破やぶって、結けつ晶しよう化かした突とつ起き物ぶつがいくつも飛び出してくる。腕うでが鉤かぎ爪づめに変わっていき、肉体そのものが変へん異いしていく。

ミナリ：振ふるダイス数と基き本ほん攻こう撃げき力りよくを高めた……。

ＧＭ：そしてその腕を振りかぶり、周囲を薙なぐ！《レーザーファン》＋《鬼おにの一いち撃げき》＋《ガラスの剣》その他！

ミナリ：白兵攻撃……。付ふ与よ効果はありますか？

ＧＭ：避けに14個、受けに10個のダイスペナルティがついた攻撃。鴉の腕が動いたかと思えば、腕そのものが消えて攻撃を仕し掛かけてくる。

柳也：これが〝見えない攻撃〟の正体かよ。

ＧＭ：そういうことだ。来るとわかっていても避けられんぞ！

紫帆：《ミスディレクション》を使う？　範はん囲い攻撃を単体攻撃にできるし。

柳也：いや、範囲攻撃のままにしておくと〝賢者の石〟を使うかも（と、ＧＭを見る）。

ＧＭ：（さらりと）使わないよ？　だって命中するもの。

柳也：うおおおおお、全部回避に使うつもりかー！（笑）

ミナリ：手て加か減げんなさすぎませんかー！（笑）

ＧＭ：キャンペーンのラスボスだから、ガンガン強くしてもいいんだよ！（笑）

紫帆：すごいこと言った（笑）。というわけで《ミスディレクション》を宣せん言げんします。

ＧＭ：了りよう解かい。紫帆の光が幻げん影えいを生み、攻撃をそらす。対象は紫帆だけで……命中は38。

ミナリ：それぐらいなら私が受ける！《マグネットフォース》でかばいつつ全力防ぼう御ぎよ！　……ペナルティ受けてても成功！

ＧＭ：やるな。ダメージは……出目が９なので69点。

柳也：ちょっと待て！　固こ定てい値ちで60点もあるのか！

ミナリ：ちょ、ちょっと予想以上だった。今49点止められるから20点抜ぬけ。《氷雪の守しゆ護ご》とリアクティブアーマーを使って……29点軽けい減げんしてダメージ０。

ＧＭ：ホントにやるな。鴉の攻撃を、紫帆がそらし、ミナリがナイフで受け止める。

ミナリ：鉤爪を真正面からナイフで受け止めて、……昔とは、違ちがいます。

柳也：よくやったミナリ！　俺もきっちり〝賢者の石〟を使わせるぜ！　さっきの倍の分身を生み出して再び重力弾を連打する！《ドッペルゲンガー》込みで攻撃！　これで侵蝕率が[image: ]％！　……命中は48！

薫：突つっ走ぱしるねえ。

柳也：全力で行った方が結果的に相手を追おい詰つめるんだよ。

ＧＭ：確かに。《ドッペルゲンガー》の効果で来る、こっちへのダイスペナルティ６個こがかなり痛いたい。ここは〝賢者の石〟を使うしかない。これで３個目だ。

柳也：これで当たってくれればもうけものなんだが……。

ＧＭ：（ダイスを振って）達成値[image: ]で回避だ。

柳也：そううまくはいかねえか。

ＧＭ：柳也の重力弾を見切ってかわす鴉。その一撃がほんの少し肩かたをかすめる。すると、その下から現あらわれるのは結けつ晶しよう化した肩。しかも、それはどんどんと崩ほう壊かいしつつある。

紫帆：う……。

薫：本ほん格かく的てきに限げん界かいが近いようだね、彼は。

ミナリ：でも、手を抜ぬけば我われ々われは一瞬でやられますよ。

柳也：そうだな。力は抜けねえ。

ミナリ：（うなずいて）全力で行きます。マイナーで《氷の加か護ご》、メジャーで《バリアクラッカー》＋《クロスバースト》その他！

ＧＭ：《フラッシュゲイズ》！　殺気を今度はミナリに放つ！

ミナリ：５個のペナルティ……。それでも命中の達成値は40！

ＧＭ：40で《バリアクラッカー》込みの攻こう撃げきか……。それなら《復讐の刃》だ。

ミナリ：やっぱり反撃手段持ってた！

ＧＭ：当然。ここで当てれば、防御手しゆ段だんの無いミナリは死ぬだろう。

ミナリ：確かに……《氷雪の守護》も全部使ってます。

ＧＭ：ナイフを左肩で受け、右みぎ腕うでを強引に突つき入れる。……達成値は36。

ミナリ：私のＨＰは現げん在ざい１なんで、その時点で死にます。こっちのダメージは72点。

薫：いいダメージだねえ。

ミナリ：そして私は、初期ロイスである犯はん罪ざい組そ織しきのボスに対するロイスをタイタスにして昇しよう華か！　……鴉、あなたのおかげで私は過か去こから解かい放ほうされた。そうして続いた現在を、私は変えたくはない！

ＧＭ：鴉はじっとミナリを見るだけだ。

薫：で、僕は……何もしない方がいいかな。この後積極的にタイタスを回せるし。

ミナリ：そのかわり攻撃の手が減へるわけですが……。

薫：正直僕は命中させる能のう力りよくに乏とぼしいからね。鴉に効こう果か的てきな攻撃ができるか怪あやしいんだよ。

紫帆：ホントに難しいところですね。当てられればちょっとでもうれしいんですが……。

薫：じゃあ試しに攻撃をしてみるか。侵蝕率99％になるくらいで。ちょこっとエフェクト落としめで攻撃。イバラが伸のびて……って、出目悪い。命中は21。

ＧＭ：それは石抜きで回避だな。……達成値26で避け。

薫：ううむ、やっぱりダメだねえ。ダイスがよくないと。

紫帆：わたしもダイス次第なんだけど、とにかく攻撃！　……やった！　命中は79！

柳也：おぉし！　来た来た来た！〝賢者の石〟を使ってもこれはわからんぞ！

ＧＭ：それなら《復讐の刃》だ！　回避はすてて、道連れを狙ねらう。……こちらの達成値は30。

ミナリ：ここは私がカバーリングですね。……《マグネットフォース》。

紫帆：こっちは光の剣を振ふりかぶって、……91点！

ＧＭ：ちっ、でかいな。だがこっちも51点だ。自分の傷きずをまったく気にせずに紫帆を狙う。

ミナリ：その目の前に立ちふさがる。……ただ、これでまた倒たおれるんですが……。

薫：任まかせて。タイタスをひとつ回そう。ミナリくんにはもう少し余裕があった方がいい。

ミナリ：助かります。

紫帆：ミナリもありがとう。わたしもあのままダメージ受けてたら侵蝕率が……。

ＧＭ：紫帆は安心するのは早いんじゃないかな？

紫帆：え？

ＧＭ：こちらはさらに《鏡の盾たて》を使用！　……成功して、45点のダメージを返す！

紫帆：ええええええええええええっ！

ＧＭ：紫帆の攻撃に身をさらしつつ反撃する鴉。反撃自体はミナリに阻はばまれるものの、その手から光がほとばしり、紫帆を撃うつ！

薫：これも僕に任せて。タイタスを回すよ。

紫帆：え、でも薫さんこれでタイタス３個目じゃ……？

柳也：おいおい、さすがに使いすぎじゃないか？

薫：大だい丈じよう夫ぶ、まだ侵蝕率も[image: ]％未満だし。あと１個までは使うよ。

ミナリ：そこまでやる気ですか。

薫：やるさ。大丈夫、帰ってくる気はあるから。

紫帆：……わかりました。すいません、お願いします！

薫：じゃあ鴉に対するロイスをタイタスに変えて回す。……頼たのんだよ。

紫帆：任せてください！




◆第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では第３ラウンドのセットアップだ。

ミナリ：《フルインストール》２回目を使います。

柳也：できればこのラウンドで決めたいが……。

紫帆：相手の切り札次第だと思いますよ。

ミナリ：……そうね。

ＧＭ：ではこちらの手番だな。マイナーで《ハンティングスタイル》＋《究極獣化》＋《一いつ角かく鬼き》を使用！




　背せ中なかに生えた突起物が開き、翼つばさのように変わる。

　漆しつ黒こくの体たい軀くに銀色の瞳が静かに光を放つ。




ミナリ：まだパワーアップする!?

ＧＭ：防ぼう御ぎよ力りよくが上がり、攻撃力はさらにグンとアップする。

柳也：二段だん変身までしやがるのか……。

薫：最強のオーヴァード、と言われていたくらいだからねえ。それくらいはやるだろうさ。

ＧＭ：そしてさっきと同じコンボで範はん囲い攻撃。

ミナリ：ヤバイ！　前ですらギリギリだったので、たぶんもう防御できない！

紫帆：ど、どうする？　《ミスディレクション》使う？

柳也：それとも俺の《時の棺ひつぎ》で判定自体失敗させるか？

薫：（しばらく考えて）いや、柳也くんの《時の棺》は〝賢者の石〟に対たい抗こうできる数少ない手段だ。ここで使うより相手の回避に使ったほうがいい。

柳也：だがこれ以上ミナリに負担をかけるのは……。

薫：（にこりと笑って）《ミスディレクション》で単体にした後に、僕がメジャーアクションを放ほう棄きして紫帆くんをかばおう。まだ侵蝕率が99％だし。

ミナリ：あっ！　その手があった！

紫帆：けど、いいんですか……？　行動ができなくなりますよ。

薫：さっきも言ったとおり、僕は攻撃しないで支援に徹するよ。

柳也：……すまん、頼たのむ、薫。

薫：ふっふっふ、まかせたまえ～。

ＧＭ：相当覚かく悟ご決まってきたな。では紫帆が《ミスディレクション》を使うんだね？

紫帆：はい、使います。

ＧＭ：では再び紫帆の光が鴉の攻撃をそらす。鴉が一瞬ぶれたかに見えると、同時に衝しよう撃げきがやってくる。……命中は46！

薫：そこでセント・ジョージ城じようが地面からずもももっと生えてきて紫帆くんをかばうよー。

柳也：待て！　ただメジャーアクション放棄してかばうだけだろ！（笑）

薫：ほら、演出したかったんだよ（笑）。

紫帆：さっきまで感動的だったのに台無し……（笑）。

ＧＭ：ダメージは[image: ]点だ。爆発したかのような衝撃が薫を襲う。

ミナリ：ぐは！　[image: ]ですか！　これはそう簡単に防御できない……。

薫：最後の《リザレクト》。これで侵蝕率[image: ]％を超えたね。

柳也：俺は三度目の全力攻撃！　これで[image: ]％！　エフェクトレベルアップ！

紫帆：ああっ、また柳也さんがその道に！（笑）

柳也：後先なんか考えないぜ！　俺は今！　輝かがやいている！　……気がしないでもない！




　力強く曖あい昧まいな発言をする男、九条柳也であった。




ＧＭ：なんだその発言は（笑）。

柳也：なんとなく（笑）。……命中は39。バカのひとつ覚えのように分身して重力弾を連打。




　この攻撃に鴉は４個目の〝賢者の石〟を使用して回避。柳也の目もく論ろ見み通り、順調に石の数を減らしていく。

　そして鴉は続くミナリの攻撃にも石を使おうとして───。




柳也：ここで《時の棺》だ！　ミナリの固定値は無む駄だにしたくない。

ＧＭ：ぐ……。なら〝賢者の石〟を使いつつ判定は失敗。

薫：おっと、当たったのなら《力の法ほう則そく》も使うよ。さっきの攻撃でばらけたイバラをこっそり集めて鴉の動きを封ふうじる。

ミナリ：柳也さん、薫さん、ありがとうございます！　……ダメージ81点！




　機械のように正せい確かくに、ミナリのナイフが鴉の急所四箇か所しよを同時に狙う。

　その時、鴉の体が加速し、ナイフの間合いから遠ざかる。

　───だが。柳也の重力弾が、薫のイバラが、鴉の動きを阻そ害がいする。




ＧＭ：《究極獣化》中は装甲10点あるとはいえそのダメージだと……《ショックアブソーブ》を使ってギリギリ生き残るレベルだな。

ミナリ：よし！

薫：あと少しのＨＰ、みたいだねえ。

柳也：次の攻撃で〝賢者の石〟か切り札エフェクトのどっちかを削けずっておきたいな。

紫帆：一応できると思いますけど……なぜですか？

柳也：俺の侵蝕率が[image: ]％を超えて、エフェクトレベルが上がったからだ。次のラウンドに《灰色の庭》を使えば俺と紫帆がヤツより早く動ける。

ミナリ：向こうの攻撃の前に倒たおしておこうというプランですね。

紫帆：わかりました。それなら───《獣の王》を使って確実に残りＨＰを削ります！

薫：頼むよー。

紫帆：はい！　侵蝕率が上がらないようにエフェクト削りつつ……命中は48！

ＧＭ：それにはリアクションが取れないな。紫帆の振ふるう光の剣が神速の速さで繰くり出される。鴉はそれに反はん応のうすることができない。

紫帆：そのまま体の中心に突つき出します。……ダメージ46点、装甲無む視し！

ＧＭ：ちっ、それはダメだ！　一瞬鴉の体がぐらりと揺ゆれる。




　腕の力が抜け、膝ひざが落ちる。だが───。

「まだ……だ……っ！」




ＧＭ：静かに、裂れつ帛ぱくの気合いを込こめて鴉が言う。同時に彼の体に力が戻もどっていく。……《魔獣の証あかし》を使用。

ミナリ：これで……たぶんあとＨＰ40点……。

薫：折り返し地点までは、来たね。

柳也：ああ、もうちょいだ。次のラウンドは先手が取れるから───。

ＧＭ：おっと、その前にこちらの宣言があるぞ。復ふつ活かつエフェクトまで使ったので、隠かくし球だまその１を切る！《光速の剣》を使ってセカンドアクションを宣言！

一同：えええええええええええっ!?

紫帆：セカンドアクション!?　今まで使わなかったのに！

ＧＭ：最初から使うと対たい応おうされるからね。ここぞと言うときまで取っておく戦せん術じゆつなのだ。……そして《スターダストレイン》＋《魔獣の咆哮》その他のコンボで攻撃。

一同：…………。

ミナリ：やばい、これはやばい。

柳也：この極きよく限げん状じよう態たいで一押しされるのはまずい。しかもダイスペナルティは次の攻撃まで封ふう殺さつされる。

薫：できれば《束そく縛ばくの領りよう域いき》で止めるしかない、けど……。

ＧＭ：この判定には最後の〝賢者の石〟を使用する。

柳也：（悲鳴のように）そこまでするか！

ＧＭ：ラストバトルだからな！　……命中の達成値は71！

一同：ぎゃああああああああっ！




　ここで薫が《束縛の領域》を使用。相手の判定を阻害させようとするも失敗。

　全員の回避も失敗となる。




ＧＭ：ダメージは58点。起き上がったと同時に鴉のリズムが変わる。今までが手加減していたと思えるほどの殺気が物理的な衝撃をともなってキミたちに叩きつけられる。

紫帆：ぜ、全ぜん滅めつ……？

ミナリ：待って待って。ここは落ち着いて考えましょう。次のラウンドに必要なキャラは？

薫：（考えて）柳也くんと紫帆くんだね。向こうの先手を取れるし。

柳也：ミナリは生きていられるか？

ミナリ：無理ですね。侵蝕率がもう厳しいので、受けもできません。ここで誰だれかカバーリングしたら後は倒れるだけです。

薫：僕もあと１回タイタス使ったらそれで終わりだね。……使ったら侵蝕率[image: ]％でロイス２個こになる。これ以上はちょっと辛いな。

紫帆：に、２個ですか!?

柳也：そりゃあ動けないな……。

ミナリ：となれば対たい応おう策さくは決まりましたね。私が紫帆をカバーリング。薫さんがタイタスで柳也さんを蘇そ生せい。私たちはそのまま起き上がれない。

紫帆：……そう、なるのかな。

柳也：だな。そして次のラウンド俺と紫帆で鴉を倒たおす。倒せなきゃ全滅。……最低でも誰かジャーム化するってことだ。

一同：…………。

ＧＭ：決まったかな？

ミナリ：はい。さっきの通りにいきます。

ＧＭ：了解。では紫帆はカバーされたのでダイスペナルティは無し。柳也は受けたまんまだな。ペナルティは11個だ。

柳也：これもキツいぜ……。




◆第４ラウンド

[image: ]

ＧＭ：ではセットアップ。……たぶんこれが最後のラウンドになるな。

柳也：《灰色の庭》だ！　これで鴉のイニシアティブを12下げて11にする！

紫帆：これで柳也さん、わたし、鴉の順番か……。

柳也：しかも俺はダイスペナルティをごっそり喰くらって……。

紫帆：わたしは《フルパワーアタック》が使えないから火力が不安。

薫：……極限状態だねえ。

柳也：ともあれ俺から行くぜ。……最後まで全力だ！　俺は引かない男！《ドッペルゲンガー》まで使って侵蝕率は[image: ]％！　ダブルクロスリプレイ史上最高の侵蝕率をマーク！

ミナリ：みんなの心のオアシス、九条柳也が今いきます！（笑）

柳也：余よ計けいなこと言うな！（笑）……で、振れるダイスはペナルティ喰らって13個……。

ＧＭ：おっと、そこに《フラッシュゲイズ》を使用だ。さらに５個ダイスを減へらしてもらおう。

柳也：ぐ！　８個か……。

ＧＭ：鴉の殺気と戦いの疲ひ労ろうが柳也の動きを鈍にぶくする感じだな。

柳也：だが撃つ！　……ぐあ！　命中は28か……。

薫：それは……。

ＧＭ：《神の眼》＋《全知の欠片》＋《御使いの声》で回避。……達成値46で成功。

柳也：…………っ！




　動きの鈍った柳也の重力弾を、鴉がわずかな動きでかわす。

　同時に落ちる柳也の膝。立ってはいるものの、すでに彼は動ける体ではなかった。




柳也：悪ぃ、ロイスは全部残ってるがこれ以上動くのは無理だ。

ミナリ：……三倍振ぶりでも、帰って来られなくなりますからね。仕方がない。

ＧＭ：次が最後の攻撃だな。……鴉は改めて眼がん前ぜんの紫帆に向き直る。




　鴉の銀色の眼めが、紫帆を見る。

　人ならぬその眼には、深い絶望と、強靱な意志が宿っている。

　紫帆は真っ向からその目を見返し───ゆっくりと息を吸すい込こんだ。




紫帆：光の剣を構え直して言います。……これが、最後になりますね。

ＧＭ：「ああ。どちらの意志が通せるか、これで決まる。……こんな形になり、少し残念だ」

紫帆：…………わたしもです。

ＧＭ：「議ぎ論ろんができるほど自分の命に余裕があれば、とは思うが……その考えには意味が無いな」鴉は最後まで淡々と話す。

紫帆：そう、ですね。

ＧＭ：そして鴉は変異した腕で拳こぶしを作る。「……来い」

紫帆：はい！

薫：……《フルパワーアタック》抜きだけど、大丈夫かな。

ミナリ：紫帆の攻撃力は30近くあるのでＨＰ40点なら当たれば倒たおせるはずです。

紫帆：〝賢者の石〟を使います！　……命中の達成値は67！




　紫帆の瞳が銀のきらめきを宿す。

　きらめきは剣へと移うつり、光の刃を輝かせる。

　だが───その時。




ＧＭ：……鴉は《イージスの盾》＋《御使いの声》＋《鬼の一撃》その他で受け！

一同：えええええええええええっ!?

柳也：受けだとぉっ!?

ＧＭ：よし、判定は成功！




　斬きり上げるように動く紫帆の刃を、鴉は両りよう腕うでを交差して受け止める。




ミナリ：ヤバイ！　いきなり計算が狂くるった！

薫：何点ダメージ削けずるんだろう……？

柳也：正直、わからん。もうダイス目次第だ。

紫帆：（深しん呼こ吸きゆうをして）……行きます！




　せめぎ合う刃と鉤爪。

　そして───。




紫帆：えいっ！（ダイスを振る）

薫：（ダイスを見て）む！　……結けつ構こういい、かな？

ミナリ：うん、いけてます！　いいですよコレ！

紫帆：（計算して）出目は40。攻撃力と合わせて……ダメージ70点、装甲無視！

柳也：どうだ！

ＧＭ：…………。

一同：…………。

ＧＭ：こちらの受け値は28点。ＨＰは40点。つまり───２点オーバーで鴉は倒れる。

一同：うおおおおおおおおおおおっ！




　刃の力がわずかに勝り、鴉の体を音もなく通とおり抜ぬける。

　それが───最後の一撃となった。




ＧＭ：光の剣が通り抜け、鴉の体から力が抜ける。ぐらりと体が傾かたむき、仰あお向むけに倒れる。

紫帆：やった……。勝った……！

薫：勝てたねえ。

ミナリ：受けって言われたときはやばかった。本当に全滅するかと思った……。

柳也：心しん臓ぞうに来たぜ、ほんとによ。

紫帆：もう、へたり込こんでぜいぜい言ってると思う、わたし。

ＧＭ：ではここで演出をひとつ入れよう。




　倒れた鴉の体から、再さい度ど銀色の輝きが放たれる。同時に、紫帆の体からも。

　音もなく鴉から、そして紫帆から〝銀なる石〟が浮うかび上がり、ひとつに融ゆう合ごうしていく。




ＧＭ：ひとつになった石は紫帆の前に浮かび、命令を待つかのように静かに輝きを放つ。

柳也：最後、この問題が残ってたな。

紫帆：…………。

ＧＭ：そしてここで鴉が起き上がる。で、「やれやれ、どうにかなったか」と一言。

柳也：三郎か。

ＧＭ：「鴉本人がこてんぱんにのされたからな。また出てこられたってわけだ」そう言って三郎……鴉の顔をした三郎は紫帆の方を向いてにやりと笑う。「……やるじゃねえか」

紫帆：うん。……なんとかやったよ。

ミナリ：三郎……、本当に三郎なの？　……と私は聞く。三郎、あなたは何者なの？　〝賢者の石〟に宿っていた人じん格かくじゃなかったの？　なぜ石が抜かれても鴉に……。

ＧＭ：「似たようなもんだが、ちょっと違うのさ」と三郎は言う。

ミナリ：……え？

ＧＭ：「俺は鴉から切り離された人格の一部。……鴉の〝希望〟そのものってところだ」

ミナリ：き、希望？

ＧＭ：「お前たちの予想の通り、鴉がレネゲイドに絶望したのは自分すらも暴走し、紫帆を殺してしまったことだ」

紫帆：…………。

ＧＭ：「その時に、鴉は自分の中にある最後の希望を無意識に封じ込めた。紫帆に渡した〝賢者の石〟にな。……もっとも、後からそれに気がついて取り戻そうとも思ってたみたいだが。ま、自分の行動を自分自身に邪魔されたくなかったんだろうよ」

柳也：そうだったのか。

ＧＭ：ちなみにルール的に言うと三郎は鴉の持つ最後のロイスなんだよ。六個の〝賢者の石〟によって潰されたロイス枠の最後のひとつが、紫帆に結んであったというわけだ。

ミナリ：あ……！〝賢者の石〟を埋め込んだ人にロイスを取ったって言ってた！

紫帆：そう言えば……。……でも、どうして鴉と性格違うの？

ＧＭ：「そこまでは知らん。……まあ、レネゲイドの神秘ってところじゃねえか？」

柳也：そんなんでいいのかよ（笑）。

ＧＭ：三郎は再び紫帆に目線を戻もどす。「……じゃあ最後の締しめだ、しっかりやってくれ」

紫帆：…………立ち上がって〝銀なる石〟を受け取ります。

ＧＭ：「…………」三郎は黙ってそれを見る。

紫帆：あのさ……、今までホントたくさんの事じ件けんがあったよね。

ＧＭ：「……ああ。ハードなヤツばっかだった」

紫帆：そうだね。……三郎がいなかったらどうなっていたことか。

ＧＭ：「お前は危あぶなっかしいからな」と苦笑いする三郎。……その体は崩ほう壊かいが進んでいる。

紫帆：…………。

ＧＭ：「記憶が……消えることか？」

紫帆：……うん。

ＧＭ：三郎は少しうつむいて言う。「お前に負ふ担たんをかけるのは悪いと思ってる。だが、これは必要なことだ。……その〝銀なる石〟が残ればまた大きな事件の引き金になる。だから、それは消さなければならない」

紫帆：でも……わたしはそれでも三郎の、鴉のことを忘わすれないよ。

ＧＭ：「おい……まさか石を残すつもりか!?」

紫帆：…………。

ＧＭ：「やめろ！　……俺たちはお前が鴉と同じモノになることなんて望んじゃいない！」三郎は必死に言う。

紫帆：うん。だから───。




　紫帆はすがすがしいほどの笑みを浮うかべて、言った。




紫帆：この石を……〝銀なる石〟じゃ無くすればいいんでしょ？

ＧＭ：…………え？

紫帆：石の力を使って、〝石自体の自じ滅めつ〟じゃなくて、〝石を普通の賢者の石〟に戻すっていうやり方なんだけど……。

ＧＭ：…………。

紫帆：ルール的に言えば、今わたしが持っているＤロイス〝賢者の石〟を昇華、新しいＤロイス〝賢者の石〟を別のロイス枠に取る。……で、いけないかな？

柳也：なるほど……。石が無くなれば記憶は無くなる。石の力があれば、トラブルになる。だから……石から力だけがなくなればいい。

ミナリ：そうか！　で、そのためにロイス枠わくをひとつ使って記憶の焼き直しをする！

薫：うんうん、いいアイデアだねえ。……これで合ってるかい、ＧＭ？

ＧＭ：あ～、いや、合ってるというか……。

紫帆：いうか？

ＧＭ：俺の用意していた答えよりいいものが出てきたんで驚おどろいた（笑）。

紫帆：えっ!?

ＧＭ：こっちの用意した答えは〝ロイスを固定化すること〟だったんですよ。固定化したロイスを持っている限かぎり記憶は消えない。

柳也：あー、それで紫帆だけシナリオロイスが三郎だったのか。

ＧＭ：そういうこと。……石に関連する全員のロイスを固定化するのは無理だから、三郎と鴉の記憶のみって考えていたんだけど。今のアイデアだとまったく記憶を失わないで済すむね。

紫帆：じゃあ、やっぱりこの方法で行ける？

ＧＭ：はい。……なんの問題も無く。

一同：やった！

紫帆：じゃあ手の中の石に命令しつつ、三郎に言います。




「やっぱり、わたしは三郎たちのことは忘れない。……絶ぜつ対たいに」

　言葉と共に、手元の石から銀の輝きが立ち上る。

　光は柱のように空へと昇り、そして抜けるように消えていく。

　そして───紫帆の手の中には深紅に輝く〝賢者の石〟が残った。




紫帆：その石を、再び心臓の中に戻もどします。

ミナリ：これで……紫帆が〝賢者の石〟を使っても銀の瞳にはならないんですね。

ＧＭ：そういうことになるね。紫帆が〝銀なる石〟の力を消しよう滅めつさせると、うずたかく積まれていた他の〝賢者の石〟が空へとはじけ、再び流星のように飛び散って元の体へと戻っていく。




　一連の流れを、三郎は呆ぼう然ぜんと見ていた。

　何も失わずに、すべてを解かい決けつした目の前の少女を。




紫帆：（笑って）これなら……いいでしょ？

ＧＭ：「……ははっ、ははははははははっ！　ははははははははははっ!!」

紫帆：ど、どうしたの？

ＧＭ：「これが笑わずにいられるか！　なにもかもうまくやっちまいやがって！　事件を解決するだけじゃねえ。今お前は確かに〝レネゲイドの持つ希望〟ってのを見せたよ。なにせ俺や鴉の生きた証がそこにあるんだからな」

紫帆：……うん。わたしの中に、みんないるよ。でも───。




　紫帆は少し下を向く。




紫帆：三郎は……消えちゃうんだね……。




　その言葉に、ほんの少し寂さびしさが混まじる。




ＧＭ：「……俺は満足してるよ」




　笑顔のまま、三郎は言う。……その体は刻一刻と結晶化し、砕けていく。




ＧＭ：「お前といた数ヶ月。死ぬような目にばかりあってたが、楽しいことも多かった」




　三郎は残された左腕で、優やさしく紫帆の頭を抱だき寄よせる。

「……ありがとうな、紫帆」

　それはたった一言。最初で最後に、三郎が呼よんだ彼女の名前。

「お前なら───きっと絶望しない。希望を持って歩いていける」




紫帆：黙って……うなずきます。

ＧＭ：では、三郎は一歩離れて紫帆の顔を見て、微笑みを浮かべて言います。




　消えゆく直前に、〝彼〟は言う。

「……じゃあな」と三郎の声で。

「……ありがとう」と鴉の声で。




紫帆：さようなら。───また、いつか。




　───そして風と共に〝彼〟は消え去った。

　紫帆はずっとそれを眺ながめていた。

　石の鼓こ動どうを聞きながら、ずっと。

[image: ]







《獣の魂》　時間をかけてキュマイラの筋力をすべて引き出す、キュマイラのエフェクト。

《スターダストレイン》　光を拡散して周囲すべてを攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《魔獣の咆哮》　殺意を込めた咆哮により、対象を萎縮させるキュマイラのエフェクト。

《リアクティブダッシュ》　反重力により跳躍し、移動するバロールのエフェクト。

《神の目》　知覚能力を最大限に使い、相手の攻撃を見切るエンジェルハィロゥのエフェクト。

《御使いの声》　危険察知能力を増幅するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を巨大化させて広範囲を攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《復讐の刃》　攻撃を喰らいながら強引に反撃するキュマイラのエフェクト。

《ハンティングスタイル》　素早く肉体を変異させるキュマイラのエフェクト。

《完全獣化》　肉体をすべて獣のそれに変え、能力を大幅に上昇させるキュマイラのエフェクト。

《破壊の爪》　腕を鉤爪にして武器とするキュマイラのエフェクト。

《レーザーファン》　接近距離に光を放ち、周囲を攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《鬼の一撃》　防御を砕くパワーで攻撃するキュマイラのエフェクト。

《ガラスの剣》　武器を透明化して攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《究極獣化》　肉体をさらに変異させ、究極的な力を手に入れるキュマイラのエフェクト。

《一角鬼》　槍のような突起物を作り、武器とするキュマイラのエフェクト。

《魔獣の証》　おそるべき生命力で死の淵から蘇るキュマイラのエフェクト。

《光速の剣》　光の速さを利用して二回目の攻撃を行なうエンジェルハィロゥのエフェクト。

《束縛の領域》　周囲の物体すべてを操って相手の攻撃を失敗させるオルクスのエフェクト。

《イージスの盾》　超筋力をもって防御するキュマイラのエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：というわけでエンディングフェイズです。……自じ律りつ判定の結果はどうだった？

ミナリ：侵蝕率[image: ]％で二倍振りの出目が63なんですよ！　……はい三倍振りー（笑）。

柳也：オチ付きかよ！（笑）……あー、俺は大だい丈じよう夫ぶだったぜ。三倍だったが。

薫：あ、僕二倍振り４個で帰ってきたよ。出目がいい感じだったんで。

紫帆：わたし三倍振りで戻もどってきました。Ｄロイス増やしたからヒヤッとしたけど（笑）。

柳也：ちなみに事件はどうなったんだ？

ＧＭ：あの後、〝賢者の石〟が抜ぬき取られた人たちはみんな石を取り戻し、元通りに目を覚ます。体内に吸収された石はもう発見できず、すべて元通り。

薫：ＵＧＮの攻撃や鳴島市の状態はどう？

ＧＭ：ＵＧＮの攻撃はキミたちから連れん絡らくが来た時点でストップ。それから鳴島市の住民の帰き還かん作業も開始する。……数日もすれば、通つう常じようどおりになるさ。

ミナリ：終わってみればあっけないものですね。

紫帆：……うん！

ＧＭ：そして、あの戦いから数週間後───。







◆Ending 01◆新しき日々


ScenePlayer ─── 七村紫帆






　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた───。




ＧＭ：あれから数週間。桜さくらの花が舞まい散ちる頃ころ。……鳴島市は平へい穏おんそのものだ。

柳也：じゃあ、俺は喫きつ茶さペリゴールでいつものようにぼーっとしているぜ。カウンターに脚あしを投げ出して、タバコをふかして、空を見ながらぼーっと。




　だが、変わらぬものもある。

　変貌した世界の中で、希望を見いだすものがいる。




柳也：あーあ、世は平穏こともなし。……退たい屈くつな日々が続くぜ。

ミナリ：……そんなこと言ってると老けますよ？

柳也：うるせえなあ。独ひとり言ごとにまでツッコむなよ。

ミナリ：いいんですよ、私は。柳也さんをきちんと見み張はるって、槙絵さんと約束したんですから。……と戦いの後、みんなで槙絵さんのところに行った時の写真を見て言います。

薫：ああ、もう行ってきた後なんだね。

紫帆：平穏になったもんねー。

柳也：おっと、それじゃあもうひとつ俺からもアイデアがある。……鴉が結晶化した後の遺品をみんなで分ぶん割かつして持ってないか？　それを身につけてれば事件のことを忘れないだろう。

紫帆：あ、いいかも！

薫：あー、じゃあ僕がモルフェウス能力で加工したことにしようか。好きな形の結晶体を作ったってことで。

柳也：ＯＫＯＫ。それじゃあ俺が煩わずらわしそうに手を振ると、そこには結晶がついたブレスレットが揺ゆれる。




　彼らは変貌を受け入れ、それを光と変えるものたち。

　絶望という闇に捕とらわれず、歩き続けていくものたち。




ミナリ：……うーん、ここでデレフラグを立てておくべきか……（笑）。

柳也：おい！　なんだ突とつ然ぜん！（笑）

ミナリ：（スルーして）柳也さん、これどう思いますか？　……と新しい制せい服ふくをピッと伸ばして見せる。前の戦いですり切れたし、新年度なんで新しくしてみたんですけど……。

柳也：（面倒そうに）あ～、ま、いいんじゃねえの？

ミナリ：もう、それだけですか？　フラグにもならないじゃないですか。

柳也：俺にこれ以上何を言えっていうんだ……。ていうかメタなこと言うな、お前も（笑）。

ミナリ：（スルーして）柳也さんの反応が無いのでちょっとがっかりします。そんな私の腕にも結晶をあしらったブレスレットが。




　人は彼らを〝裏切り者ダブルクロス〟と呼よぶだろう。だが彼らだからこそ、見いだせるものがある。

　それは本当の意味で、人間がレネゲイドを受け入れる道。




ＧＭ：場面は変わってセント・ジョージ研究所。テレーズが外を見ながら聞く。「……で、あなたはこれからどうするの？」

薫：どう、とは？

ＧＭ：「紫帆からは〝銀なる石〟は消えたわ。……〝賢者の石〟の研究を進めるならば、別にココに居い続つづける理由はないけれど」

薫：確かに。……居続ける理由は無くなったねえ。

ＧＭ：「だからどうするの？」

薫：僕は話しつつ、テレーズちゃんの目線を追いかける。すると、隣となりの花屋の前で楽しそうに話すまひろくんと紫帆くんの姿すがたが見える。

ＧＭ：テレーズは何か言いたそうに薫を見る。

薫：僕はいつもの通り、好きな時に好きなようにするよ。……でも、今はココにいたい気分かな。〝銀なる石〟は無くなっても、紫帆くんをもうしばらくは見ていたいからね。

ＧＭ：「……どうして？」

薫：彼女の選択───レネゲイドへの希望ってやつをもう少し見ていたいんだ。

ＧＭ：「ふうん……」とテレーズ。「まあ、今は用事も無いしいいけど」

薫：……ところでテレーズちゃん。前の事件の報ほう告こく書しよを飛び出す絵本形式で描かいたんだけどどうかな？　人形が偶ぐう然ぜんに魂を持って旅する話なんだけど（笑）。

柳也：またそんなの作ったんか！（笑）

紫帆：テレーズもかわいそうに……（笑）。

ＧＭ：ええと……テレーズはうつむいて肩を震ふるわせている（笑）。

薫：どう？　あ、感動してる？

ＧＭ：「怒おこってんのよ！」（笑）




　この先、彼らが道に迷うこともあるだろう。誤あやまることもあるだろう。

　道は遥はるか遠く、険けわしい。だが───。




ＧＭ：では瀬せ戸と川がわ学園の学がく生せい寮りよう。新年度になり、新しくあてがわれた部屋に紫帆はいる。……部屋からは桜が綺き麗れいに見える。

紫帆：窓まどを大きく開け、それをにこにこ顔で見てます。首元には結晶のペンダント。

ＧＭ：桜の下には新入生や編へん入にゆう生せいの姿が見える。みんな新しい環かん境きように期待をふくらませながらも、不安を持った顔をしている。

紫帆：お。




　だが、彼らは知っている。

　世界が変貌しても、失ったものなど無いのだと。

　どんなものも取り戻し、受うけ継ついでいけるのだと。




　───その決意こそが希望なのだと、彼らは知っている。




ＧＭ：で、その中にひとり困こまった顔の生徒が混まじっている。

紫帆：その子の姿を見たらすぐに飛び出していきます。で、放り投げた携けい帯たい電話の画面には泉からのメールが映うつっていたりして。

ＧＭ：では、紫帆が降おりていくと困った顔の生徒がキミを見つける。

紫帆：にっこり笑って声をかけます。……どうしたの？　何か困ってるみたいだけど。



















　七つの〝賢者の石〟を巡めぐる物語は終しゆう焉えんを迎むかえた。

　だが、彼らの物語はまだ続いてゆく。




ＧＭ：「あ、ええと……あの、あなたは……？」その生徒はおずおずと聞いてくる。

紫帆：わたし？　あ、わたしはね……。




　これからも人を助け続けていこう、と紫帆はあの時決意した。

　鴉から与あたえられ、三郎に支ささえられたことを、皆みなに。




紫帆：わたしは七村紫帆。……この学校の〝何でも屋〟。

ＧＭ：「なん、でも屋？」

紫帆：そう。買い物代行、テストの準備に探し物もの、物の貸かし借かり、先生への交こう渉しよう。何でもやるから何でも屋。頼たよってくれればなんでもやるよ。……あ、お代は結構。いつか役に立ってもらえばそれでＯＫ。




　紫帆はにっこりと微笑ほほえんで指を立てる。




紫帆：お役にたちますっ！




　そして再び、新しい物語が幕まくを上げる。

　彼女が誰かと共に歩む、新しい日々が。

　それはきっと───光に満ちた素す晴ばらしき日々。





ダブルクロス・リプレイ・アライブ４『悠ゆう久きゆうの光』

fin



[image: ]
















　　　追加データの使い方




　この章では『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』に関する追加データを掲載する。

　追加データは大きく分けてＤロイス、ステージ設定のふたつがある。それぞれの使い方を以下に解説する。




Ｄロイス

　この後に、リプレイに登場した〝銀なる石〟のデータをＤロイスとして掲載している。

〝銀なる石〟は〝賢者の石〟の一種であり、研究組織ヘルメスによって製作された物である。〝銀なる石〟は七つ存在し、統合者と呼ばれる存在がそれを得ることでひとつにまとめることができる。七つの石すべてを統合したものはプライメイト・オーヴァードと言われる存在に進化できると言われている。

　リプレイでは紫帆たちがこの石を消滅させたが、ＧＭは望むならば〝銀なる石〟がもうひとつ存在していたことにしても構わないし、ヘルメスが作った物ではないことにしても構わない。シナリオに合わせて好きなように使って欲しい。

　また、プレイヤーはＤロイス：賢者の石の代わりに〝銀なる石〟のどれかを選択してもよい。ただし必ずＧＭの許可を取ること。また、その際には以下に書く〝銀なる石〟のオプションルールは使用しないこと。




オプションルール

〝銀なる石〟はそれを持つ者同士で奪い合いをすることができる。方法は以下の通り。

　対象から〝銀なる石〟を抜き出したい場合、対象とエンゲージした状態で抜き出す旨を宣言すること。これはメジャーアクションを必要とする。

　抜き出す際には〈ＲＣ〉の対決を行なうこと。対決に勝利すれば石を奪うことができる。また所持している〝銀なる石〟が複数ある場合、それぞれについて対決を行なうこと。そして得た石の数だけ衝動が発生する。通常どおり処理を行なうこと。なお、対象が昏倒、死亡している場合は衝動が発生しない。

　この行動はＤロイス統合者、および〝銀なる石〟を持つキャラクターのみ行なえ、１シーンに１回のみ宣言できる。




ステージ設定

　Ｄロイスのあとに、アライブシリーズで使用した鳴島市の設定を掲載している。サンプルのステージとして使用してもよいし、独自のステージを作る際の参考にしてもよい。
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ステージデータ：鳴島市




　鳴島市は『ダブルクロス・リプレイ・オリジン　残酷な人形』で初めて姿を現わし、

『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』シリーズの舞台となった都市である。

　ここでは鳴島市をステージのひとつとして提供するためのデータを解説していく。

　掲載されている鳴島市については、そのまま使用しても構わないし、データや固有名詞の変更や新たな施設の追加などした上で使っても構わない。




鳴島市の地勢




　鳴島市は一九八〇年代、港湾部の開発───ウォーターフロントが注目されていた時代に計画が立ち上げられ、作られた都市である。比較的新しくできた街であり、古い建築物は少なく、住民も若い者が多いため年齢別人口比は低い。埋立地であるため市域はそれほど広くなく、主な移動手段には自転車や電車が利用されている。

　本土と鳴島市を繫ぐのは、市の北側と南側にそれぞれひとつずつある橋、街の中央を走る線路の三カ所。鳴島市の北端には埠頭があり船が出入りしているが、こちらは主に本土からの物資各種を搬入するために用いられている。

　なお、北と南で区分されており、北側には住宅街や学校施設などが、南側にはオフィス街やアミューズメントパークなどが建ち並んでいる。




鳴島市の施設




　ここでは鳴島市に存在する主要な施設について解説していく。
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鳴島駅

　鳴島市にあるふたつの駅のひとつ。市の南側にある海浜公園駅への電車が出ており、会社への通勤や繁華街への移動するのに便利なため、住民の利用率は高い。

　また、本土と鳴島市を繫ぐ要路でもある。

　一年ほど前に本土と鳴島市を繫ぐ橋と線路のすべてが爆破される事件があり、走らせる電車を制限していたが、現在は復旧して通常通りの運行がされている。




瀬戸川学園

　鳴島市北西部にある、中高一貫教育を施す全寮制の私立学校。校訓は〝文武両道〟。

　校訓の示すとおり、学業とスポーツの両方に力を入れており、通信環境や校庭などの設備も充実している。食堂の味も並以上で生徒たちからの評判は上々だ。

　なお、学生寮は敷地内にあり、ふたり一部屋。各寮ごとにキッチンなどがあり、設備は整っている。生徒たちの門限は二十時だが、違反さえしなければ外出に厳しい制限はないため、不満はほとんど出ていない。外泊する場合は、事前に申請書を提出して許可を取る必要がある。なお、この学生寮には、「別学年の生徒を一部屋にする」という特徴がある。これは他学年の生徒とも交流を、という趣旨で行なわれており、全生徒の三分の一ほどがあてがわれている。

　また、それほど生徒数が多くなく、教師の管理が行き届いているために、生徒が自主的にイベントを立ち上げることができるのも特徴。過去には生徒主催のフリーマーケットや、文化祭内のイベントなども行なわれた。こういった気風もまた、この学園が人気である秘密のひとつである。




鳴島総合病院

　鳴島市でもっとも大きな規模を持つ病院。

　内科や外科を始め、一通りの診療科が揃っており、怪我や病気などで医者が必要な場合に行けば大抵は対処してもらえる。そのため、鳴島市の住民にとって病院というと鳴島総合病院のことを指すことが多い。




海浜公園前駅

　鳴島市にあるふたつの駅のひとつ。市の北側にある鳴島駅への電車が出ている。

　周囲にはオフィス街やショッピングモールなどがあるため、主な利用者は通勤客や買い物目的の主婦となっている。また、休日には鳴島市南側にあるアミューズメント施設や海浜公園に向かう学生たちで賑わう。




鳴島海浜公園

　人工海浜や展望広場などがある大きな公園であり、カップル人気のデートスポット。

　浜辺エリアがあるが釣りは禁止、遊泳は夏季限定となっており、散策を楽しむ場所という傾向が強い。主にカップルや家族連れの客でにぎわっている。

　なお、遊泳目的の者はアクアパークを、釣りが目的の者は市の北側にある鳴島埠頭を利用することが多い。




喫茶店ペリゴール

　店長が極度のめんどくさがり屋であることから、メニューはすべて客のセルフサービスというとんでも喫茶店。ただ、最近は店長の気分によってはうまいコーヒーを入れてもらえることがあるため、密かに話題になっている。

　なお、喫茶店はあくまで表向きに過ぎず、本来はＵＧＮ鳴島市支部として活動している。構成員は喫茶店店長兼ＵＧＮ支部長である九条柳也とバイト店員兼ＵＧＮエージェントである八重垣ミナリの二名となっている。




まひろの花屋

　青原まひろが店長を務める個人経営の花屋。豊富な種類の花が揃えられていることと、懇切丁寧な対応で評判はよい。また、学生たちの相談役などもしており、穏和な人柄も手伝って学生たちからは頼れるお姉さんとして慕われている。店の休憩時間などになれば、店先で学生たちと一緒にお茶を楽しむまひろの姿を見ることができる。

　なお、品揃えは個人経営の花屋にしてはかなりのもの。店長の趣味もあり、比較的珍しい花が多く揃えられている。




ショッピングモール

　鳴島市で最大の規模を誇る商業施設。建物内には、食品スーパーマーケット・ドラッグストア・クリーニング店・バラエティストア・ファストフード店・家電量販店など多種多様な店が軒を連ねる。なにか物が入り用ならば、とりあえずショッピングモールにいけば大抵のものは見つかる。




アクアパーク

　鳴島市南側の端にあるレジャープール。様々な種類のプールに加えて、ウォータースライダーやパーラー、さらには飛び込み台まである。

　海に囲まれた鳴島市だが、遊泳可能な場所が少ない、もしくは遊泳期間という制限があるため、とりあえず泳ぎたくなったらアクアパークというのが住民の認識だ。

　利用がもっとも高まるのはやはり夏だが、それ以外の季節でも集客率はまずまず。




鳴島埠頭

　鳴島市の北端にある埠頭。

　いわゆるコンテナ埠頭であり、本土から様々な物資を船で運び込むために利用されている鳴島の物流の要であり、現在主流の四十フィートのものならば二隻まで繫留できる。敷地内部には運ばれてきたコンテナを保管するための倉庫街もある。

　また一部は一般に開放されており、住民たちの釣り場として利用されている。ただし、ここ一年間で埠頭付近では大きな事故が複数回起きているため、釣り場にもなかなか人が近寄らなくなっている。




ポートタワー

　鳴島市でもっとも高い建築物であり、街全体を見渡すことができる唯一の場所。

　タワーは四階建て。一階には売店がありお土産などを買うことが出来る。二階と四階は展望室となっており、三階には展望喫茶室がある。

　屋上にはヘリポートがあり、緊急時にはヘリの発着所としても機能する。ただし現在は発着場が破損しており、一般客が立ち入ることはできなくなっている。




セント・ジョージ研究所

　千城寺薫が財力にあかして突貫で建てたレネゲイド研究所。どう見ても古びた洋館にしか見えない。

　研究員がみな仮面を着けている上、所長である千城寺薫がふらりと現われては変な行動を取ることから、周辺住民からは正体不明の怪しい建物だと認識されている。

　それにもかかわらず、周囲との軋轢が生じていないのは、仮面を着けた怪しい風体の研究員たちの言動が、所長とは違い至極常識的なためであろう。







　　　あとがき




　アイデンティティ、という言葉があります。

　主体性、個性、自我同一性とも呼ばれるそれは、つまるところ「自分とは何者か」という問いかけに外なりません。

　我々は他者を認識した瞬間から常にその問題を抱えながら生きています。




　───自分とは何者か。

　あなたはその答えを出せるでしょうか。





＊　　　＊　　　＊






　この本を手に取っていただきありがとうございます。

　この本の著者、矢野俊策と申します。




『ダブルクロス・リプレイ・アライブ４　悠久の光』、いかがだったでしょうか。

　今回は最終巻ということもあり、シナリオのテーマ以外にもキャンペーンのテーマを盛り込んだセッションとなっております。その辺も合わせてお楽しみいただけていれば幸いです。




　冒頭にも書きましたが、本キャンペーンのテーマは「自我の確立」。オーヴァードとしてのアイデンティティの探索、でした。




　我々は常に自分の自我を求めて生きています。

　自分とは何者か。この難しい問題をさらに厄介にしているのが、「答えはひとつではない」という事実。家族の中の自分、学校の中の自分、社会人としての自分、友人の中の自分……、〝自分〟は決してひとつではありません。それぞれに立場は違い、それぞれに我々は答えを出す必要があるわけです。

　であれば、〝オーヴァードとしての自分〟を求める話ができるのではないか。そう思ったのが今回のキャンペーンのきっかけです。特に〝一般人がシナリオ途中で覚醒する話〟と相性がぴったりだったことから、このアイデアを採用しました。




　このアライブシリーズでは一般人である七村紫帆というキャラクターがトラブルに巻き込まれ、望まずにオーヴァードとして覚醒するところから始まります。彼女はオーヴァードの力に迷いつつ、〝賢者の石〟というアイテムからさらなる事件に巻き込まれていきます。

　キャンペーン何話かを経て自分の立ち位置を確立してきたころ、自分の出自の秘密を公開。もう一度アイデンティティを揺らがせつつ、最後にレネゲイドを完全に否定する敵を登場させ、もう一度自分にとってレネゲイドとは何か、を考えさせるというシナリオ構造でした。

　それでは、ここからは今回のシナリオ二本について解説していきましょう。




■第七話

　今回のシナリオは完全な前後編として作成してあります。

　最終話でやることはこの時点で決まっていました。レネゲイドを否定する鴉との対峙です。

　そこを焦点とするために、第七話では三つのイベントをこなす必要がありました。

　それが「ヘルメスの登場」、「アキューズとの戦い」、「鴉の襲撃」の三つです。




　ただ、そのイベントを並べるだけでは面白くありません。というわけで、情報収集とタイミングによって経過が変化するシナリオとして組んでみました。

　結果はご覧の通りですが、もう少し粘って情報収集をし、ピアス＝トートの図式をつかみ、逆にアキューズを迎え撃つ展開や、トートにアキューズを乗っ取られて対決するなどの展開もありました。もちろん、シーン数が多くなればなるほどアキューズの部下が強くなっていったので、どの展開が正解ということでもありません。




　そして一番の仕掛けはクライマックス２シーン目。

　アキューズとの戦闘後、余裕の無くなったＰＣに鴉が襲撃を仕掛けます。

　戦闘をするわけではなく〝賢者の石〟を奪いに来るわけですが、この時どれぐらい余力があるかによって結果は大きく変わってきます。

　さて、〝賢者の石〟を奪うイベントを経て、敵か味方かわからなかった鴉を一旦敵として認識させつつ、最終セッションに移ります。




■第八話

　最終セッションの目的は鴉との対峙。その中で「自分にとってのレネゲイドとは何か」を考えてもらうことでした。

　第七話の結果によってスタート地点が変わる予定だったこのシナリオ。鴉が「〝賢者の石〟を七個持っている」か「六個持っていて三郎を奪った」場合、リプレイと同じ展開になる想定です。それ以外の条件であった場合は、鴉が紫帆の石を狙いつつ、目的を遂行しようとする展開になる予定でした。




　そして第八話最大の焦点は「レネゲイドを消す」ことへの反応です。

　レネゲイドを消すことは、ＰＣにとって基本的にはよいことです。ですが、大きな犠牲を伴うと言われればそう簡単にうなずくわけにはいきません。

　ですが鴉は手段はともあれ、決して間違ったことは言っていません。

　普通ならば説得し、とりあえず違う手段を探すところですが、彼にはほとんど時間が無い。

　こういった事情から、ＰＣは鴉とは違うレネゲイドへの答えを見つける必要に迫られます。

　そこで大いに悩み、紫帆がどのような答えを出したかはお読みいただいた通りです。




　レネゲイドへの答え、また〝銀なる石〟の自滅の流れは、色んな意味でＧＭである私の想像を超えた展開になりました。

　レネゲイドへ希望を持つというスタンスや、ロイス枠をひとつ犠牲にして石を残すという危険な選択は実に七村紫帆というキャラクターらしいものになりました。

　基本的にどこか怯えるキャラである紫帆が最後の一線で留まり、仲間たちと協力し、苦労の末に何かを勝ち取っていく展開はまさに物語の王道と言えるもの。その姿に何か共感する物があれば幸いです。





＊　　　＊　　　＊






　さて、今回はリプレイの後に追加データとしてＤロイスと鳴島市のデータを掲載しています。これはこの本を読んでいる皆さんにもアライブのようなシチュエーションのセッションを楽しんでいただけたら、というコンセプトです。

　もちろん、データはアライブのままではありません。アライブは既存のデータを使ってプレイするというセッティングのためにこの追加データを使っていませんが、掲載したＤロイスのように〝銀なる石〟がひとつひとつ違うデータになっている方が刺激的なセッションが行なえるでしょう。是非試していただければと思います。




　このシリーズは実は私自身にとっても実験的な要素があり、多くのものを学ばせてもらいました。そんなセッションに最後まで参加してもらったプレイヤーの皆さん、中でも紫帆を担当し、イラストの注文にも応えていただいたしのとうこ先生、そしてたくさんの反応を下さった読者の皆様に感謝の意を表してシリーズを終えたいと思います。




　ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。





二〇〇八年一月二十日　矢野俊策
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